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独立行政法人国立成育医療研究センター 平成２４年度事業報告書 
 

１．国民の皆さまへ 

独立行政法人国立成育医療研究センターは、平成２２年４月１日、高度専門医療に関する研究等を

行う独立行政法人に関する法律（平成二十年(法律第９３号)に基づき、国立成育医療センターから独

立行政法人国立成育医療研究センター（以下、「センター」という。）へと移行いたしました。 

当センターは、全国に６あります国立高度専門医療研究センターの１つであり、成育医療（母性及

び父性並びに乳児及び幼児の難治疾患、生殖器疾患等の疾患で、児童が健やかに生まれ、かつ、成育

するために特に治療を必要とする疾患に係る医療）に関する研究、医療の提供、それに関わる人材の

育成等に取り組んでおります。 

特に、高度先駆的医療の開発及び標準医療を確立していくために、臨床を指向した研究を推進し、

優れた研究・開発成果を継続的に生み出していくことが必要であることから、センターにおいては研

究基盤を強化するため、 センター内にあります研究所と病院等の組織の連携強化に、独立行政法人へ

の移行を機に努めているところです。その思いも込め、センターの名称にも「研究」が加わっており

ます。 

また、国民の皆さまに必要とされる成育医療の提供に努めるとともに、その医療を提供する人材の

育成も急務であると認識しており、センター内外の医療従事者への研修に取り組んでいるところです。 

経営に関しましては、安定的な経営基盤の構築に向けて事業の徹底的な効率化を図り、平成２４年

度において経常収支率は１０３．５％となり、平成２２年度より３期連続で収支相償を達成しました。 

 

２．基本情報 

(1) 法人の概要 

① 法人の目的 

独立行政法人国立成育医療研究センターは、母性及び父性並びに乳児及び幼児の難治疾患、生殖

器疾患その他の疾患であって、児童が健やかに生まれ、かつ、成育するために特に治療を必要とす

るもの（以下「成育に係る疾患」という。）に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発並びにこ

れらの業務に密接に関連する医療の提供、技術者の研修等を行うことにより、国の医療政策として、

成育に係る疾患に関する高度かつ専門的な医療の向上を図り、もって公衆衛生の向上及び増進に寄

与することを目的としております。 

（高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人に関する法律第３条第５項） 

 

② 業務内容 

当センターは、高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人に関する法律第３条第５項の目

的を達成するため、以下の業務を行います。 

（高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人に関する法律第１７条） 

一 成育に係る疾患に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発を行うこと。 

二 一に掲げる業務に密接に関連する医療を提供すること。 

三 成育に係る疾患に係る医療に関し、技術者の研修を行うこと。 
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四 一～三に掲げる業務に係る成果の普及及び政策の提言を行うこと。 

五 一～四に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

 

③ 沿革 

平成１４年３月 国立大蔵病院と国立小児病院とを統合し、国立成育医療センターを設立 

平成２２年４月 独立行政法人国立成育医療研究センターとして設立 

 

④ 設立根拠法 

高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人に関する法律（平成２０年法律第９３号） 

 

⑤ 主務大臣（主務省所管課等） 

厚生労働大臣（厚生労働省医政局国立病院課） 
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⑥ 組織図（平成２５年４月１日現在） 

病理診断部長

臓器移植センター長

周産期センター長

臨床検査部長

母性医療診療部長

放射線診療部長

教育研修部長

感覚器・形態外科部長

手術・集中治療部長

　　　    特命副院長
・入院診療（除周産期）
・教育・研究・外来診療
・経営・財務
・医療安全・入院診療（周産期）
・看護・環境整備

生体防御系内科部長

研 究 所 長 副 所 長 小児血液・腫瘍研究部長

こころの診療部長

企画戦略室長

理事長特任補佐室

　情報管理部長

コンプライアンス室長

器官病態系内科部長

臓器・運動器病態外科部長

子どもの生活安全対策室長

発達評価センター長

診療録管理室長

医療連携・患者支援センター長

栄養管理部長

総 務 部 長

人 事 部 長

企 画 経 営 部 長

財 務 経 理 部 長

小児と薬ネットワーク推進室長

看護部長

薬剤部長

副院長

病 院 長 副院長 総合診療部長

副センター長

再生医療センター長 生殖・細胞医療研究部長

臨床研究センター長

バイオバンク長 副バイオバンク長

理 事 長 理　事　会

執
行
役
員
会

監査室長

RI管理室長

実験動物管理室長

共同研究管理室長

成育政策科学研究部長

周産期病態研究部長

監　事

システム発生・再生医学研究部長

成育社会医学研究部長

母児感染研究部長

成育遺伝研究部長

免疫アレルギー研究部長

分子内分泌研究部長

薬剤治療研究部長
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(2) 法人の住所 

東京都世田谷区大蔵二丁目１０番１号 

 

(3) 資本金の状況 

（単位：百万円） 

区 分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

政府出資金 36,486 0 0 36,486

 

(4) 役員の状況 

（平成 25 年 4 月 1 日現在） 

役職 氏名 任期 経歴 

理事長 五十嵐 隆 
自 平成 24 年 4 月 1 日

至 平成 26年 3月 31日

平成 12 年 

東京大学大学院医学系研究科教授 

平成 22 年 4 月 

国立成育医療研究センター理事 

平成 24 年 4 月 

（現職） 

理 事 

(非常勤) 
木村 正治 

自 平成 24 年 4 月 1 日

至 平成 26年 3月 31日

元日本アイビーエム常務執行役員 

平成 22 年 4 月 

（現職） 

理 事 

(非常勤) 
平岩 幹男 

自 平成 24 年 4 月 1 日

至 平成 26年 3月 31日

Rabbit Developmental Research代表 

平成 24 年 4 月 

（現職） 

理 事 

(非常勤) 
濵田 正文 

自 平成 24 年 4 月 1 日

至 平成 26年 3月 31日

元興銀ファイナンス代表取締役社長 

平成 22 年 4 月 

（現職） 

監 事 

(非常勤) 
石原 正之 

自 平成 24年 11月 1日

至 平成 26年 3月 31日

（株）キーストーン・パートナース 

社外アドバイザリー委員会委員長 

平成 24 年 11 月 

（現職） 

監 事 

(非常勤) 
西田 大介 

自 平成 24年 11月 1日

至 平成 26年 3月 31日

公認会計士 

西田公認会計士事務所 

平成 24 年 11 月 

（現職） 

 

(5) 常勤職員の状況 

常勤職員は平成２５年１月１日において９３７人（前年比５９人増）であり、平均年齢は 36.2 歳

（前年比同）となっています。このうち、国等からの出向者は６人です。 
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３．簡潔に要約された財務諸表 

① 貸借対照表（http://www.ncchd.go.jp/center/information/houjin_honbu/zaimu.html） 
（単位：百万円）

金額 金額
流動資産 10,559 流動負債 5,702

現金及び預金 5,231 一年以内返済長期借入金 683
医業未収金 4,038 買掛金 748
たな卸資産 220 未払金 2,778
その他 1,071 一年以内支払リース債務 482

固定資産 45,337 賞与引当金 486
有形固定資産 44,879 その他 526
無形固定資産 458 固定負債 9,795
投資その他資産 0 長期借入金 7,515

リース債務 128
引当金 64
その他 2,088

負債合計 15,497
金額

資本金 36,486
資本剰余金 1,419
利益剰余金 2,495
純資産合計 40,399

資産合計 55,896 負債純資産合計 55,896
注）係数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります。

資産の部 負債の部

純資産の部

 

 

② 損益計算書（http://www.ncchd.go.jp/center/information/houjin_honbu/zaimu.html） 

(単位:百万円)

金　　　額
経常費用（A) 22,607

業務費 21,717
　人件費 9,743
　減価償却費 2,187
　その他 9,787
一般管理費 774
　人件費 591
　減価償却費 7
　その他 176
財務費用 107
その他経常費用 8

経常収益（B) 23,406
運営費交付金収益 4,106
補助金等収益 435
業務収益 18,435
寄附金収益 30
資産見返負債戻入 274
その他経常収益 127

臨時損益（C) △ 3

当期純利益（B-A+C) 796

科　　　目

注）係数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります。  
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③ キャッシュ・フロー計算書 

（http://www.ncchd.go.jp/center/information/houjin_honbu/zaimu.html） 

(単位:百万円)

金　　　　額
Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー（A) 2,479

　人件費支出 △ 10,263
　運営費交付金収入 4,326
　補助金等収入 380
　自己収入 17,884
　その他の収入･支出 △ 9,849

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー（B) △ 546
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー（C) △ 1,186
Ⅳ　資金増加額（D=A+B+C) 748

Ⅴ　資金期首残高 4,483

Ⅵ　資金期末残高（F=D+E) 5,231

科　　　　　　目

注）係数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります。  
 

 

④ 行政サービス実施コスト計算書 

（http://www.ncchd.go.jp/center/information/houjin_honbu/zaimu.html） 

(単位:百万円)

金　　　　額
Ⅰ　業務費用 4,186

　損益計算書上の費用 22,610
　（控除）自己収入等 △ 18,424

（その他の行政サービス実施コスト）

Ⅱ　損益外減価償却相当額 439
Ⅲ　損益外除売却差額相当額 0
Ⅳ　引当外退職給付増加見積額 △ 470
Ⅴ　機会費用 215

Ⅵ　行政サービス実施コスト 4,371

科　　　　　　目

注）係数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります。  
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◇ 財務諸表の科目について（主なもの） 

① 貸借対照表 

流動資産  

現金及び預金 ：現金、預金 

医業未収金 ：医業収益に対する未収金 

たな卸資産 ：医薬品、診療材料、給食用材料等 

固定資産  

有形固定資産 ：土地、建物、医療用器械備品等 

無形固定資産 ：ソフトウェア、電話加入権等 

投資その他資産 ：破産更生債権等 

流動負債  

一年以内返済長期借入金 ：長期借入金のうち１年以内に返済期限が到来するもの 

買掛金 ：医薬品、診療材料、給食材料に係る未払債務 

未払金 ：買掛金以外の未払債務 

一年以内支払リース債務 ：リース債務のうち１年以内に支払期限が到来するもの 

 賞与引当金 ：支給対象期間に基づき定期に支給する職員賞与に対する引当金 

固定負債  

長期借入金 ：財政融資資金 

（一年以内返済長期借入金に該当するものを除く） 

リース債務 ：ファイナンス・リース取引に係る債務 

（一年以内支払リース債務に該当するものを除く） 

引当金  

（退職給付引当金） 

（環境対策引当金） 

：将来支払われる退職給付に備えて設定される引当金 

：将来支払われる PCB（ポリ塩化ビフェニル）の処分等に備えて

設定される引当金 

純資産  

資本金 ：政府による出資金 

資本剰余金 ：国から交付された施設費や補助金等を財源として取得した償却資

産及びその他の資産の損益外減価償却相当額の累計額又は損益外

減損損失相当額の累計額 

利益剰余金 ：業務に関連して発生した剰余金の累計額 

② 損益計算書 

業務費 

 人件費 

  

減価償却費 

：独立行政法人の業務に要した費用 

：給与、賞与、法定福利費等、独立行政法人の職員等に要する経費（一

般管理費で整理するものを除く） 

：業務に要する固定資産の取得原価をその耐用年数にわたって費用とし

て配分する経費（一般管理費で整理するものを除く） 
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一般管理費 ：役員及び事務部門等に係る給与費、経費（減価償却費を含む）、全役職

員の退職手当一時金等 

財務費用 ：長期借入金に係る支払利息等 

その他経常費用 ：支払手数料等 

運営費交付金収益 ：国からの運営費交付金のうち、当期の収益として認識した収益 

補助金等収益 ：国・地方公共団体からの補助金等のうち、当期の収益として認識した

収益 

業務収益 ：医業に係る収益、委託を受けて行う研究に係る収益等 

寄附金収益 ：寄附金のうち、当期の収益として認識した収益 

資産見返負債戻入 ：運営費交付金・補助金等により取得した業務に係る固定資産の減価償

却相当額を資産見返負債から振り替えた収益 

臨時損益 

 （臨時損失） 

 （臨時利益） 

 

：固定資産の除売却損等 

：固定資産売却益、物品受贈益、償却債権取立益等  

 

③ キャッシュ・フロー計算書 

業務活動によるキャッシュ・フロー ：独立行政法人の通常の業務の実施に係る資金の状態を表

し、サービスの提供等による収入、医薬品費、材料費等の

サービスの購入による支出、人件費支出等が該当 

投資活動によるキャッシュ・フロー ：将来に向けた運営基盤の確立のために行われる投資活動

に係る資金の状態を表し、固定資産の取得による支出等が

該当 

財務活動によるキャッシュ・フロー ：長期借入金の借入・返済による収入・支出等の資金の調

達及び返済等を表す 

 

④ 行政サービス実施コスト計算書 

業務費用 ：独立行政法人が実施する行政サービスのコストのうち、独立行政

法人の損益計算書に計上される費用 

損益外減価償却相当額 

 

 

損益外除売却差額相当額 

：償却資産のうち、その減価に対応すべき収益の獲得が予定されな

いものとして特定された資産の減価償却費相当額（損益計算書には

計上していないが、累計額は貸借対照表に記載されている） 

：償却資産のうち、その減価に対応すべき収益の獲得が予定されな

いものとして特定された資産を除却した際の除売却差額相当額 

引当外退職給付増加見積額 ：財源措置が運営費交付金により行われることが明らかな場合の退

職給付引当金増加見積額（損益計算書には計上していないが、仮に

引き当てた場合に計上したであろう退職給付引当金増加見積額） 

機会費用 ：独立行政法人に対する政府出資額を国が市場で運用した場合の運

用益を試算した金額 
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４．財務情報 

(1) 財務諸表の概況 

① 経常費用、経常収益、当期総損益、資産、負債、キャッシュ･フローなどの主要な財務データの経

年比較・分析（内容・増減理由） 

（経常費用） 

平成 24 年度の経常費用は 22,607 百万円と、前年度と比較して 1,724 百万円増（8.3％増）とな

っています。これは、前年度と比較して業務費が 1,693 百万円増（8.5％増）となったことが主な

要因です。 

（経常収益） 

平成 24 年度の経常収益は 23,406 百万円と、前年度と比較して 1,988 百万円増（9.3％増）とな

っています。これは、前年度と比較して業務収益が 2,049 百万円増（12.5％増）となったことが

主な要因です。 

（当期総損益） 

上記経常損益の状況及び臨時損益として△3 百万円を計上した結果、平成 24 年度の当期総損益

は 796 百万円と、前年度と比較して 275 百万円増（52.9％増）となっています。 

（資産） 

平成 24 年度末現在の資産合計は 55,896 百万円と、前年度と比較して 177 百万円増（0.3％増）

となっています。これは、前年度と比較して現金及び預金等の流動資産が 1,446 百万円増（15.9％

増）、建物等の固定資産が 1,270 百万円減（2.7％減）となったことが主な要因です。 

（負債） 

平成 24 年度末現在の負債合計は 15,497 百万円と、前年度と比較して 192 百万円の減（1.2％

減）となっています。 

（業務活動によるキャッシュ・フロー） 

平成 24 年度の業務活動によるキャッシュ・フローは 2,479 百万円の収入となり、前年度と比

較して 658 百万円の収入減（21.0％減）となっています。これは、前年度と比較して人件費支出

が 886 百万円増（9.4％増）、材料の購入による支出が 597 百万円増（13.1％増）、その他の業務

支出が 794 百万円増（19.6％増）、運営費交付金収入が 340 百万円減（7.3％減）、補助金等収入

が 329 百万円減（46.4％減）、医業収入が 2,189 百万円増（14.9％増）となったことが主な要因で

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

平成 24 年度の投資活動によるキャッシュ・フローは 546 百万円の支出となり、前年度と比較

して 477 百万円の支出減（46.6％減）となっています。これは、前年度と比較して定期預金の預

入による支出が 1,000 百万円減（100.0％減）、定期預金の戻入による収入が 1,000 百万円減

（100.0％減）、有形固定資産の取得による支出が 301 百万円減（23.3％減）、無形固定資産の取

得による支出が 84 百万円増（146.6％増）、施設費による収入が 261 百万円増（81.1％増）とな

ったことが主な要因です。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

平成 24 年度の財務活動によるキャッシュ・フローは 1,186 百万円の支出となり、前年度と比
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較して 108 百万円の支出減（8.3％減）となっています。これは、前年度と比較してリース債務償

還による支出が 111 百万円減（18.1％減）となったことが主な要因です。 

 

② セグメント事業損益の経年比較・分析（内容・増減理由） 

（区分経理によるセグメント情報） 

  平成 24 年度の事業損益は 799 百万円と、前年度と比較して 265 百万円増（49.6％増）となっ

ています。 
表　事業損益の経年比較（区分経理によるセグメント情報） (単位:百万円)

平成22年度 平成23年度 平成24年度
研究事業 △ 40 △ 57 △ 394
臨床研究事業 367 313 135
診療事業 889 618 1,445
教育研修事業 △ 46 △ 41 △ 46
情報発信事業 29 △ 10 △ 6
法人共通 18 △ 290 △ 334

1,218 534 799

区　　　　　分

合　　　　　計
注）係数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しておりません。  

 

③ セグメント総資産の経年比較・分析（内容・増減理由） 

（区分経理によるセグメント情報） 

  平成 24 年度末の総資産は 55,896 百万円と、前年度末と比較して 177 百万円増（0.3％増）と

なっています。 
表　総資産の経年比較（区分経理によるセグメント情報） (単位:百万円)

平成22年度 平成23年度 平成24年度
研究事業 4,076 3,896 3,549
臨床研究事業 1,133 1,337 2,736
診療事業 46,131 45,600 43,957
教育研修事業 81 382 409
情報発信事業 9 7 7
法人共通 3,685 4,498 5,238

55,116 55,720 55,896

区　　　　　分

合　　　　　計
注）係数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しておりません。  

 

④ 行政サービス実施コスト計算書の経年比較・分析（内容・増減理由） 

平成 24 年度の行政サービス実施コストは 4,371 百万円と、前年度と比較して 1,192 百万円減

（21.4％減）となっています。 

表　行政サービスコストの経年比較 (単位:百万円)

平成22年度 平成23年度 平成24年度
業務費用 4,302 4,537 4,186
　うち損益計算書上の費用 19,519 20,904 22,610
　うち自己収入 △ 15,217 △ 16,367 △ 18,424
損益外減価償却相当額 432 419 439
損益外除売却差額相当額 1 16 0
引当外退職給付増加見積額 439 214 △ 470
機会費用 455 378 215
行政サービス実施コスト 5,629 5,563 4,371

区　　　　　分

注）係数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しておりません。  
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(2) 施設等投資の状況（重要なもの） 

① 当事業年度中に完成した主要施設等 

該当ありません。 

② 当事業年度において継続中の主要施設等の新設・拡充 

教育研修棟新築工事、バイオバンク棟増築工事 

③ 当事業年度中に処分した主要施設等 

該当ありません。 

 

(3) 予算・決算の概況 
（単位：百万円）

予　算 決　算 予　算 決　算 差　額
収　入

運営費交付金 4,666 4,666 4,326 4,326 0
業務収入 16,829 16,453 16,898 18,264 1,366
その他収入 400 1,452 1,451 840 △ 611

21,894 22,571 22,674 23,430 756
支　出

業務経費 17,529 17,983 18,450 20,260 1,811
施設整備費 2,578 1,345 1,189 1,128 △ 61
借入金償還 683 683 683 683 0
支払利息 86 124 114 107 △ 7
その他支出 628 1,616 1,504 504 △ 1,000

21,503 21,750 21,940 22,683 742
注）係数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります。

平成24年度
区分

計

計

平成23年度

 

(4) 経費削減及び効率化目標との関係 

当センターにおいては、当中期目標期間終了年度における一般管理費（退職手当を除く）を、平

成 21 年度に比し、15％以上節減することを目標としています。この目標を達成するため、委託内容

の見直しによる委託費の削減や消耗器具備品費、水道光熱費等の費用節減等の措置を講じた結果、

平成 24 年度において削減目標である 15％を上回る 26.2％（169 百万円）の節減を行ったところで

す。 

金　額 金　額 比　率 金　額 比　率 金　額 比　率
一般管理費 643 507 78.9% 497 77.3% 475 73.8%

（単位：百万円）

注）「当中期目標期間」の「比率」欄には、平成21年度を100％とした場合の比率を記載してお
ります。

区　　　　　分 平成22年度 平成23年度
平成21年度

当中期目標期間
平成24年度

 

 

５．事業の説明 

(1) 財源構造 

当法人の経常収益は 23,406百万円で、その内訳は、運営費交付金収益 4,106百万円（収益の 17.5％）、

補助金等収益 435 百万円（1.9％）、業務収益 18,435 百万円（78.8％）となっています。 
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(2) 財務データ及び業務実績報告書と関連付けた事業説明 

ア 研究事業 

研究事業は、成育医療に関する戦略的研究・開発を推進することを目的としています。 

事業の主な財源は、運営費交付金（平成 24 年度 835 百万円）、寄附金（16 百万円）となってい

ます。 

事業に要する費用は、給与費（596 百万円）、材料費（45 百万円）、経費（604 百万円）、減価償

却費（88 百万円）となっています。 

イ 臨床研究事業 

臨床研究事業は、治療成績及び患者の QOL の向上につながる臨床研究及び治験等を行うことを

目的としています。 

事業の主な財源は、研究収益（800 百万円）、運営費交付金（平成 23 年度 13 百万円、平成 24

年度 1,327 百万円）、医療施設運営費等補助金（223 百万円）、医薬品副作用等被害救済事務費等補

助金（30 百万円）、医薬品等審査迅速化事業費補助金（92 百万円）、寄附金（7 百万円）となって

います。 

事業に要する費用は、給与費（663 百万円）、材料費（313 百万円）、経費（1,372 百万円）、減

価償却費（166 百万円）となっています。 

ウ 診療事業 

診療事業は、小児等の患者及びその家族の視点に立った、良質かつ安全な医療を提供すること

を目的としています。 

事業の主な財源は、医業収入（17,422 百万円）、運営費交付金（31 百万円）、小児がん拠点病院

の機能強化を図ることを目的として交付される疾病対策事業費等補助金（7 百万円）、重篤な小児

救急患者の医療を確保し、安心・安全な小児医療体制の整備を図ることを目的として交付される

小児救命救急センター運営費補助金（53 百万円）、小児の集中治療に係る専門的な実地研修を行う

ことにより、小児集中治療体制の確保を図ることを目的として東京都から交付される小児集中治

療室医療従事者研修事業補助金（5 百万円）、新生児集中管理室等の満床の解消を図るとともに、

在宅療養等への円滑な移行を促進することを目的として交付される在宅移行支援病床運営事業補

助金（28 百万円）、在宅療養患児の一時的な受入体制を確実なものとすることを目的として交付さ

れる在宅療養児一時受入支援事業補助金（0.2 百万円）、寄附金（1 百万円）となっています。 

事業に要する費用は、給与費（6,560 百万円）、材料費（4,452 百万円）、委託費（1,522 百万円）、

減価償却費（1,877 百万円）、設備関係費（950 百万円）、経費（777 百万円）となっています。 

エ 教育研修事業 

教育研修事業は、成育医療に対する研究・医療の専門家（看護師、薬剤師等のコメディカル部

門も含む。）の育成を積極的に行うことを目的としています。 

事業の主な財源は、研修収益（12 百万円）、運営費交付金（1,518 百万円）となっています。 

事業に要する費用は、給与費（1,572 百万円）、経費（7 百万円）となっています。 

オ 情報発信事業 

情報発信事業は、研究成果等や収集した国内外の最新知見等の情報を迅速かつ分かり易く、国

民及び医療機関に提供することを目的としています。 
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事業の主な財源は、運営費交付金（146 百万円）となっています。 

事業に要する費用は、給与費（132 百万円）、経費（21 百万円）となっています。 

カ その他 

法人全体に係る業務等を行っています。 

業務の主な財源は、運営費交付金（235 百万円（平成 23 年度 74 百万円、平成 24 年度 161 百

万円））、研究収益（センター職員が獲得した厚生労働科学研究費補助金等に係る間接経費の収入（い

わゆるオーバーヘッド）200 百万円）となっています。 

業務に要する費用（一般管理費）は、給与費（591 百万円）、経費（176 百万円）、減価償却費（7

百万円）となっています。 

 

以 上 
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に

行
え

る
よ

う
、

研
究

所
、

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

と
病

院
と

の
情

報
や

意
見

の
交

換
等

の
連

携
強

化
を

図
る

。
こ

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
相

互
の

人
的

交
流

、
共

同
し

て
の

臨
床

研
究

を
推

進
す

る
た

め
セ

ミ
ナ

ー
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
ラ

ウ
ン

ド
等

を
共

同
開

催
す

る
。

　
平

成
2
4
年

度
は

、
研

究
所

、
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
と

病
院

が
連

携
す

る
た

め
の

会
合

等
の

共
同

開
催

数
を

、
平

成
2
1
年

度
に

比
し

て
1
2
％

増
加

さ
せ

る
。

ま
た

、
研

究
所

、
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
と

病
院

に
よ

る
調

整
を

行
い

、
新

規
共

同
研

究
数

を
平

成
2
1
年

度
に

比
べ

1
8
％

増
加

さ
せ

る
。

平
成

2
2
年

度
か

ら
研

究
所

と
病

院
と

の
一

層
の

交
流

を
目

指
し

、
こ
れ

ま
で

不
定

期
に

開
催

さ
れ

て
い

た
研

究
所

部
長

に
よ

る
レ

ジ
デ

ン
ト

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

や
研

究
ユ

ニ
ッ

ト
単

位
の

共
同

研
究

会
議

を
定

期
的

に
実

施
し

て
い

る
。

平
成

2
4
年

度
に

お
け
る
研
究
所
と
病
院
が
連
携
す
る
会
議
の
開
催
数
は
5
9
回
と
な
り
、
平
成
2
1
年
度
の
5
2
回
を
7
回
（
1
3
％
）
上
回
っ
た
。

病
院

・
研

究
所

に
よ

る
新

規
共

同
研

究
を

推
進

す
る

た
め

、
成

育
研
究

開
発

費
申

請
に

あ
た

り
病

院
と

研
究

所
（

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

）
と

の
共

同
研

究
を

義
務

化
し

た
。

そ
の

結
果

と
し

て
、

平
成

2
4
年

度
に

開
始

し
た

病
院

・
研

究
所

に
よ

る
新

規
共

同
研
究
数
は
2
8
件
で
あ
り
、
平
成
2
1
年
度
の
2
2
件
に
比
し
て
6
件
（
2
7
％
）
増
加
し
た
。

研
究
所
と
病
院
が
連
携
す
る
た
め
の
会
合
等
の
共
同
開
催
数

平
成
2
1
年
度

平
成
2
2
年
度

平
成
2
3
年
度

平
成
2
4
年
度

（
１

）
臨

床
を

志
向

し
た

研
究

・
開

発
の

推
進

（
１

）
臨

床
を

志
向

し
た

研
究

・
開

発
の

推
進

（
１

）
臨

床
を

志
向

し
た

研
究

・
開

発
の

推
進

（
１

）
臨

床
を

志
向

し
た

研
究

・
開

発
の

推
進

高
度

先
駆

的
医

療
の

開
発

及
び

標
準

医
療

の
確

立
の

た
め

、
臨

床
を

指
向

し
た

研
究

を
推

進
し

、
優

れ
た

研
究

・
開

発
成

果
を

継
続

的
に

生
み

出
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
セ

ン
タ

ー
に

お
い
て
以
下
の

研
究

基
盤

強
化

に
努

め
る
こ
と
。

①
　

研
究

所
と

病
院

等
、

セ
ン

タ
ー

内
の

連
携

強
化

5
2
回

5
6
回

5
6
回

5
9
回

病
院

・
研
究
所
に
よ
る
新
規
共
同
研
究
数

平
成
2
1
年
度

平
成
2
2
年
度

平
成
2
3
年
度

平
成
2
4
年
度

対
平
成
2
1
年
度
増
減

6
回

(
2
7
.
3
%
増
)

7
回

(
1
3
.
5
%
増
)
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

③
　

研
究

・
開

発
に

係
る

企
画

及
び

評
価

体
制

の
整

備
③

　
研

究
・

開
発

の
企

画
及

び
評

価
体

制
の

整
備

③
　

研
究

・
開

発
の

企
画

及
び

評
価

体
制

の
整

備
③

　
研

究
・

開
発

の
企

画
及

び
評

価
体

制
の

整
備

戦
略

的
に

研
究

・
開

発
（

研
究

開
発

費
を

含
む

）
を

推
進

す
る

た
め

、
研

究
・

開
発

の
企

画
及

び
評

価
の
た
め
の
体
制
の
構
築
に
努
め
る

。

　
成

育
医

療
に

関
す

る
戦

略
的

研
究

・
開

発
を

推
進

す
る

た
め

の
委

員
会

に
お

い
て

、
企

画
及

び
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
さ

ら
に

こ
れ

ら
を

検
証

し
、

よ
り

有
効

な
評

価
体

制
の

構
築

に
努

め
る

。

平
成

2
3
年

度
よ

り
、

成
育

研
究

開
発

費
の

新
規

課
題

採
択

に
関

し
て
、

外
部

評
価

委
員

会
で

審
議

す
る

前
段

階
の

課
題

決
定

に
関

し
て

、
透

明
性

を
確

保
す

べ
く

セ
ン

タ
ー

内
に

お
い

て
評

価
委

員
会

を
開

催
し

て
い

る
。

課
題

提
案

者
全

員
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

厚
生

労
働

省
科

学
評

価
の

方
式

に
従

っ
た

評
価

項
目

に
関

し
て

委
員

全
員

の
合

計
点

数
を

も
と

に
課

題
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
平
成
2
4
年
度
よ
り
、
評
価
に
応
じ
て
配
分
金
額
を
増
減
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

研
究

・
開

発
の

評
価

の
見

直
し

に
つ

い
て

、
従

来
の

イ
ン

パ
ク

ト
フ
ァ

ク
タ

ー
（

雑
誌

を
評

価
す

る
た

め
の

指
標

）
に

加
え

て
、

個
々

の
研

究
成

果
を

よ
り

客
観

的
に

評
価

で
き

る
被

引
用

回
数

を
用

い
た

研
究

評
価

方
法

に
つ

い
て

検
討

を
続

け
、

人
事

の
参
考
と
し
て
い
る
。

企
業
及
び
他
の
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
実
施
数

平
成
2
1
年
度

平
成
2
2
年
度

平
成
2
3
年
度

平
成
2
4
年
度

1
6
件

1
7
件

1
9
件

3
1
件

②
「

革
新

的
医

薬
品

・
医

療
機

器
創

出
の

た
め

の
５

か
年

戦
略

」
(
平

成
1
9
年

4
月

2
6
日

内
閣

府
・

文
部

科
学

省
・

厚
生

労
働

省
・

経
済

産
業

省
）

に
基

づ
く

、
産

官
学

が
密

接
に

連
携

し
て

臨
床

研
究

・
実

用
化

研
究

を
進

め
る

「
医

療
ク

ラ
ス

タ
ー

」
の

形
成

等
、

国
内

外
の

産
業

界
、

研
究

機
関

及
び

治
験

実
施

医
療

機
関

等
と

の
連

携

②
　

産
学

官
等

と
の

連
携

強
化

②
　

産
学

官
等

と
の

連
携

強
化

②
　

産
学

官
等

と
の

連
携

強
化

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
等

の
産

業
界

、
大

学
等

の
研

究
機

関
及

び
独

立
行

政
法

人
国

立
病

院
機

構
、

小
児

専
門

医
療

施
設

等
の

治
験

実
施

医
療

機
関

等
と

の
連

携
を

深
め

、
「

医
療

ク
ラ

ス
タ

ー
」

の
形

成
を

目
指

す
と

と
も

に
、

治
験

を
含

む
臨

床
研

究
を

推
進

す
る

た
め
、
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
企

業
及

び
他

の
研

究
機

関
と

の
共

同
研

究
の

実
施

数
を

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

平
成

2
1
年
度
に
比
べ
1
0
％
以
上
増
加
さ

せ
る

。

　
企

業
等

の
産

業
界

、
大

学
等

の
研

究
機

関
と

の
研

究
に

関
す

る
連

携
強

化
を

引
き

続
き

図
る

。
独

立
行

政
法

人
国

立
病

院
機

構
や

小
児

専
門

医
療

施
設

等
と

の
治

験
実

施
等

の
推

進
を

図
る

た
め

に
導

入
さ

れ
た

医
薬

品
等

治
験

基
盤

整
備

事
業

に
よ

る
小

児
治

験
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

機
能

さ
せ

る
。

　
平

成
2
4
年

度
は

企
業

及
び

他
の

研
究

機
関

と
の

共
同

研
究

の
実

施
数

を
、

平
成

2
1
年

度
に

比
し

て
6
％

増
加

さ
せ

る
。

１
．

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
の
知
財
・
産
学
連
携
室
は
、
企
業
等
の
産
業
界
、
大
学
等
の
研
究
機
関
と
病
院
並
び
に
研
究
所
と

　
の

　
連
携
を
推
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
共
同
研
究
審
査
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
共
同
研
究
契
約
書
の
記

　
述

を
確
認
す
る
作
業
が
定
着
し
た
。
そ
の
結
果
、
研
究
者
の
意
識
改
革
が
進
み
、
平
成
2
4
年
度
の
共
同
研
究
実
施
数
（
＝

　
共

同
研
究
契
約
締
結
数
）
は
、
平
成
2
1
年
度
に
比
し
て
9
3
.
8
％
増
加
し
た
。

２
．

特
定
領
域
治
験
基
盤
整
備
事
業
（
厚
生
労
働
省
医
政
局
）
に
よ
る
小
児
領
域
に
特
化
し
た
日
本
初
の
「
小
児
治
験
ネ
ッ

　
ト

ワ
ー
ク
」
は
平
成
2
4
年
度
末
で
3
1
施
設
が
参
加
し
施
設
間
連
携
を
構
築
し
た
。
平
成
2
4
年
度
は
最
終
年
度
に
あ
た
る
が
、

　
小

児
治
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
央
治
験
審
査
委
員
会
（
い
わ
ゆ
る
中
央
I
R
B
）
が
実
質
的
に
機
能
し
、
ま
た
、
各
種
イ
ン
フ

　
ラ

の
稼
働
・
検
証
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
治
験
の
一
括
審
査
が
可
能
な
中
央
I
R
B
は
平
成
2
4
年
度
に
9
回
開
催
さ
れ
、

　
製

薬
企
業
主
導
治
験
2
件
（
延
べ
5
施
設
で
実
施
）
、
医
師
主
導
治
験
1
件
（
3
施
設
で
実
施
）
の
審
査
を
終
了
し
治
験
が
実

　
施

さ
れ
た
。
な
お
、
平
成
2
5
年
度
に
は
5
件
以
上
の
製
薬
企
業
主
導
治
験
審
査
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
製
薬
企
業
（
治
験
依

　
頼

者
）
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
る
治
験
実
施
可
能
性
調
査
（
症
例
数
調
査
も
含
め
る
）
は
平
成
2
3
年
度
9
件
に
対
し
平
成
2
4
年

　
度

は
1
4
件
と
増
加
し
た
。
ま
た
、
小
児
領
域
特
有
の
医
療
現
場
で
の
剤
形
変
更
に
係
る
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
き
、
製
薬
企

　
業

に
開
発
促
進
を
働
き
か
け
る
機
能
も
持
た
せ
た
。
な
お
、
「
小
児
治
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
機
能
は
、
臨
床
研
究
中
核

　
病

院
（
後
述
）
の
中
で
引
き
続
き
維
持
・
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

３
．

平
成
2
5
年
5
月
9
日
、
臨
床
研
究
中
核
病
院
整
備
事
業
（
厚
生
労
働
省
医
政
局
）
に
よ
る
臨
床
研
究
中
核
病
院
の
指
定
を

　
受

け
た
。
本
事
業
は
、
総
長
の
強
力
な
指
導
力
の
下
、
組
織
横
断
的
に
構
築
す
る
支
援
体
制
を
礎
に
、
小
児
稀
少
難
治
性

　
疾

患
に
対
し
て
国
内
外
の
研
究
者
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
新
た
な
治
療
法
に
つ
い
て
、
網
羅
的
・
系
統
的
に
そ
の
ニ
ー
ズ

　
を

吸
い
上
げ
、
そ
の
臨
床
応
用
の
た
め
の
入
口
戦
略
を
立
て
、
適
切
か
つ
迅
速
に
医
師
主
導
治
験
や
I
C
H
-
G
C
P
準
拠
の
臨

　
床

試
験
へ
つ
な
ぎ
、
出
口
ま
で
の
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

対
平
成
2
1
年
度
増
減

1
5
件

(
9
3
.
8
%
増
)
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

（
２

）
病

院
に

お
け

る
研

究
・

開
発

の
推

進
（

２
）

病
院

に
お

け
る

研
究

・
開

発
の

推
進

（
２

）
病

院
に

お
け

る
研

究
・

開
発

の
推

進
（

２
）

病
院

に
お

け
る

研
究

・
開

発
の

推
進

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

④
　

効
果

的
な

知
的

財
産

の
管

理
、

活
用

の
推

進
④

　
知

的
財

産
の

管
理

強
化

及
び

活
用

推
進

④
　

知
的

財
産

の
管

理
強

化
及

び
活

用
推

進
④

　
知

的
財

産
の

管
理

強
化

及
び

活
用

推
進

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

研
究

成
果

及
び

生
物

資
源

等
に

つ
い

て
、

知
的

財
産

の
権

利
化

を
図

る
た

め
の

体
制

強
化

、
維

持
の

必
要

性
を

見
直

し
、

研
究

者
に

対
す

る
知

的
財

産
管

理
や

契
約

行
為

等
に

関
す

る
相

談
支

援
機

能
の

充
実

を
図

る
等

、
効

率
的

な
維

持
管

理
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
積

極
的

に
発

信
・

提
供

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
還
元
に

努
め

る
。

こ
の

た
め

、
セ

ン
タ

ー
と

し
て

職
務

発
明

委
員

会
に

お
け

る
審

査
件

数
を

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
平
成
2
1
年
度
に
比
べ
2
0
％
以
上
増

加
さ

せ
る

。

7
件

8
件

1
8
件

1
6
件

9
件

(
1
2
8
.
6
%
増
)

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

研
究

成
果

及
び

生
物

資
源

等
に

つ
い

て
、

知
的

財
産

の
権

利
化

を
図

る
た

め
の

体
制

を
確

立
し

、
知

的
財

産
管

理
や

契
約

行
為

等
に

関
す

る
相

談
支

援
機

能
強

化
を

図
る

。
ま

た
、

平
成

2
3
年

度
に

設
置

し
た

外
部

専
門

家
に

よ
る

知
的

財
産

相
談

窓
口

を
充

実
さ

せ
、

職
務

発
明

申
請

案
件

の
新

規
性

、
進

歩
性

の
相

談
を

推
進

さ
せ

る
。

　
平

成
2
4
年

度
は

、
セ

ン
タ

ー
と

し
て

職
務

発
明

委
員

会
に

お
け

る
審

査
件

数
を

、
平

成
2
1
年

度
に

比
し

て
1
2
％

増
加

さ
せ

る
。

１
．

知
的
財
産
の
権
利
化
に
繋
が
る
シ
ー
ズ
探
索
、
知
的
財
産
管
理
や
契
約
行
為
等
に
関
す
る
相
談
支
援
機
能
強
化
を

　
図

る
た
め
、
平
成
2
3
年
度
か
ら
顧
問
弁
理
士
を
導
入
し
た
が
、
相
談
件
数
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
十
分
に
機
能
し
て
い

　
る

。
平
成
2
4
年
度
の
審
査
件
数
は
1
6
件
で
あ
っ
た
。
な
お
、
審
査
1
6
件
中
新
規
申
請
は
1
5
件
で
あ
り
、
平
成
2
3
年
度

　
の

新
規
審
査
8
件
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
な
お
、
平
成
2
4
年
度
に
2
件
の
特
許
が
成
立
し
た
。

２
．

職
務
発
明
の
審
査
に
係
る
手
順
を
昨
年
度
に
作
成
し
た
が
、
本
年
度
は
そ
の
手
順
に
沿
っ
て
手
際
よ
く
審
議
す
る

　
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
職
務
発
明
に
係
る
研
究
者
の
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
と
し
て
、
顧
問
弁
理
士
に

　
よ

る
知
財
セ
ミ
ナ
ー
を
1
回
開
催
し
た
。
講
演
の
中
で
は
特
に
、
同
一
研
究
課
題
で
毎
年
学
会
発
表
す
る
際
の
成
果

　
公

表
の
注
意
点
が
参
考
に
な
っ
た
。

職
務

発
明
委
員
会
に
お
け
る
審
査
件
数

平
成
2
1
年
度

平
成
2
2
年
度

平
成
2
3
年
度

平
成
2
4
年
度

対
平
成
2
1
年
度
増
減

治
験

等
の

臨
床

研
究

を
病

院
内

で
高

い
倫

理
性

、
透

明
性

を
も

っ
て

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
の

基
盤

の
整
備
に
努
め
る

こ
と

。

①
　

臨
床

研
究

機
能

の
強

化
①

　
臨

床
研

究
機

能
の

強
化

①
　

臨
床

研
究

機
能

の
強

化

セ
ン
タ

ー
に

お
い

て
、

治
療

成
績

及
び

患
者

の
Q
O
L

の
向

上
に

つ
な

が
る

臨
床

研
究

及
び

治
験

等
を

推
進

す
る

た
め

、
セ

ン
タ

ー
で

実
施

さ
れ

る
治

験
を

含
む

臨
床

研
究

に
対

す
る

薬
事

・
規

制
要

件
の

専
門

家
を

含
め
た
支
援
部
門
の
整
備
に
努

め
る

。

治
療

成
績

及
び

患
者

の
Q
O
L
の

向
上

に
つ

な
が

る
臨

床
研

究
及

び
治

験
等

を
推

進
す

る
た

め
、

平
成

2
4
年

度
は

、
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
治

験
を

含
む

臨
床

研
究

に
対

す
る

薬
事

・
規

制
要

件
の

専
門

家
を

交
え

た
臨

床
研

究
支

援
部

門
に

お
い

て
、

新
規

医
師

主
導

治
験

や
高

度
医

療
制

度
を

念
頭

に
お

い
た

新
規

臨
床

治
験

の
立

案
を

開
始

す
る

。
　

ま
た

、
治

験
申

請
か

ら
症

例
登

録
（

F
i
r
s
t
 
p
a
t
i
e
n
t
 
i
n
）

ま
で

の
期

間
を

平
均

1
1
0
日

以
内

と
す

る
。

１
．

臨
床
研
究
支
援

臨
床

研
究

規
制

当
局

審
査

経
験

者
、

実
地

調
査

経
験

者
、

企
業

の
開

発
経

験
者

、
臨

床
研

究
方

法
論

の
教

育
を

受
け

た
医

師
、

C
R
C
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
、
医
師
主
導
治
験
を
含
む
臨
床
研
究
支
援
体
制
を

整
備

し
た

。
治

験
推

進
室

を
中

心
と

し
た

臨
床

研
究

支
援

チ
ー

ム
に

お
い

て
は

、
新

規
医

師
主

導
治

験
1
課

題
の

計
画

・
立

案
を

行
い

、
プ

ロ
ト

コ
ル

作
成

を
支

援
し

、
他

に
1

課
題

の
実

施
支

援
準

備
を

行
っ

た
。

ま
た

計
画

・
立

案
段

階
か

ら
支
援

し
て

い
る

医
師

主
導

治
験

2
課

題
（

4
プ

ロ
ト

コ
ル

、
主

任
研

究
者
は
他
施
設
所
属
）
に
つ
い
て
は
、
症
例
検
討
会
を
開
催
し
、
総
括
報
告
書
作
成
を
支
援
し
た
。

臨
床
研
究
に
つ
い
て
、
治
験
推
進
室
で
は
、
平
成
2
4
年
度
は
臨
床
研
究
の
計
画

・
立

案
支

援
を

7
件

（
平

成
2
3
年
度

1
1
件

）
実

施
し

、
う

ち
2
件

は
高

度
医

療
制

度
を

念
頭

に
お

い
た

新
規

臨
床

試
験
で

、
プ

ロ
ト

コ
ル

作
成

ま
で

支
援

し
た

。
ま

た
C
R
C
に
よ

る
臨

床
研
究
の
実
施
支
援
を
1
0
件
（
平
成
2
3
年
度
か
ら
の
継
続
7
件
を
含
む
、
平
成
2
3
年
度
1
0
件
）
実
施
し
た
。

平
成

2
4
年

度
の

実
施

治
験

数
は

1
8
件

（
2
件

の
製

造
販

売
後

臨
床
試

験
を

含
む

）
で

あ
っ

た
。

新
規

治
験

5
件

で
の

治
験

申
請

か
ら

症
例

登
録

（
F
i
r
s
t

p
a
t
i
e
n
t

i
n
）

ま
で

の
期

間
は

、
平

均
2
1
9
日

（
最

短
4
4
日

、
最

長
3
0
4
日

）
で

あ
っ

た
。

症
例

登
録

が
な

か
っ
た
3
件
を
除
く
と
、
平
均
1
0
5
日
と
目
標
を
達
成
し
た
。
こ
れ
ら
3
件
は

い
ず

れ
も

自
閉

症
を

対
象

と
し

た
治

験
で

、
治

験
薬

が
す

で
に

適
応

外
使

用
さ

れ
て

お
り

、
ま

た
、

定
期

的
受

診
が

必
要

な
ど

保
護

者
の

同
意

取
得

が
困

難
で

あ
る

こ
と

が
期

間
延

長
の

原
因

と
考

え
る

。
こ

れ
ら

の
治

験
に

関
し

て
は

ポ
ス

タ
ー

掲
示

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
配

付
等

を
行

い
、

症
例

登
録

促
進

に
取

り
組
ん
で
い
る
。

２
．

先
端
的
医
療
の
基
盤
・
手
技
の
開
発
推
進

肝
細

胞
移

植
臨

床
研

究
の

実
現

に
向

け
、

病
院

と
研

究
所

が
連

携
し

て
移

植
用

細
胞

の
バ

ン
キ

ン
グ

を
着

実
に

進
め

て
い

る
。 慢

性
肉

芽
腫

症
の

遺
伝

子
治

療
に

つ
い

て
は

病
院

、
研

究
所

お
よ

び
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
が

、
各

々
、

治
療

実
施

、
治

療
用

ベ
ク

タ
ー
保
管
等
お
よ
び
デ
ー
タ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
役
割
を
持
っ
て
連
携
し
推
進
体
制
が
完
了
し
て
い
る
。

医
療

機
器

に
つ

い
て

は
、

新
型

の
内

視
鏡

、
多

自
由

度
鉗

子
、

超
音
波

診
療

装
置

を
対

象
と

し
て

病
院

診
療

科
、

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

な
ら

び
に

国
内

外
の

研
究

機
関

や
企

業
等

と
共

同
し

て
開

発
を

進
め

て
き

た
。

平
成

2
4
年

度
は

複
数

の
内

視
鏡

に
関

し
薬

事
承

認
可

能
な

レ
ベ

ル
に

ま
で

開
発

が
進

ん
だ

。
な

お
、

国
外

の
共

同
機

関
は

、
タ

イ
・

チ
ュ

ラ
ロ

ン
コ

ン
大

学
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル
国
立
大
学
、
台
湾
国
立
大
学
、
香
港
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
病
院
等
で
あ
る
。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

②
　

倫
理

性
・

透
明

性
の

確
保

②
　

倫
理

性
・

透
明

性
の

確
保

②
　

倫
理

性
・

透
明

性
の

確
保

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

臨
床

研
究

に
お

け
る

倫
理

性
・

透
明

性
を

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
倫

理
審

査
委

員
会

等
を

適
正

に
運

営
し
、
そ
の
情
報
を
公
開
す
る
。

こ
の

推
進

に
当

た
り

、
倫

理
委

員
会

及
び

I
R
B
に

お
け

る
審

査
し

た
研

究
に

関
す

る
情

報
を

年
1
2
回

以
上

更
新
す
る
。

ま
た

、
セ

ン
タ

ー
職

員
の

研
究

倫
理

に
関

す
る

知
識

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
セ

ン
タ

ー
で

実
施

し
て

い
る

治
験

を
含

む
臨

床
研

究
に

つ
い

て
適

切
に

情
報

開
示

し
、

さ
ら

に
、

臨
床

研
究

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

患
者

及
び

家
族

に
対

し
て

十
分

な
説

明
を

行
う
。

　
臨

床
研

究
に

お
け

る
倫

理
性

・
透

明
性

を
確

保
す

る
観

点
か

ら
、

倫
理

委
員

会
等

を
適

正
に

運
営

し
、

そ
の

情
報

を
公

開
す

る
。 こ

の
推

進
に

当
た

り
、

倫
理

委
員

会
及

び
I
R
B
に

お
い

て
審

査
し

た
研

究
に

関
す

る
情

報
を

年
1
2
回

以
上

更
新

す
る

。
　

ま
た

、
セ

ン
タ

ー
職

員
の

研
究

倫
理

に
関

す
る

知
識

の
向

上
を

図
る

た
め

の
講

習
会

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て
い

る
治

験
を

含
む

臨
床

研
究

に
つ

い
て

は
順

次
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

に
情

報
開

示
す

る
。

さ
ら

に
、

臨
床

研
究

に
関

す
る

患
者

及
び

家
族

へ
の

情
報

開
示

、
問

い
合

わ
せ

へ
の

対
応

を
適

切
に

行
う

。

倫
理

審
査

委
員

会
を

1
3
回

、
I
R
B
を

1
0
回

開
催

し
た

。
審

査
し

た
研

究
に
関

す
る

情
報

を
倫

理
委

員
会

は
1
2
回
更

新
し

、
I
R
B

は
、

1
0
回

分
す

べ
て

を
更

新
し

た
。

研
究

倫
理

の
講

習
会

に
つ

い
て

は
、

臨
床

研
究

の
指

針
等

に
つ

い
て

、
セ

ン
タ

ー
掲

示
板

に
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
各
人
に
周
知
し
、
3
回
実
施
し
た
。

ま
た
、
倫
理
委
員
会
へ
の
申
請
時
に
、
主
任
研
究
者
及
び
分
担
研
究
者
が
講
習

会
を

受
講

し
て

い
な

い
場

合
は

、
e
ラ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
る
講
習
を
受
け
る
こ
と
を
十
分
説
明
し
、
受
講
の
確
認
も
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
倫
理
委
員
会
及
び
I
R
B
に
お
い
て
審
査
し
た
研
究
内
容
や
審
査
結
果
等

に
つ

い
て

は
、

議
事

要
旨

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
開

示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
倫
理
委
員
会
及
び
I
R
B
で
審
査
を
行
う
場
合
は
、
当
該
臨
床
研
究
に

対
す

る
患

者
及

び
家

族
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
先

の
記

載
や

研
究

結
果

の
公

表
に

関
す

る
記

載
が

さ
れ

て
い

る
か

を
確

認
の

上
審

査
を

行
い

、
記

載
が

適
当

で
な

い
場

合
は

、
研

究
計

画
や
説
明
資
料
等
を
修
正
さ
せ
て
い
る
。

（
３

）
担

当
領

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

か
つ

重
点

的
な

研
究

・
開

発
の

推
進

（
３

）
担

当
領

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

か
つ

重
点

的
な

研
究

・
開

発
の

推
進

（
３

）
担

当
領

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

か
つ

重
　

　
点

的
な

研
究

・
開

発
の

推
進

（
３

）
担

当
領

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

か
つ

重
点

的
な

研
究

・
開

発
の

推
進

こ
れ

ら
研

究
基

盤
の

強
化

に
よ

り
、

詳
細

を
別

紙
に
示
し
た
研
究

・
開

発
を

着
実

に
推

進
す
る
こ
と
。

成
育

医
療

分
野

に
お

い
て

、
大

学
や

企
業

等
と

相
互

の
強

み
を

活
か

し
な

が
ら

有
機

的
な

連
携

に
よ

り
独

創
的

な
研

究
を

展
開

す
る

ほ
か

、
成

育
医

療
に

資
す
る
研
究
目
標
を
定
め
、
研
究

を
推

進
す

る
。

　
具
体
的
に
は
別
紙
１
に
記
述

す
る

。

　
成

育
医

療
分

野
に

お
い

て
、

大
学

や
企

業
等

と
相

互
の

強
み

を
活

か
し

な
が

ら
有

機
的

な
連

携
に

よ
り

独
創

的
な

研
究

を
展

開
す

る
ほ

か
、

成
育

医
療

に
資

す
る

研
究

目
標

を
定

め
、

研
究

を
推

進
す

る
。

　
具

体
的

な
平

成
2
4
年

度
計

画
に

つ
い

て
は

、
別

紙
１

に
記

述
す

る
。

成
育

医
療

分
野

に
お

い
て

、
大

学
や

企
業

等
と

相
互

の
強

み
を

活
か
し

な
が

ら
有

機
的

な
連

携
に

よ
り

独
創

的
な

研
究

を
展

開
す

る
ほ

か
、

成
育

医
療

に
資

す
る

研
究

目
標

を
定

め
、

研
究

を
推

進
す

る
。

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

所
に

お
け

る
最

重
要

ミ
ッ

シ
ョ

ン
は

再
生

医
療

の
確

立
で

あ
り

、
具

体
的

に
は

ヒ
ト

胚
性

幹
（

E
S
）

細
胞

を
も

ち
い

た
臨

床
研

究
、

治
験

の
推

進
で

あ
る

。
平

成
2
4
年

度
は

こ
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
に

向
け

て
医

薬
品

医
療

機
器

総
合

機
構

等
他

機
関

と
の

連
携

を
開

始
し

た
。

連
携

大
学

院
と

し
て

は
、

東
京

大
学

、
早

稲
田

大
学

、
東

京
農

業
大

学
、

三
重

大
学

と
協

定
を

締
結

し
、

大
学

院
生

を
引

き
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
2
5
年
度
よ
り
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
新

た
に

協
定

を
結

び
成

育
医

学
講

座
を

開
設

、
6

名
の
研
究
所
部
室
長
が
連
携
教
授
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
具
体
的
な
平
成
2
4
年
度
成
果
に
つ
い
て
は
、
別
紙
１
に
記
述
す
る
。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

2
5
6
件

2
7
1
件

2
7
9
件

2
8
6
件

※
平
成
2
4
年
度
　
…
　
英
文
 
2
2
4
件
、
和
文
 
6
2
件

　
平
成
2
3
年
度
　
…
　
英
文
 
2
1
3
件
、
和
文
 
6
6
件

少
子

化
が

急
激

に
進

む
な

か
、

次
世

代
を

担
う

子
ど

も
と

そ
の

家
族

の
健

康
は

国
民

的
課

題
で

あ
り

、
セ

ン
タ

ー
に
期
待
さ
れ

る
役

割
は

極
め

て
大

き
い
。

こ
う

し
た

状
況

の
下

、
セ

ン
タ

ー
は

、
母

性
・

父
性

及
び

乳
児

・
幼

児
の

難
治

疾
患

、
生

殖
器

疾
患

そ
の

他
の

疾
患

で
あ

っ
て

、
児

童
が

健
や

か
に

生
ま

れ
、

か
つ

、
成

育
す

る
た

め
に

特
に

治
療

を
必

要
と

す
る

も
の

（
以

下
「

成
育

疾
患

」
と

い
う

。
）

に
関

し
、

遺
伝

性
・

先
天

性
疾

患
、

稀
少

性
疾

患
等

解
決

が
困

難
と

さ
れ

る
疾

患
に

対
す

る
医

療
を

含
め

、
成

育
医

療
に

お
け

る
諸

問
題

を
一

つ
一

つ
克

服
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い
る
。

こ
の

た
め

、
セ

ン
タ

ー
は

、
研

究
所

と
病

院
の

緊
密

な
連

携
を

基
本

と
し

て
、

国
内

外
の

医
療

機
関

、
研

究
機

関
、

学
会

等
と

の
連

携
の

一
層

の
推

進
を

図
る

と
と

も
に

、
成

育
医

療
に

お
け

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

造
と

活
用

を
図

り
、

疫
学

研
究

等
に

よ
る

日
本

人
の

エ
ビ

デ
ン

ス
の

収
集

や
、

画
期

的
な

予
防

・
診

断
・

治
療

法
等

の
開

発
を

目
指

し
た

研
究

・
開

発
を

推
進

し
て

い
く

こ
と
。

そ
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
中

期
計

画
に

お
い

て
、

主
な

研
究

成
果

に
係

る
数

値
目

標
を

設
定

す
る

な
ど

、
セ

ン
タ

ー
が

達
成

す
べ

き
研

究
成

果
の

内
容

と
そ

の
水

準
を
明
確
化
及
び

具
体

化
す

る
こ

と
。

急
激

な
少

子
化

の
進

行
の

中
で

、
次

世
代

を
担

う
子

供
と

家
族

の
健

康
の

確
保

に
関

す
る

研
究

を
推

進
す

る
こ

と
が

、
セ

ン
タ

ー
に

期
待

さ
れ

て
い

る
使

命
で

あ
る
。 そ

こ
で

、
受

精
・

妊
娠

に
始

ま
っ

て
、

胎
児

期
、

新
生

児
期

、
小

児
期

、
思

春
期

を
経

て
次

世
代

を
育

成
す

る
成

人
期

へ
と

至
る

、
リ

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
に

よ
っ

て
つ

な
が

れ
た

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
に

生
じ

る
疾

患
、

す
な

わ
ち

、
成

育
疾

患
に

つ
い

て
、

そ
の

診
断

・
治

療
並

び
に

予
防

法
の

開
発

を
目

指
す

た
め

、
研

究
組

織
形

態
の

柔
軟

化
、

企
業

や
大

学
、

学
会

等
と

の
連

携
の

一
層

の
推
進
を
図
る
。

ま
た

、
疫

学
研

究
等

に
よ

る
日

本
人

の
エ

ビ
デ

ン
ス

の
収

集
、

基
礎

研
究

及
び

臨
床

研
究

を
相

互
に

連
携

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
総

合
的

な
研

究
・

開
発

を
推

進
す

る
。 こ

の
た

め
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
平

成
2
1
年

度
に

比
し
、
英
文
・
和
文
の
原
著
論

文
発

表
数

を
5
％

以
上

増
加
さ
せ
る
。

急
激

な
少

子
化

の
進

行
の

中
で

、
次

世
代

を
担

う
子

供
と

家
族

の
健

康
の

確
保

に
関

す
る

研
究

を
推

進
す

る
こ

と
が

、
セ

ン
タ

ー
に

期
待

さ
れ

て
い

る
使

命
で

あ
る

。
平

成
2
4
年

度
に

お
い

て
は

、
成

育
疾

患
に

つ
い

て
、

そ
の

診
断

・
治

療
並

び
に

予
防

法
の

開
発

を
目

指
す

た
め

、
研

究
組

織
形

態
の

さ
ら

な
る

柔
軟

化
、

企
業

や
大

学
、

学
会

等
と

の
連

携
の

一
層

の
推

進
を

図
り

、
疫

学
研

究
、

基
礎

研
究

及
び

臨
床

研
究

を
相

互
に

連
携

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
総

合
的

な
研

究
・

開
発

を
推

進
す

る
。

そ
れ

ら
の

結
果

と
し

て
、

平
成

2
4
年

度
に

お
い

て
は

、
平

成
2
1
年

度
に

比
し

英
文

・
和

文
の

原
著

論
文

発
表

数
を

3
％

増
加

さ
せ

る
。

平
成

2
2
年

度
、

2
3
年

度
に

引
き

続
き

再
生

医
療

セ
ン

タ
ー

内
の

セ
ル

・
プ

ロ
セ

ッ
シ

ン
グ

・
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

移
植

時
の

障
害

と
な

る
ヒ

ト
以

外
の

異
種

動
物

成
分

を
一

切
使

用
し

な
い

培
養

条
件

を
用

い
ヒ

ト
E
S
細
胞

3
株

を
樹

立
し

た
（

こ
れ

ま
で

に
7

株
樹

立
、
京
都
大
学
は
5
株
）
。
将
来
的
に
高
ア
ン
モ
ニ
ア
血
症
を
生
じ
る
先
天
性
代
謝
異
常
症
の
患
者
の
中

で
肝

移
植

が
困

難
な

症
例

に
対

し
て

、
ヒ

ト
E
S
由

来
肝

細
胞

を
経

門
脈

的
に

移
植

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

る
が

、
そ

れ
を

目
的

と
し

て
P
M
D
A
,

国
立

医
薬

品
食

品
衛

生
研

究
所

と
の

共
同

で
革
新

的
医

薬
品

・
医

療
機

器
・

再
生

医
療

製
品

実
用

化
促

進
事

業
「

E
S
細

胞
を

加
工

し
た

製
品

や
、

E
S
細

胞
を

活
用

し
た

、
医

薬
品
等

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

や
有

効
性

・
安

全
性

の
評

価
方

法
の

確
立

」
を

開
始

し
た

。
平

成
2
4
年
度
は
ヒ
ト
E
S
加
工
医
薬
品
（
肝
細
胞
な
ど
の
分
化
細
胞
）
に
向
け
た
バ
ン
ク
（
原
材
料
）
の
手
順
書

（
S
O
P
）
を

作
製

し
、

安
全

性
を

評
価

す
る

た
め

の
細

胞
の

バ
ン
ク

特
性

解
析

項
目

を
決

定
、

さ
ら

に
細

胞
の

有
効

性
を

担
保

す
る

疾
患

モ
デ

ル
動

物
の

試
験

デ
ザ

イ
ン

を
確

立
し

た
。

再
生

医
療

に
関
わ

る
原

著
論

文
と

し
て

は
、

ヒ
ト

E
S
/
i
P
S
細

胞
か

ら
脂

質
・

糖
代

謝
改

善
作

用
の

持
つ

褐
色
脂
肪
細
胞
を
作
製
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
N
i
s
h
i
o
M
,
e
t
a
l
.
C
e
l
l

M
e
t
a
b
）

。
こ

れ
は

、
肥

満
や

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
研
究
の
有
用
な
ツ
ー
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

原
著

論
文

数
の

実
績

と
し

て
は

、
平

成
2
1
年

度
実

績
に

比
し

て
1
2
%
増
と

な
る

2
8
6
件

の
発

表
を

行
っ

た
。

特
に

英
文

論
文

数
は

2
2
4
件

と
前
年
に
比
し
て
も
1
1
件
増
加
し
た
。
平
成
2
4
年
度
に
発
表
さ
れ
た
成
果
の
中
で
特
筆
す
べ
き
事
項
と

し
て

は
ま

ず
、

1
2
月

号
の

L
a
n
c
e
t
誌
に
掲
載
さ
れ
た
3
編
の
国
際
共
同
研
究
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
、
最
近

2
0
年

間
の

疾
病

や
傷

害
が

人
類

に
与

え
る

悪
影

響
(
d
i
s
e
a
s
e

b
u
r
d
e
n
)
が

浮
き

彫
り

に
な

っ
た

。
要

約
す

る
と

、
ア

フ
リ

カ
地

域
や

A
I
D
S
を

除
き

感
染

症
は

減
少

し
た

も
の

の
発

達
障

害
や

糖
尿
病

な
ど

の
非

伝
染

性
疾

患
の

比
率

が
増

加
し

、
人

口
増

大
の

影
響

も
あ

り
大

き
な

負
荷

と
な

っ
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
論

文
は

最
も

高
い

エ
ビ

デ
ン

ス
レ

ベ
ル

の
臨

床
研

究
と

し
て

知
ら

れ
る

体
系

的
レ

ビ
ュ

ー
と

い
わ

れ
る

研
究

手
法

に
よ

り
実

施
さ

れ
て

い
る

原
著

論
文

で
あ

る
。

な
お

、
体

系
的

レ
ビ

ュ
ー

と
し

て
他

に
C
o
c
h
r
a
n
e

D
a
t
a
b
a
s
e
S
y
s
t
e
m
a
t
i
c
R
e
v
i
e
w
誌
に
4
編
の
原
著
論
文
（
W
e
b
o
f
S
c
i
e
n
c
e
で
は
R
e
v
i
e
w
と
し
て
分
類
）
を

発
表

し
て

い
る

。
そ

の
ほ

か
、

ギ
ラ

ン
バ

レ
ー

症
候

群
、

糖
尿

病
や

腰
痛

な
ど

の
末

梢
神

経
障

害
の

原
因

遺
伝

子
2
種

を
特

定
し

、
S
c
i
e
n
c
e

S
i
g
n
a
l
i
n
g
誌

に
1
0
月

と
2
0
1
3
年

3
月

に
発

表
し

、
1
0
月

1
日
と

3
月

1
8
日

に
い

ず
れ

も
マ

ス
コ

ミ
で

報
道

さ
れ

た
こ

と
が

あ
げ

ら
れ

る
。 英
文

・
和
文
の
原
著
論
文
発
表
数

平
成
2
1
年
度

平
成
2
2
年
度

平
成
2
3
年
度

平
成
2
4
年
度

3
0
件

(
1
1
.
7
%
増
)

担
当

領
域

の
特

性
を

踏
ま

え
た

戦
略

的
か

つ
重

点
的

な
研

究
・

開
発

の
推

進
（

別
紙

）
担

当
領

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

・
重

点
的

な
研

究
・

開
発

の
推

進
（

別
紙

１
）

担
当

領
域

の
特

性
を

踏
ま

え
た

戦
略

的
・

重
点

的
な

研
究

・
開

発
の

推
進

（
別

紙
１

）
　

担
当

領
域

の
特

性
を

踏
ま

え
た

戦
略

的
・

重
点

的
な

研
究

・
開

発
の

推
進

（
別

紙
１

）

１
．
重

点
的

な
研

究
・
開

発
戦

略
の

考
え
方

１
．
重

点
的

な
研

究
・
開

発
戦

略
の

考
え
方

１
．
重

点
的

な
研

究
・
開

発
戦

略
の

考
え
方

１
．
重

点
的

な
研

究
・
開

発
戦

略
の

考
え
方

対
平
成
2
1
年
度
増
減

　
平
成
2
2
年
度
　
…
　
英
文
 
2
0
5
件
、
和
文
 
6
6
件

　
平
成
2
1
年
度
　
…
　
英
文
 
1
9
4
件
、
和
文
 
6
2
件
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

科
学

技
術

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
常

に
取

り
入

れ
、

分
子

・
細

胞
か

ら
個

体
に

至
る

も
の

ま
で

を
研

究
対

象
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、

成
育

医
療

に
係

る
疾

患
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

し
、

予
防

・
診

断
・

治
療

へ
の
応
用
の
糸

口
と

な
る

研
究

を
推

進
す
る
。

成
育

疾
患

、
特

に
先

天
性

免
疫

不
全

症
、

先
天

代
謝

異
常

症
等

の
希

少
疾

患
に

つ
い

て
、

最
新

の
技

術
に

よ
る

予
防

・
診

断
・

治
療

法
の

開
発

に
向

け
た

、
成

育
疾

患
の

発
症

機
序

や
病

態
の

解
明

に
つ

な
が

る
研
究
を
推
進
す
る
。

ま
た

、
不

妊
・

不
育

・
胎

児
死

亡
の

原
因

究
明

、
受

精
・

着
床

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

に
資

す
る

研
究

、
さ

ら
に

発
症

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
に

関
す

る
研

究
を

推
進
す
る
。

　
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

補
助

金
に

お
い

て
ゲ

ノ
ム

解
析

拠
点

整
備

事
業

が
採

択
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
、

次
世

代
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

を
用

い
て

反
復

胞
状

奇
胎

、
性

分
化

疾
患

、
分

類
不

能
型

免
疫

不
全

症
、

先
天

奇
形

症
候

群
な

ど
2
0
0
例

以
上

の
成

育
難

病
疾

患
患

者
遺

伝
子

試
料

を
解

析
し

、
新

規
疾

患
関

連
遺

伝
子

変
異

の
発

見
に

努
め

る
。

成
育

疾
患

、
特

に
先

天
性

免
疫

不
全

症
、

先
天

代
謝

異
常

症
等

の
先
天

性
難

治
性

疾
患

の
病

態
を

解
明

す
る

た
め

に
、

最
新

の
次

世
代

シ
ー

ク
エ

ン
サ

ー
を

も
ち

い
て

研
究

を
実

施
し

て
い

る
。

平
成

2
4
年

度
に

次
世

代
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

を
も

ち
い

て
エ

ク
ソ
ー
ム
を
解
析
し
た
試
料
は
反
復
胞
状
奇
胎
6
例
、
性
分
化
疾
患
2
0
7
例
、
分
類

不
能

型
免

疫
不

全
症

候
群

3
例

、
多

数
の

先
天

奇
形

症
候

群
を

含
め

て
合

計
5
2
1
で

あ
っ

た
。

次
世

代
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

設
置
の

2
0
1
1
年

1
1
月

か
ら

の
通

算
で

は
合

計
6
5
2
例
を

解
析

し
た
。
2
0
1
2
年
に
お
い
て
は
先
天
性
内
分
泌
疾
患
（
偽
性
副
甲
状
腺

機
能

低
下

症
）

の
原

因
と

な
る

新
規

P
R
K
A
R
1
A
変

異
の

同
定

（
N
a
g
a
s
a
k
i
K
,
e
t
a
l
.
J
C
l
i
n
E
n
d
o
c
r
i
n
o
l

M
e
t
a
b
）

お
よ

び
先

天
奇

形
症

候
群

（
P
i
e
r
r
e

R
o
b
i
n
s
e
q
u
e
n
c
e
）
の

原
因

と
な
る
新
規
ゲ
ノ
ム
構
造
異
常
の
同
定
（
F
u
k
a
m
i
M
,
e
t
a
l
.

A
m
J

M
e
d
G
e
n
e
t

A
)
に

成
功

し
、

そ
の

成
果

を
発

表
し

た
。 ま

た
、

不
妊

・
不

育
・

胎
児

死
亡

の
原

因
究

明
、

受
精

・
着

床
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
に

向
け

て
マ

ウ
ス

の
精

子
と

卵
子

の
全

て
の

後
天

的
な

遺
伝

情
報

（
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

）
解

析
を

実
施

し
た

。
精

子
、

卵
子

の
形

成
過

程
に

お
い

て
、

ゲ
ノ

ム
イ

ン
プ

リ
ン

テ
ィ

ン
グ

（
妊

娠
や

胎
児

発
育

等
に

必
要

な
後

天
的

な
遺

伝
子

の
記

憶
）

は
リ

セ
ッ

ト
さ

れ
る

。
卵

子
の

形
成

過
程

に
お

い
て

ゲ
ノ

ム
イ

ン
プ

リ
ン

テ
ィ

ン
グ

に
必

須
な

酵
素

D
n
m
t
3
L
に

依
存

し
た

メ
カ

ニ
ズ

ム
以

外
に

依
存

し
な

い
、

新
た

な
メ

カ
ニ

ズ
ム

も
存

在
す
る
こ
と
が
わ
か
り
2
0
1
2
年
に
発
表
し
た
（
K
o
b
a
y
a
s
h
i
 
H
,
 
e
t
 
a
l
.
 
P
L
o
S
 
G
e
n
e
t
）
。

②
　

成
育

疾
患

の
実

態
把

握
②

　
成

育
疾

患
の

実
態

把
握

②
　

成
育

疾
患

の
実

態
把

握
②

　
成

育
疾

患
の

実
態

把
握

（
１

）
疾

病
に

着
目

し
た

研
究

（
１

）
疾

病
に

着
目

し
た

研
究

（
１

）
疾

病
に

着
目

し
た

研
究

（
１

）
疾

病
に

着
目

し
た

研
究

①
　

成
育

疾
患

の
本

態
解

明
①

　
疾

患
の

本
態

解
明

①
　

成
育

疾
患

の
本

態
解

明
①

　
成

育
疾

患
の

本
態

解
明

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

２
．

具
体

的
方

針
２
．
具

体
的

方
針

２
．
具

体
的

方
針

２
．
具

体
的

方
針

我
が

国
の

成
育

疾
患

の
罹

患
、

転
帰

そ
の

他
の

状
況

等
の

実
態

及
び

そ
の

推
移

の
把

握
、

疫
学

研
究

に
よ

る
リ

ス
ク

・
予

防
要

因
の

究
明

等
、

成
育

疾
患

の
実
態
把
握
に
資

す
る

研
究

を
推

進
す

る
。

我
が

国
の

成
育

疾
患

に
つ

い
て

、
そ

の
原

因
、

危
険

因
子

な
ど

の
探

索
に

資
す

る
た

め
、

そ
れ

ら
の

疾
患

の
罹

患
、

転
帰

等
の

実
態

を
把

握
す

る
疫

学
研

究
を
推
進
す
る
。

具
体

的
に

は
、

胎
児

期
か

ら
長

期
に

わ
た

る
児

の
追

跡
調

査
を

実
施

し
、

子
供

の
心

身
の

発
達

や
罹

患
等

に
影

響
を

与
え

る
要

因
の

解
明

を
目

指
す

。
ま

た
基

礎
研

究
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

病
態

や
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
明

ら
か

に
し

、
そ

の
予

防
法

や
治

療
法
の
開
発
に
努
め
る
。

　
胎

児
期

か
ら

長
期

に
渡

っ
て

児
の

追
跡

調
査

研
究

を
行

っ
た

成
育

コ
ホ

ー
ト

研
究

に
お

け
る

結
果

の
解

析
を

引
き

続
き

進
め

る
。

　
平

成
2
3
年

度
に

網
羅

的
ゲ

ノ
ム

解
析

に
つ

い
て

倫
理

委
員

会
で

の
承

認
が

得
ら

れ
た

た
め

、
参

加
者

1
,
2
0
0
家

族
の

中
か

ら
、

よ
り

多
く

の
ゲ

ノ
ム

遺
伝

子
試

料
を

収
集

し
、

解
析

に
着

手
す

る
。

「
成

育
コ

ホ
ー

ト
研

究
」

は
平

成
1
5
年

1
2
月

に
倫

理
委

員
会

の
許

可
を

得
て

、
国

立
成

育
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
で

出
産

し
た

1
,
5
5
0
名

の
妊

婦
と

児
を

対
象

に
開

始
し

た
出

生
コ

ホ
ー

ト
研

究
で

あ
る

。
毎
年

収
集

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

他
に

5
歳

児
と

そ
の

母
親

で
は

健
診

と
採

血
を

行
っ

た
。

追
跡

年
齢

は
6
歳

か
ら

8
歳

に
達
し

、
1
,
1
2
6
名
（

7
2
.
6
%
）

と
高

い
追

跡
率

を
維

持
し

て
い

る
。
平
成
2
4
年
度
に
は
遺
伝
子
解
析
の
た
め
の
唾
液
検
体
ま
た
は
血
液
検

体
の

収
集

を
開

始
し

、
約

5
0
0
名

分
の

検
体

を
収

集
し

た
。

ま
た

、
平

成
2
2
年

度
よ

り
同

様
に

当
セ

ン
タ

ー
で

出
産

し
た

妊
婦

と
児

を
対

象
に

「
成

育
母

子
コ

ホ
ー

ト
研

究
」

を
開

始
、

平
成

2
5
年
3
月
ま
で
に
約
1
5
0
0
組
の
登
録
が
完
了
し
た
。
「
成
育
母
子
コ
ホ
ー
ト

研
究

」
の

特
徴

は
、

「
成

育
コ

ホ
ー

ト
研

究
」

で
は

解
析

で
き

な
か

っ
た

胎
盤

や
臍

帯
血

を
収

集
し

ゲ
ノ

ム
お

よ
び

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
解

析
を

実
施

す
る

こ
と

で
あ

る
。

特
に

早
産

・
低

出
生

体
重

児
や

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

娠
等

の
母

と
児

を
ケ

ー
ス

と
し
た

ネ
ス

テ
ッ

ド
・

ケ
ー

ス
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
、

ケ
ー

ス
コ

ホ
ー

ト
研
究
を
重
点
的
に
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら

に
、

1
0
万

人
の

大
規

模
出

生
コ

ホ
ー

ト
研

究
で

あ
る

エ
コ

チ
ル
調

査
事

業
に

メ
デ

ィ
カ

ル
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
と

し
て

関
与

し
、

「
成

育
コ

ホ
ー

ト
研

究
」

や
「

成
育

母
子

コ
ホ

ー
ト

研
究

」
で

培
っ

た
経

験
を

生
か

し
て

、
質

問
票

の
作

成
や

各
種

ア
ウ

ト
カ

ム
測

定
の

準
備

を
行

い
、

我
が

国
の

成
育

疾
患

に
つ

い
て

の
原

因
や

危
険

因
子

の
探

索
に

資
す

る
た

め
の

実
態

把
握

に
関

す
る
疫
学
研
究
を
推
進
し
た
。

③
　

高
度

先
駆

的
及

び
標

準
的

な
予

防
、

診
断

、
治

療
法

の
開

発
の

推
進

③
　

高
度

先
駆

的
及

び
標

準
的

な
予

防
、

診
断

、
治

療
法

の
開

発
の

推
進

③
　

高
度

先
駆

的
及

び
標

準
的

な
予

防
、

診
断

、
治

　
療

法
の

開
発

の
推

進
③

　
高

度
先

駆
的

及
び

標
準

的
な

予
防

、
診

断
、

治
療

法
の

開
発

の
推

進

成
育

疾
患

に
対

す
る

高
度

先
駆

的
な

予
防

、
診

断
、
治
療
法

の
開

発
に

資
す

る
研

究
を
推
進
す
る
。

ま
た

、
既

存
の

予
防

、
診

断
、

治
療

法
に

対
す

る
多

施
設

共
同

研
究

等
に

よ
る

有
効

性
の

比
較

等
、

標
準

的
予

防
、

診
断

、
治

療
法

の
確

立
に

資
す

る
研

究
を
推
進
す
る

。
ま

た
、

高
度

先
駆

的
な

予
防

・
診

断
・

治
療

法
の

開
発

の
基

盤
と

な
る

、
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

や
臨

床
情

報
の
収
集
及

び
そ

の
解

析
を

推
進

す
る
。

成
育

疾
患

の
迅

速
か

つ
正

確
な

診
断

に
関

す
る

研
究

・
開

発
や

、
安

全
か

つ
効

果
的

な
遺

伝
子

・
細

胞
治
療
の
研
究
・
開
発
を
目
指
す

。
成

育
疾

患
の

原
因

究
明

に
加

え
、

環
境

因
子

や
栄

養
状

態
が

胎
児

や
乳

幼
児

の
成

長
・

発
達

に
与

え
る

長
期

的
影

響
も

視
野

に
入

れ
、

予
防

手
法

開
発

へ
の

展
開
を
目
指
す
。

成
育

疾
患

に
対

す
る

既
存

の
治

療
法

に
つ

い
て

、
多

施
設

共
同

研
究

等
を

実
施

し
、

有
効

性
と

安
全

性
を
検
証
し
、
標
準
的
治
療
法
の

確
立

を
推

進
す

る
。

小
児

期
に

特
有

の
感

染
症

や
臓

器
移

植
後

の
免

疫
不

全
状

態
等

に
関

す
る

新
規

の
診

断
法

の
開

発
を

推
進
す
る
。

ま
た

、
各

種
の

先
天

性
疾

患
や

小
児

が
ん

そ
の

他
の

研
究

に
必

要
な

生
体

試
料

や
臨

床
情

報
を

収
集

し
、

成
育

医
療

に
関

す
る

研
究

開
発

へ
の

有
効

活
用

を
図
る
。

　
慢

性
肉

芽
腫

症
に

つ
い

て
、

厚
生

科
学

審
議

会
科

学
技

術
部

会
遺

伝
子

治
療

臨
床

研
究

作
業

委
員

会
の

承
認

を
経

て
、

第
一

例
の

遺
伝

子
治

療
を

開
始

す
る

。
　

ま
た

、
胎

児
横

隔
膜

ヘ
ル

ニ
ア

に
お

け
る

気
管

閉
塞

術
を

用
い

た
胎

児
治

療
を

開
始

す
る

。

慢
性

肉
芽

腫
症

に
対

す
る

造
血

幹
細

胞
を

標
的

と
し

た
遺

伝
子

治
療
臨

床
研

究
：

平
成

1
8
年

度
よ

り
国

立
成

育
医

療
研

究
セ

ン
タ
ー
内
で
審
議
を
開
始
し
た
本
臨
床
研
究
は
平
成
2
4
年
6
月
1
4
日
厚
生
労
働

大
臣

（
厚

生
労

働
省

発
科

0
6
1
4
第

３
号

）
に

よ
り

承
認
さ
れ
た
。
現
在
（
平
成
2
5
年
4
月
）
、
各
候
補
者
の
選
定
・
除
外
基
準
（
移

植
ド

ナ
ー

の
有

無
等

）
の

確
認

作
業

を
行

っ
て

お
り
、
適
合
被
検
者
が
決
ま
り
次
第
、
早
急
に
遺
伝
子
治
療
臨
床
研
究
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
2
4
年
度
も
慢
性
肉
芽
腫
症
に
対
す
る
遺
伝
子
治
療
を
推
進
す
る
た

め
、

平
成

2
5
年

3
月

よ
り

、
遺

伝
子

治
療

の
高

度
な

技
術

を
有

す
る

専
門

家
を

成
育

遺
伝

研
究

部
室

長
と

し
た

。
さ

ら
に

、
遺

伝
子

治
療

の
臨

床
研

究
や

治
験

を
推

進
す

る
た

め
病

院
長

が
代

表
と

な
り

革
新

的
医

薬
品

・
医

療
機

器
・

再
生

医
療

製
品

実
用

化
促

進
事

業
「

遺
伝

性
難

病
に

対
す

る
遺

伝
子

治
療

薬
の

臨
床

開
発

に
向

け
た

安
全

性
、

有
効

性
評

価
の

確
立

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
作

成
・

人
材

交
流

」
に

応
募

し
た

。
そ

の
結

果
、

採
択

さ
れ

た
の

で
P
M
D
A
等

と
の

共
同

で
、

遺
伝

子
治

療
の

臨
床

研
究

の
み

な
ら

ず
新

規
治

療
薬

（
ベ

ク
タ

ー
）

の
開

発
を

目
指
し
研
究
を
開
始
し
て
い
る
。

胎
児

横
隔

膜
ヘ

ル
ニ

ア
に

対
す

る
気

管
閉

塞
術

の
胎

児
治

療
に

つ
い
て

、
欧

州
の

セ
ン

タ
ー

を
訪

問
し

、
臨

床
見

学
、

実
地

講
習

へ
の

参
加

を
通

じ
て

、
胎

児
手

術
、

母
体

管
理

、
新

生
児

管
理

の
体

制
を

院
内

に
て

整
備

し
、

胎
児

治
療

を
開

始
す

る
準

備
を
整
え
た
。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

④
　

医
薬

品
及

び
医

療
機

器
の

開
発

の
推

進
④

　
医

薬
品

及
び

医
療

機
器

の
開

発
の

推
進

④
　

医
薬

品
及

び
医

療
機

器
の

開
発

の
推

進
④

　
医

薬
品

及
び

医
療

機
器

の
開

発
の

推
進

「
新

成
長

戦
略

（
基

本
方

針
）

（
平

成
2
1
年

1
2
月

3
0
日

閣
議

決
定

）
」

に
お

い
て

は
、

ラ
イ

フ
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

健
康

大
国

戦
略

と
し

て
、

革
新

的
な

医
薬

品
、

医
療

・
介

護
技

術
の

研
究

開
発

・
実

用
化
の
促
進
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
の

趣
旨

を
踏

ま
え

、
成

育
疾

患
に

関
す

る
研

究
成

果
等

を
安

全
か

つ
速

や
か

に
臨

床
現

場
へ

応
用

す
る

た
め

に
、

医
薬

品
及

び
医

療
機

器
の

治
験

（
適

応
拡

大
を

含
む

）
、

特
に

高
度

に
専

門
的

な
知

識
や

経
験

が
要

求
さ

れ
る

等
実

施
に

困
難

を
伴

う
治

験
・

臨
床

研
究
の
実
現
を

目
指

し
た

研
究

を
推

進
す
る
。

ま
た

、
海

外
で

は
有

効
性

と
安

全
性

が
検

証
さ

れ
て

い
る

が
、

国
内

で
は

未
承

認
の

医
薬

品
、

医
療

機
器
に
つ
い
て
、

治
験

等
臨

床
研

究
を

推
進
す
る
。

こ
れ

ら
に

よ
り

平
成

2
1
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
臨

床
研

究
実

施
件

数
（

倫
理

委
員

会
に

て
承

認
さ

れ
た

研
究

を
い

う
。

）
及

び
治

験
（

製
造

販
売

後
臨

床
試

験
も

含
む

。
）

の
実

施
件

数
の

合
計
数
の
5
％
以

上
の

増
加

を
図

る
こ

と
。

成
育

医
療

に
か

か
る

研
究

の
成

果
を

新
し

い
診

断
・

治
療

技
術

の
開

発
に

つ
な

げ
る

た
め

の
研

究
を

推
進

す
る

。
す

な
わ

ち
、

成
育

疾
患

に
係

る
網

羅
的

遺
伝

子
構

造
・

発
現

解
析

や
網

羅
的

蛋
白

質
解

析
に

よ
り
、
創
薬
標
的
候
補
分
子
の
探

索
を

行
う

。
成

育
疾

患
に

対
す

る
医

薬
品

等
に

つ
い

て
は

、
治

験
、

適
応

拡
大

な
ら

び
に

外
国

で
は

有
効

性
と

安
全

性
が

検
証

さ
れ

て
い

る
が

国
内

で
は

未
承

認
の

医
薬

品
等

に
つ

い
て

治
験

を
は

じ
め

と
す

る
臨

床
研

究
を

推
進
す
る
。

こ
の

た
め

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

平
成

2
1
年

度
に

比
し

、
臨

床
研

究
実

施
件

数
（

倫
理

委
員

会
に

て
承

認
さ

れ
た

研
究

を
い

う
。

）
及

び
治

験
（

製
造

販
売

後
臨

床
試

験
も

含
む

。
）

の
実

施
件

数
の

合
計

数
の
5
％
以
上
の
増
加
を
図
る
。

　
引

き
続

き
成

育
疾

患
に

係
る

網
羅

的
遺

伝
子

構
造

・
発

現
解

析
や

網
羅

的
蛋

白
質

解
析

に
よ

り
、

創
薬

標
的

候
補

分
子

の
探

索
に

取
り

組
む

。
平

成
2
4
年

度
に

お
い

て
は

、
次

世
代

シ
ー

ク
エ

ン
サ

ー
を

用
い

た
網

羅
的

遺
伝

子
解

析
に

着
手

す
る

。
　

平
成

2
3
年

度
ま

で
に

基
礎

研
究

に
使

用
す

る
ヒ

ト
E
S
細

胞
株

4
株

、
特

に
平

成
2
3
年

度
に

樹
立

し
た

異
種

成
分

を
使

用
し

な
い

ヒ
ト

E
S
細

胞
の

医
薬

品
と

し
て

の
使

用
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

　
ま

た
、

平
成

2
4
年

度
は

、
臨

床
研

究
実

施
件

数
（

倫
理

委
員

会
に

て
承

認
さ

れ
た

研
究

を
い

う
。

）
及

び
治

験
（

製
造

販
売

後
臨

床
試

験
も

含
む

。
）

実
施

件
数

の
合

計
数

に
お

い
て

1
3
0

件
以

上
を

目
指

す
。

P
M
D
A
、

国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
と
の
共
同
で
革
新
的
医
薬
品
・
医
療

機
器

・
再

生
医

療
製

品
実

用
化

促
進

事
業

「
E
S

細
胞

を
加

工
し

た
製

品
や

、
E
S
細

胞
を

活
用

し
た

、
医

薬
品

等
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
や

有
効

性
・

安
全

性
の

評
価

方
法

の
確

立
」

を
開

始
し

た
。

平
成

2
4
年

度
は

ヒ
ト

E
S
加

工
医

薬
品

（
肝

細
胞

な
ど

の
分

化
細

胞
）

に
向

け
た

バ
ン

ク
（

原
材

料
）

の
手

順
書
（
S
O
P
）
を
作
製
し
、
安
全
性
を
評
価
す
る
た
め
の
細
胞
の
バ
ン
ク
特
性
解

析
項

目
を

決
定

、
さ

ら
に

細
胞

の
有

効
性

を
担

保
す
る
疾
患
モ
デ
ル
動
物
の
試
験
デ
ザ
イ
ン
を
確
立
し
た
。

臨
床

研
究

の
倫

理
に

関
す

る
研

修
会

を
定

期
的

に
開

催
す

る
こ

と
に
よ

り
、

医
師

・
研

究
者

が
積

極
的

に
倫

理
審

査
委

員
会

に
申

請
を

行
い

、
臨

床
研

究
を

実
施

し
て

い
る

。
平

成
2
4
年

度
の

臨
床

研
究

実
施

件
数

1
5
8
件

（
倫

理
委

員
会

承
認

件
数

1
4
0

件
、

治
験

実
施

件
数

は
1
8
件

（
2
件

の
製

造
販

売
後

臨
床

試
験

を
含

む
）

）
で

、
平

成
2
3
年

度
（

1
5
2
件

）
に

比
し

、
6
件

（
4
％
）
の
増
加
と
な
っ
た
。

小
児
循
環
器
病
領
域
に
お
け
る
未
承
認
医
療
機
器
の
新
規
医
師
主
導
治
験
1
課

題
に

つ
い

て
日

本
医

師
会

治
験

促
進

セ
ン

タ
ー

か
ら
「
治
験
の
計
画
に
関
す
る
研
究
」
費
を
獲
得
し
、
治
験
実
施
プ
ロ
ト
コ
ル
を
完
成
さ
せ
た
。

医
療

機
器

に
つ

い
て

は
、

新
型

の
内

視
鏡

、
多

自
由

度
鉗

子
、

超
音
波

診
療

装
置

を
対

象
と

し
て

病
院

診
療

科
、

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

な
ら

び
に

国
内

外
の

研
究

機
関

や
企

業
等

と
共

同
し

て
開

発
を

進
め

て
お

り
、

平
成

2
4
年

度
は

複
数

の
内

視
鏡

に
関

し
薬
事
承
認
可
能
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
開
発
が
進
ん
だ
。

臨
床
研
究
実
施
件
数
及
び
治
験
実
施
件
数

平
成
2
1
年
度

平
成
2
2
年
度

平
成
2
3
年
度

平
成
2
4
年
度

対
平
成
2
1
年
度
増
減

①
　

医
療

の
均

て
ん

化
手

法
の

開
発

の
推

進
①

　
医

療
の

均
て

ん
化

手
法

の
開

発
の

推
進

①
　

医
療

の
均

て
ん

化
手

法
の

開
発

の
推

進
①

　
医

療
の

均
て

ん
化

手
法

の
開

発
の

推
進

関
係

学
会

等
と

の
連

携
を

図
り

、
臨

床
評

価
指

標
の

開
発

並
び

に
診

断
・

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
の

作
成
及
び
普
及
に

寄
与

す
る

研
究

を
推

進
す
る
。

成
育

医
療

を
担

う
高

度
か

つ
専

門
的

な
技

術
を

持
つ

人
材

育
成

を
図

る
た

め
、

系
統

だ
っ

た
教

育
・

研
修
方
法
の
開
発

を
推

進
す

る
。

成
育

医
療

に
関

す
る

医
療

の
質

を
評

価
す

る
信

頼
性
・
妥
当
性
の
あ
る
指
標
の
開

発
を

行
う

。
診

断
・

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
及

び
地

域
の

医
療

機
関

に
お

い
て

広
く

使
用

さ
れ

る
た

め
の

方
法

論
の

確
立

等
に

必
要

な
研

究
を

推
進

し
、

先
進

医
療

・
高
度
医

療
に

つ
い

て
中

期
目

標
の

期
間

中
に

3
件

申
請

を
目
指
す
。

次
世

代
の

成
育

医
療

を
担

う
高

度
か

つ
専

門
的

な
技
術

を
持

つ
人

材
の

育
成

を
図

る
た

め
、

人
材

育
成

教
育

ツ
ー

ル
の

開
発

を
含

め
、

系
統

だ
っ

た
教

育
・

研
修
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
推
進

す
る

。

　
成

育
医

療
の

均
て

ん
化

に
必

要
な

診
断

・
治

療
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

、
作

成
・

製
本

化
が

完
了

し
た

周
産

期
診

療
部

門
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
引

き
続

き
、

小
児

診
療

部
門

に
つ

い
て

も
実

用
性

の
高

い
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

に
つ

い
て

検
討

を
開

始
す

る
。

　
ま

た
、

人
材

育
成

ツ
ー

ル
の

開
発

に
資

す
る

シ
ス

テ
ム

ツ
ー

ル
の

開
発

を
目

指
す

と
と

も
に

、
平

成
2
2
年

度
に

作
成

し
た

医
療

安
全

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

い
た

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
理

解
度

把
握

を
実

施
す

る
。

成
育

医
療

の
均

て
ん

化
に

必
要

な
診

断
・

治
療

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に
つ

い
て

、
作

成
・

製
本

化
が

完
了

し
た

周
産

期
診

療
部

門
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
引

き
続

き
、

小
児

診
療

部
門

に
つ

い
て

も
実

用
性

の
高

い
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

複
数

作
成

し
た

。
平

成
2
6

年
度
に
順
次
発
刊
予
定
で
あ
る
。

医
療

安
全

の
意

識
向

上
を

図
る

た
め

、
全

職
員

対
象

に
「

医
療

安
全

ポ
ケ

ッ
ト

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

テ
ス

ト
を

2
回

（
6
月
、
1
2
月
）
実
施
し
た
。
受
講
率
は
そ
れ
ぞ
れ
、
8
3
.
6
％
、
9
8
.
5
％
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
「
医
療
安
全
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
見
直
し
を
行
い
第
2
版
を
作
成
し
た
。

7
6
件

1
2
9
件

1
5
2
件

1
5
8
件

（
２

）
均

て
ん

化
に

着
目

し
た

研
究

（
２

）
均

て
ん

化
に

着
目

し
た

研
究

（
２

）
均

て
ん

化
に

着
目

し
た

研
究

（
２

）
均

て
ん

化
に

着
目

し
た

研
究

8
2
回

(
1
0
7
.
9
%
増
)
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独
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業
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実
績 日

本
小

児
総

合
医

療
施

設
協

議
会

（
平

成
2
4
年

度
加

盟
施

設
数

2
9
）

を
対

象
に

し
て

、
平

成
2
4
年
度

診
療

報
酬

改
定

に
お

い
て

新
設

さ
れ

た
小

児
特

定
集

中
治

療
室

（
P
I
C
U
）

管
理

料
の

評
価

を
行

っ
た

。
各

施
設

に
お

け
る

施
設
要

件
に

関
わ

る
現

状
調
査
を
行
い
、
平
成
2
6
年
度
改
定
の
た
め
の
新
た
な
施
設
要
件
に
つ
い
て
要
望
書
（
骨
子
）
を
作
成
し
た
。

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

(
地

域
医

療
基

盤
開

発
推

進
研

究
事

業
)
『

シ
ス

テ
マ

テ
ィ

ッ
ク

レ
ビ

ュ
ー

を
活

用
し

た
診

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
と
臨
床
現
場
に
お
け
る

E
B
M
普

及
促

進
に

向
け

た
基

盤
整

備
』

の
分

担
研

究
課

題
と

し
て

、
医

療
政

策
及

び
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
経

済
評

価
の

限
界

と
役

割
に

つ
い

て
と

い
う

課
題

で
、

新
生
児

聴
覚

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
お

よ
び

子
宮

頸
が

ん
予

防
ワ

ク
チ

ン
の

費
用

対
効

果
分

析
と

、
そ

の
政

策
応

用
を

ケ
ー

ス
ス
タ

デ
ィ

と
し

て
、

成
育

医
療
の
政
策
に
お
け
る
医
療
経
済
評
価
の
適
用
方
法
の
研
究
を
行
い
、
結
果
を
示
し
た
。

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

②
　

情
報

発
信

手
法

の
開

発
②

　
情

報
発

信
手

法
の

開
発

②
　

情
報

発
信

手
法

の
開

発
②

　
情

報
発

信
手

法
の

開
発

成
育

医
療

に
関

す
る

正
し

い
理

解
を

促
進

し
、

患
者

・
家

族
に

対
す

る
支

援
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

医
療

従
事

者
及

び
患

者
・

国
民

へ
の

啓
発

手
法

の
研
究
を
推
進

す
る

。

成
育

医
療

に
対

す
る

正
し

い
理

解
を

促
進

し
、

患
者

・
家

族
に

対
す

る
支

援
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

広
く

国
内

外
の

知
見

を
収

集
評

価
し

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
通

じ
て

、
国

民
向

け
・

医
療

機
関

向
け

に
最

新
の

診
断

・
治

療
情

報
等

の
提

供
を

行
う

た
め

の
研
究
を
実
施
す
る
。

ア
患

者
・

家
族

・
国

民
を

対
象

と
し

た
成

育
疾

患
及

び
成

育
医

療
の

情
報

発
信

の
た

め
の

研
究

の
推

進
ア

　
患

者
・

家
族

・
国

民
を

対
象

と
し

た
成

育
疾

　
患

及
び

成
育

医
療

の
情

報
発

信
の

た
め

の
研

究
　

の
推

進

ア
　

患
者

・
家

族
・

国
民

を
対

象
と

し
た

成
育

疾
患

及
び

成
育

医
療

の
情

報
発

信
の

た
め

の
研

究
の

推
進

患
者

・
家

族
・

国
民

の
成

育
疾

患
及

び
成

育
医

療
に

対
す

る
理

解
を

支
援

す
る

た
め

に
、

必
要

な
情

報
や

そ
の

発
信

方
法

に
つ

い
て

、
研

究
す

る
と

と
も
に
実
践
す
る
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

、
各

部
署

が
行

な
う

一
般

向
け

の
情

報
発

信
に

つ
い

て
、

平
成

2
3
年

度
に

行
っ

た
事

業
を

基
本

に
、

更
な

る
国

内
外

に
お

け
る

最
新

の
情

報
発

信
手

法
の

取
り

入
れ

の
可

能
性

に
つ

い
て

研
究

し
つ

つ
改

善
を

図
る

。

セ
ン
タ
ー
の
W
e
b
サ
イ
ト
内
で
、
平
成
2
4
年

度
W
e
b
サ
イ

ト
の

年
間

ペ
ー

ジ
更

新
数

1
,
0
7
3
件

と
、

引
き

続
き

最
新

情
報

の
積

極
的

提
供

を
推

進
し

た
結

果
、

サ
イ

ト
全

体
で

の
平

均
ペ

ー
ジ

ビ
ュ

ー
4
7
,
0
8
0
件

／
日

（
前

年
度

比
2
.
4
9
倍

）
で

あ
っ

た
。

年
度

後
半

の
「

無
侵

襲
的

出
生

前
遺

伝
学

的
検

査
」

に
つ

い
て

の
豊

富
な

情
報

発
信

が
ア

ク
セ

ス
数
の

伸
び

に
貢

献
し

た
。

最
新

知
見

等
を

情
報

発
信

す
る

専
門

的
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と

し
て

は
、

小
児

が
ん

情
報

ス
テ

ー
シ

ョ
ン
、

子
ど

も
の

心
の

診
療

拠
点
病
院
事
業
等
の
サ
イ
ト
が
あ
り
、
各
分
野
の
専
門
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

新
た

な
広

報
戦

略
を

図
る

た
め

の
広

報
戦

略
部

を
設

置
し

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

つ
い

て
、

大
幅

に
見

直
し

を
行

い
製

作
し

た
。 メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
2
4
年
度
に
は
1
1
本
配
信
し

、
配

信
先

は
4
8
0
（
前

年
比

3
8
増

）
、

す
こ

や
か

ジ
ャ

ー
ナ

ル
は

1
2
本

配
信

し
、
配
信
先
は
1
8
5
9
（
前
年
比
7
6
増
）
で
あ
っ
た
。

イ
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

政
策

提
言

の
実

施
に

資
す

る
研

究
の

推
進

イ
　

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
政

策
提

言
の

実
施

に
　

資
す

る
研

究
の

推
進

イ
　

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
政

策
提

言
の

実
施

に
資

す
る

研
究

の
推

進

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
政

策
提

言
の

在
り

方
、

手
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

さ
ら

に
、

成
育

医
療

の
適

正
化

の
た

め
の

医
療

経
済

学
的

研
究

推
進

に
よ

り
、

不
採

算
部

門
と

な
っ

て
い

る
小

児
・

産
科

医
療

費
の

適
正

化
に

資
す

る
政
策
提
言
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

小
児

・
新

生
児

・
周

産
期

医
療

の
不

採
算

部
門

に
対

す
る

調
査

並
び

に
医

療
費

の
適

正
化

に
資

す
る

政
策

提
言

を
行

っ
て

い
く

。
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独
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実
績

妊
娠

と
薬

情
報

セ
ン

タ
ー

、
不

妊
・

不
育

外
来

、
遺

伝
外

来
、

女
性

総
合

外
来

な
ど

の
特

殊
外

来
お

よ
び

相
談

窓
口

の
設

置
と

展
開

に
よ

り
、

情
報

収
集

と
情

報
提

供
に

よ
る

双
方

向
性

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
に
つ
い
て

検
討

す
る

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
介

し
て

の
情

報
提

供
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。
特

に
妊

娠
と

薬
情

報
セ

ン
タ

ー
で

は
全

国
の

拠
点

病
院

と
の

連
携

並
び

に
電

話
対

応
の

推
進

に
よ

り
相

談
業

務
の

拡
充

を
図

る
。

ま
た

、
女

性
総

合
外

来
を

中
心

と
し

た
、

不
妊

・
不

育
や

合
併

症
妊

娠
な

ど
、

母
性

医
療

に
関

す
る

情
報

提
供

に
つ

い
て

も
引

き
続

き
推

進
す

る
。

１
．
妊
娠
と
薬
情
報
セ
ン
タ
ー

　
・
本
年
度
の
相
談
業
務
の
内
訳
は
、
相
談
方
法
な
ど
に
関
す
る
電
話
の
問
い
合
わ
せ
が
3
,
7
5
6
件
、
相
談
に
対
す
る

　
　
医
師
・
薬
剤
師
に
よ
る
回
答
は
2
,
3
8
6
件
で
あ
っ
た
。
電
話
に
よ
る
回
答
は
1
,
3
6
8
件
と
、
昨
年
度
の
2
4
2
件
か
ら

　
　
大
幅
に
増
加
し
、
相
談
者
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
・
妊
娠
結
果
の
追
跡
調
査
は
8
1
3
件
を
発
送
し
、
6
9
5
件
の
回
答
を
得
た
。
回
答
率
は
8
5
％
と
良
好
で
あ
り
、
今
後

　
　
相
談
事
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
の
創
出
に
活
用
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　
・
慢
性
疾
患
治
療
薬
に
つ
い
て
は
、
相
談
事
例
が
少
な
い
た
め
登
録
調
査
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
行
っ

　
　
て
き
た
抗
バ
セ
ド
ウ
病
薬
（
P
O
E
M
ス
タ
デ
ィ
）
に
続
き
、
本
年
度
か
ら
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
に
つ
い
て
登
録
調
査
を

　
　
開
始
し
た
。

　
・
相
談
事
業
の
均
て
ん
化
を
目
的
と
し
た
拠
点
病
院
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
5
年
度
は
3
カ
所
加
わ
り
、
全
国
で
2
1

　
　
か
所
と
な
っ
た
。
平
成
2
5
年
度
か
ら
新
た
に
加
わ
る
病
院
を
含
め
て
2
1
カ
所
の
担
当
医
師
・
薬
剤
師
を
対
象
と

　
　
し
、
研
修
会
を
行
っ
た
。
（
妊
婦
・
授
乳
婦
専
門
薬
剤
研
修
で
1
5
名
の
薬
剤
師
を
受
け
入
れ
。
）

　
・
平
成
2
4
年
7
月
に
は
提
供
す
る
情
報
の
品
質
管
理
を
目
的
と
し
た
成
育
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
検
討
委
員
会
を
開
催

　
　
し
た
。
セ
ン
タ
ー
内
外
の
専
門
1
9
名
の
出
席
を
得
て
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
の
胎
児
の
動
脈
管
収
縮
作
用
に
つ

　
　
い
て
検
討
し
た
。

　
・
平
成
2
4
年
1
0
月
に
は
開
設
7
周
年
を
記
念
し
、
一
般
医
師
・
薬
剤
師
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、
内

　
　
外
の
専
門
家
に
講
師
を
お
願
い
し
、
当
該
領
域
の
啓
発
に
努
め
た
。

　
・
妊
娠
と
薬
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
授
乳
中
の
薬
剤
使
用
の
考
え
方
な
ら
び
に
「
授
乳
中
に

　
　
使
用
し
て
も
問
題
な
い
と
さ
れ
る
薬
剤
（
9
9
薬
剤
）
」
「
授
乳
中
に
は
使
用
で
き
な
い
薬
剤
（
4
薬
剤
）
」
の

　
　
表
を
公
開
し
て
い
る
が
、
新
し
い
情
報
収
集
を
行
い
、
い
つ
で
も
更
新
可
能
な
状
態
に
し
て
い
る
。

２
．
女
性
総
合
外
来
に
お
い
て
不
妊
、
不
育
、
合
併
症
妊
娠
な
ど
の
母
性
医
療
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
個
々
の
症

　
例
に
あ
っ
た
最
新
で
最
善
の
治
療
方
針
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。
ま
た
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の

　
ひ
と
つ
と
し
て
「
安
心
し
て
産
め
る
カ
ラ
ダ
に
」
検
診
を
開
始
し
た
。

３
．
2
4
年
度
の
初
め
に
患
者
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
在
宅
移
行
支
援
や
育
児
支
援
の
相
談
の
他
、

　
医
療
費
助
成
制
度
等
の
案
内
を
す
ぐ
に
窓
口
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
の
設
営
に
よ
り
、
患
者
向
け
の
情
報
を
い
つ
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
患
者
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
相
談

　
環
境
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
2
5
年
2
月
よ
り
小
児
が
ん
相
談
窓
口
も
開
設
し
て
、
専
門
的
に
対
応
す
る
た
め
の
後
方

　
の
し
く
み
も
整
備
し
た
。

４
.
　
難
病
の
子
を
持
つ
親
の
経
験
者
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
、
難
病
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
従
来
か
ら
週

　
３
回
開
い
て
い
た
が
、
上
記
の
患
者
相
談
窓
口
と
併
設
す
る
こ
と
に
よ
り
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
よ
り
有
効
に
患

　
者
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

ウ
成

育
医

療
に

係
る

各
種

相
談

事
業

な
ど

の
展

開
推

進
ウ

　
成

育
医

療
に

係
る

各
種

相
談

事
業

な
ど

の
展

　
開

推
進

ウ
　

成
育

医
療

に
係

る
各

種
相

談
事

業
な

ど
の

展
開

推
進
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独
立
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法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
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業
務

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

２
．

医
療

の
提

供
に

関
す

る
事

項
２

．
医

療
の

提
供

に
関

す
る

事
項

２
．

医
療

の
提

供
に

関
す

る
事

項
２

．
医

療
の

提
供

に
関

す
る

事
項

我
が

国
に

お
け

る
成

育
医

療
の

中
核

的
な

医
療

機
関

と
し
て
、
「
子
ど

も
・

子
育

て
ビ

ジ
ョ

ン
（
平

成
2
2
年
1

月
2
9
日

閣
議

決
定

）
」

に
定

め
る

「
妊

娠
、

出
産

、
子

育
て

の
希

望
が

実
現

で
き

る
社

会
」

の
構

築
を

目
指

し
、

成
育

医
療

に
お

い
て

は
、

人
が

受
精

・
妊

娠
に

始
ま

っ
て

、
胎

児
、

新
生

児
、

乳
児

、
幼

児
、

学
童

、
思

春
期
、
成
人
に
成
長
･
発
達
し
、
次

の
世

代
を

は
ぐ

く
む

に
至

る
ま

で
の

過
程

を
、

総
合

的
か

つ
継

続
的

に
診

る
医
療
が
要
求
さ
れ
る
。

セ
ン

タ
ー

は
、

高
度

先
駆

的
な

医
療

の
提

供
、

モ
デ

ル
医

療
の

実
践

及
び

標
準

的
医

療
の

確
立

等
に

よ
っ

て
、

我
が

国
に

お
け

る
成

育
医

療
の

標
準

化
・

均
て

ん
化
を
推
進
す
る
。

ま
た

、
医

療
の

提
供

に
あ

た
っ

て
は

、
小

児
等

の
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

視
点

に
立

っ
た

、
良

質
か

つ
安

全
な
医
療
の
提
供
に
努
め
る
。

成
育

医
療

に
お

け
る

高
度

先
駆

的
医

療
の

提
供

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

小
児

・
周

産
期

医
療

の
均

て
ん

化
、

標
準

化
に

努
め

る
。

ま
た

、
小

児
・

周
産

期
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

立
場

を
考

慮
し

た
良

質
か

つ
安

全
な

医
療

を
推

進
す

る
。

難
治

性
の

胎
児

疾
患

患
者

に
対

す
る

遺
伝

子
レ

ベ
ル

の
診

断
や

、
肝

臓
移

植
・

酵
素

補
充

療
法

な
ど

の
高

度
先

駆
的

な
医

療
を

提
供

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
標

準
的

な
医
療

の
確

立
と

均
て

ん
化

を
目

指
し

た
医

療
を

提
供

し
て

い
る

。
具

体
的

成
果

に
つ

い
て

は
、

下
記
個
別
事
項
に
記
載
す
る
。

な
お

、
平

成
2
4
年

度
特

記
す

べ
き

こ
と
と

し
て

は
、

国
際

医
療

協
力

の
一

環
と

し
て

、
ラ

オ
ス

か
ら

先
天

性
心

疾
患

の
患

児
を

当
院

ま
で
搬
送
し
、
心
臓
外
科
手
術
を
行
っ
た
。

（
胎

児
治
療
）

　
高

度
先
駆
的
医
療
で
あ
る
胎
児
治
療
は
、
双
胎
間
輸
血
症
候
群
に
対
す
る
レ
ー
ザ
ー
手
術
6
8
例
、
胎
児
胸
水
に
対
す
る
シ
ャ

ン
ト

術
9
例
、
胎
児
頻
脈
性
不
整
脈
に
対
す
る
経
胎
盤
抗
不
整
脈
薬
投
与
2
例
を
施
行
し
た
。

（
周

産
期
高
度
医
療
）

　
不

妊
診
療
科
で
は
早
発
閉
経
症
に
お
け
る
無
排
卵
の
機
序
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
性
ホ
ル
モ
ン
の
投
与
方
法
の

工
夫

に
よ
り
効
果
あ
る
方
法
を
提
供
し
た
。
母
性
内
科
で
は
血
栓
症
の
既
往
が
あ
る
な
ど
の
重
症
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
症
候
群
３

例
に

対
し
産
科
と
の
協
働
に
よ
り
、
大
量
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
療
法
を
施
行
し
良
好
な
妊
娠
転
帰
を
得
た
。
ま
た
、
慢
性
肉
芽

腫
症

や
肝
移
植
後
の
妊
娠
管
理
と
い
う
先
進
医
療
を
周
産
期
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
て
提
供
し
、
良
好
な
結
果
を
得
た
。

（
小

児
の
臓
器
移
植
）

　
4
6
例
の
小
児
肝
移
植
、
2
例
の
小
児
腎
移
植
を
行
っ
た
。
小
児
の
肝
移
植
症
例
数
は
世
界
最
多
で
あ
る
。
4
6
例
の
う
ち
、
脳
死

ド
ナ

ー
か
ら
の
移
植
が
1
0
例
（
そ
の
う
ち
分
割
肝
移
植
が
6
例
）
に
達
し
た
の
が
平
成
2
4
年
度
の
特
徴
で
、
小
児
脳
死
肝
移
植
施

設
と

し
て
高
度
医
療
を
提
供
で
き
た
。
平
成
2
4
年
6
月
に
本
邦
初
の
小
児
か
ら
小
児
へ
の
脳
死
肝
移
植
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
研

究
所

と
協
力
し
、
肝
細
胞
を
凍
結
保
存
し
、
肝
細
胞
移
植
の
臨
床
応
用
が
可
能
な
体
制
も
構
築
し
た
。

（
川

崎
病
難
治
症
例
に
対
す
る
治
療
）

　
当

院
で
は
、
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
治
療
に
反
応
し
な
い
川
崎
病
症
例
に
対
し
て
イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ
投
与
お
よ
び
血
漿
交
換

を
行

っ
て
き
た
が
、
平
成
2
4
年
度
で
合
計
2
7
例
お
よ
び
1
9
例
と
な
っ
た
。
当
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
研
究
部

と
連

携
し
、
血
中
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
動
態
を
指
標
に
こ
れ
ら
の
治
療
法
の
適
応
、
効
果
を
見
極
め
、
標
準
的
な
治
療
の
確
率
を

目
指

し
て
い
る
。

（
体

外
補
助
循
環
に
よ
る
劇
症
型
心
筋
炎
に
対
す
る
診
療
）

　
劇

症
型
心
筋
炎
は
、
致
命
的
に
な
り
う
る
小
児
の
救
急
疾
患
の
代
表
で
あ
る
。
平
成
2
4
年
度
は
5
例
を
他
院
か
ら
当
院
の
小
児

I
C
U
に
搬
送
し
、
そ
の
う
ち
4
例
に
体
外
補
助
循
環
(
E
C
M
O
)
を
施
行
し
て
全
例
が
生
存
し
た
。
劇
症
型
心
筋
炎
で
E
C
M
O
を
使
用
し

た
症

例
数
は
こ
の
1
0
年
間
で
合
計
1
6
例
と
な
り
、
治
療
成
績
は
回
復
1
0
例
、
重
度
後
遺
症
1
例
、
死
亡
5
例
で
あ
っ
た
。

（
極

低
出
生
体
重
児
に
対
す
る
心
臓
血
管
外
科
治
療
）

　
重

篤
な
新
生
児
に
対
す
る
心
臓
血
管
外
科
治
療
は
、
外
科
治
療
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
診
断
能
力
は
も
と
よ
り
麻
酔
管

理
、

術
前
術
後
の
全
身
管
理
と
い
っ
た
チ
ー
ム
医
療
が
必
要
に
な
る
高
度
先
進
医
療
で
あ
る
。
平
成
2
4
年
度
は
、
1
,
0
0
0
g
未
満

の
超

低
出
生
体
重
児
を
含
む
体
重
1
,
5
0
0
g
未
満
の
極
低
体
重
児
の
動
脈
管
開
存
閉
鎖
術
を
3
例
、
肺
動
脈
絞
扼
術
を
1
例
施
行

し
、

全
例
が
生
存
し
て
い
る
。
平
成
2
4
年
度
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
患
児
の
手
術
と
術
前
術
後
管
理
だ
け
を
当
院
で
行
い
、
循
環

動
態

が
落
ち
着
い
た
後
に
紹
介
元
の
N
I
C
U
へ
戻
す
こ
と
を
行
っ
て
お
り
、
他
施
設
と
連
携
し
た
モ
デ
ル
的
な
医
療
体
制
を
提
供

し
て

い
る
。

（
１

）
高

度
先

駆
的

な
医

療
、

標
準

化
に

資
す

る
医

療
の

提
供

（
１

）
高

度
先

駆
的

な
医

療
、

標
準

化
に

資
す

る
医

療
　

　
の

提
供

（
１

）
高

度
先

駆
的

な
医

療
、

標
準

化
に

資
す

る
医

療
の

提
供

国
内

外
の

知
見

を
集

約
し

、
高

度
先

駆
的

医
療

の
提

供
を
行
う
こ
と
。

①
　

高
度

先
駆

的
な

医
療

の
提

供
①

　
高

度
先

駆
的

な
医

療
の

提
供

①
　

高
度

先
駆

的
な

医
療

の
提

供

成
育

疾
患

に
対

す
る

高
度

先
駆

的
な

医
療

を
、

病
院

と
研

究
所

が
一

体
と

な
っ

て
提

供
し

、
成

育
医

療
分
野
に
お
け
る
日
本
の
中
核
機
能

を
担

う
。

　
病

院
・

研
究

所
が

協
力

し
、

生
体

肝
移

植
・

小
腸

移
植

お
よ

び
脳

死
肝

移
植

・
脳

死
分

割
肝

移
植

・
小

腸
移

植
や

肝
細

胞
移

植
、

胎
児

治
療

等
の

成
育

疾
患

に
お

け
る

高
度

先
駆

的
な

医
療

を
提

供
す

る
。
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独
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成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

（
免
疫
不
全
症
に
対
す
る
治
療
）

慢
性
肉
芽
腫
症
に
お
け
る
肉
芽
腫
形
成
へ
の
サ
リ
ド
マ
イ
ド
療
法
を
4
例
に
、

ア
デ

ノ
シ

ン
・

デ
ア

ミ
ナ

ー
ゼ

欠
損

症
に

対
す

る
P
E
G
-
A
D
A
に
酵
素
補
充
療
法
を
1
例
に
、
メ
ン
デ
ル
遺
伝
型
マ
イ
コ
バ
ク
テ

リ
ア

易
感

染
症

（
M
S
M
D
)
に
対

す
る

大
量

イ
ン

タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
ガ
ン
マ
治
療
を
1
例
に
実
施
し
た
。

（
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病
に
対
す
る
酵
素
補
充
療
法
）

当
院

は
、

現
在

承
認

さ
れ

て
い

る
ゴ

ー
シ

ェ
病

、
フ

ァ
ブ

リ
病

、
ポ
ン

ペ
病

、
ム

コ
多

糖
症

Ⅰ
型

、
Ⅱ

型
、

Ⅵ
型

の
６

疾
患

す
べ

て
に

対
す

る
酵

素
製

剤
を

利
用

し
た

酵
素

補
充

療
法

を
実

施
し

て
い

る
日

本
で

唯
一

の
医

療
機

関
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
モ

ル
キ
オ
A
病
の
酵
素
補
充
療
法
の
国
際
共
同
治
験
に
参
加
し
て
い
る
日
本
で
た
だ

ひ
と

つ
の

医
療

機
関

で
も

あ
る

。
平

成
2
4
年
度

は
、

定
期

的
酵

素
補

充
療

法
、

同
補

充
療

法
の

経
過

観
察

な
ど

で
毎

週
数

十
名

の
患

者
が

来
院

し
、

ラ
イ

ソ
ゾ

ー
ム

病
の

診
療

・
研
究
に
お
い
て
、
我
が
国
の
中
心
的
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

（
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病
の
迅
速
診
断
）

酵
素

補
充

療
法

の
効

果
を

最
大

限
に

引
き

出
す

た
め

に
は

、
早

期
診
断

に
よ

る
早

期
治

療
が

必
要

で
あ

る
。

こ
れ

を
実

現
す

る
た
め
に
、
乾
燥
ろ
紙
血
を
用
い
た
迅
速
診
断
法
を
開
発
し
、
ポ
ン
ペ
病
、
ム
コ

多
糖

症
、

フ
ァ

ブ
リ

-
病

、
ニ

ー
マ

ン
ピ

ッ
ク

病
C
型
や
副
腎
白
質
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
治
療
が
可
能
な
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病

等
を

対
象

と
し

た
新

生
児

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
パ

イ
ロ
ッ
ト
研
究
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
に
は
当
院
出
生
の
新
生
児
の
８
０
％
が
参
加
し
た
。

（
痙
性
麻
痺
に
対
す
る
治
療
）

脳
性
麻
痺
な
ど
種
々
の
原
因
に
起
因
す
る
痙
性
麻
痺
は
、
患
児
の
Q
O
L
を
著
し

く
低

下
さ

せ
、

介
護

者
の

負
担

を
増

や
す

重
篤

な
病

態
で

あ
る

。
埋

め
込

み
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
バ

ク
ロ

フ
ェ

ン
髄

腔
内

投
与

療
法

は
、

痙
性

麻
痺

に
対

す
る

画
期

的
な

治
療

法
で
あ
る
が
、
神
経
外
科
的
な
技
術
に
加
え
て
、
麻
酔
/
集
中
治
療
管
理
の
難
し

さ
、

リ
ハ

ビ
リ

の
必

要
性

か
ら

実
施

可
能

な
施

設
は
少
な
い
。
平
成
2
4
年
度
は
、
全
国
の
患
者
6
例
に
施
行
し
た
。

（
神
経
難
病
に
対
す
る
治
療
）

難
治

性
の

神
経

疾
患

で
あ

る
ジ

ス
ト

ニ
ア

1
0
例

に
対

し
て

磁
気

刺
激
を

用
い

た
大

脳
半

球
間

抑
制

の
解

析
結

果
か

ら
選

択
し

た
治
療
、
結
節
性
硬
化
症
（
脳
腫
瘍
、
腎
腫
瘍
）
1
例
に
対
す
る
ア
フ
ィ
ニ
ト
ー

ル
に

よ
る

治
療

、
重

症
乳

児
ミ

オ
ク

ロ
ー

ヌ
ス

て
ん
か
ん
2
例
に
対
す
る
ス
テ
ィ
リ
ペ
ン
ト
ー
ル
に
よ
る
治
療
を
行
っ
た
。

（
炎
症
性
腸
疾
患
に
対
す
る
診
療
）

ク
ロ

ー
ン

病
を

は
じ

め
と

す
る

炎
症

性
腸

疾
患

の
小

児
患

者
に

対
す
る

カ
プ

セ
ル

内
視

鏡
検

査
を

試
み

、
平

成
2
4
年
度

は
3
0

例
で

施
行

し
た

。
カ

プ
セ

ル
内

視
鏡

は
従

来
の

内
視

鏡
に

比
べ

て
低

侵
襲

で
、

小
児

患
者

に
適

し
て

い
る

。
ま

た
、

こ
の

よ
う

な
患
者
は
慢
性
的
な
栄
養
障
害
、
排
便
障
害
の
た
め
に
Q
O
L
が
低
い
の
で
、
平
成
2
4
年
度
よ
り
認
知
行
動
療
法
を
開
始
し
た
。

（
難
治
性
腎
疾
患
・
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
に
対
す
る
治
療
）

難
治

性
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候

群
と

難
治

性
A
N
C
A
関

連
血

管
炎

に
対

す
る

リ
ツ
キ

シ
マ

ブ
療

法
の

臨
床

治
験

を
4
0
例
で

、
難

治
性

膠
原
病
に
対
す
る
ミ
コ
フ
ェ
ノ
ー
ル
モ
フ
ェ
チ
ル
投
与
の
臨
床
研
究
を
3
0
例
で
行
っ
た
。

（
先
天
性
奇
形
症
候
群
の
遺
伝
子
解
析
）

通
常

の
染

色
体

解
析

で
異

常
を

検
出

で
き

な
か

っ
た

先
天

性
奇

形
症
候

群
6
0
例
に

対
し

て
、

遺
伝

子
診

断
を

行
う

と
共

に
新

規
染
色
体
ア
レ
イ
検
査
法
も
行
っ
た
。

（
先
天
性
難
聴
に
対
す
る
治
療
診
断
）

先
天

性
難

聴
の

原
因

を
特

定
す

る
こ

と
は

難
聴

の
予

後
や

治
療

方
針
の

決
定

に
大

変
有

用
で

あ
る

。
現

在
臍

帯
に

よ
る

先
天

性
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス
検

査
、

既
知

の
難

聴
遺

伝
子

検
索

を
行

っ
て

い
る

が
、

さ
ら

に
次

世
代

シ
ー

ク
エ

ン
ス

を
使

用
し

た
難
聴
遺
伝
子
検
索
を
行
う
た
め
の
体
制
作
り
と
準
備
を
行
っ
た
。
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②
　

医
療

の
標

準
化

を
推

進
す

る
た

め
の

、
最

新
の

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

医
療

の
提

供

成
育

疾
患

に
つ

い
て

、
最

新
の

知
見

に
基

づ
く

医
療

の
実

践
を

通
じ

て
そ

の
有

効
性

及
び

安
全

性
の

検
証
を
行
う
と
と
も
に
普
及
に
努
め

る
。

　
成

育
疾

患
に

お
け

る
最

新
の

知
見

に
基

づ
い

た
医

療
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
普

及
に

努
め

る
。

（
救

急
医
療
）

小
児

救
急

医
療

が
社

会
問

題
化

し
て

い
る

な
か

で
、

当
院

は
開

院
以

来
、

全
て

の
救

急
患

者
を

受
け

入
れ

、
院

内
で

ト
リ

ア
ー

ジ
を

行
っ

て
緊

急
度

に
応

じ
た

診
療

を
行

っ
て

い
る

。
平

成
2
4
年

度
は
、

合
計

3
2
,
9
7
5
名

の
救

急
患

者
（

救
急

車
の

受
け

入
れ

は
3
,
5
9
8
台

、
応

需
率

9
7
%
）

を
受

け
入

れ
た

。
救

急
患

者
の

ト
リ

ア
ー

ジ
別

内
訳
は

、
蘇

生
5
1
3
名
、

緊
急

4
,
4
6
9
名

、
準

緊
急

1
2
,
1
9
1
名
、
非
緊
急
1
5
,
5
9
5
名
で
あ
っ
た
。

（
搬

送
医
療
）

重
篤
な
患
者
を
他
施
設
に
迎
え
に
行
き
、
状
態
を
安
定
さ
せ
た
後
に
救
急
車

や
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
で

当
院

の
小

児
I
C
U
ま
で

搬
送

す
る

こ
と

（
"
m
o
b
i
l
e

I
C
U
"
:
「

動
く

I
C
U
」

）
は

、
当

院
の

よ
う

な
小

児
医

療
の

中
核

的
な

病
院
の

使
命

で
あ

る
。

わ
が

国
で

は
小

児
の

重
症

患
者

管
理

、
特

に
搬

送
中

の
全

身
管

理
技

術
が

普
及

し
て

い
な

い
た

め
、

未
だ

標
準

的
な

医
療

と
な

っ
て

い
な

い
。

平
成
2
4
年
度
、
当
院
の
搬
送
チ
ー
ム
は
9
4
名
の
重
症
患
者
を
搬
送
、
救
命
し
た
。

（
川

崎
病
の
診
療
）

川
崎
病
に
対
す
る
大
量
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
療
法
は
今
や
標
準
的
な
治
療
で

あ
り

、
平

成
2
4
年
度

は
1
3
0
例
に

実
施

し
て

そ
の

効
果

を
示

し
た

。
し

か
し

、
症

状
軽

快
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

方
法

や
不

全
型

症
例

、
不

応
例

に
対

す
る

治
療

法
は

未
だ

一
定

し
て

い
な

い
。

一
施

設
と

し
て

屈
指

の
症

例
数

を
有

す
る

当
院

で
は

、
地

域
の

医
療

施
設

と
連

携
し

た
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

体
制

を
創

る
と
と
も
に
、
難
治
例
に
対
す
る
イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ
、
血
漿
交
換
を
含
め
た
川
崎
病
診
療
の
標
準
化
を
図
っ
て
い
る
。

（
小

児
難
聴
の
診
療
）

新
生

児
・

小
児

の
難

聴
患

者
5
0
例

に
対

し
て

、
臨

床
症

状
、

聴
力

検
査

、
聴

性
脳

幹
反

応
に

よ
る

難
聴

の
程

度
の

総
合

的
な

評
価

お
よ

び
内

耳
画

像
診

断
に

よ
る

難
聴

の
原

因
検

索
を

行
い

、
補

聴
器

や
手

術
（

鼓
室

形
成

術
、

人
工

内
耳

）
、

言
語

療
法

、
教
育
・
療
育
現
場
と
の
連
携
を
組
み
合
わ
せ
て
、
個
々
に
適
し
た
治
療
方
法
の
提
供
を
行
っ
た
。

（
乳

児
の
頭
蓋
形
態
の
異
常
対
す
る
診
療
）

｢
赤

ち
ゃ
ん
の
頭
の
形
外
来
｣
を
開
始
し
、
受
診
し
た
2
2
0
例
の
う
ち
1
1
0
例
に

対
し

て
、

米
国

の
F
D
A
に
準

拠
し

た
頭

蓋
形

状
誘

導
ヘ

ル
メ

ッ
ト

に
よ

る
治

療
を

行
っ

た
。

こ
の

医
療

の
提

供
は

、
乳

児
頭

蓋
の

形
態

異
常

の
診

断
と

早
期

介
入

を
目

指
す

も
の

で
あ

り
、
ま
た
同
時
に
頭
蓋
縫
合
早
期
癒
合
症
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
の
開
発
に
も
資
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。

（
皮

膚
バ
リ
ア
機
能
評
価
の
均
て
ん
化
）

小
児

で
は

年
齢

に
よ

る
乾

燥
肌

と
病

的
乾

燥
肌

の
境

界
が

は
っ

き
り
せ

ず
、

生
活

指
導

に
苦

慮
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
改

善
度

を
評

価
す

る
た

め
に

ラ
マ

ン
計

、
蒸

散
計

な
ど

を
用

い
て

皮
膚

バ
リ

ア
機

能
の

測
定

を
平

成
2
4
年
度

よ
り

開
始

し
た

。
基

準
値

の
設
定
、
各
測
定
値
間
の
相
関
を
検
討
し
て
測
定
法
の
均
て
ん
化
を
図
っ
て
い
る
。

（
慢

性
疾
患
児
の
う
つ
の
早
期
発
見
と
介
入
）

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
モ

デ
ル

開
発

ナ
シ

ョ
ナ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
一

環
と

し
て

、
慢

性
疾

患
児

の
う

つ
の

早
期

発
見

と
介

入
に

関
す

る
認

知
行

動
療

法
を

標
準

化
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

し
た

。
平

成
2
4
年
度

は
炎

症
性

腸
疾

患
患

児
に

対
し

て
の

介
入

を
行
っ
た
。

（
ト

ラ
ウ
マ
を
受
け
た
子
ど
も
の
予
防
お
よ
び
治
療
）

ト
ラ

ウ
マ

を
受

け
た

子
ど

も
の

予
防

お
よ

び
治

療
の

標
準

化
を

行
っ
た

。
特

に
海

外
で

有
効

性
が

確
認

さ
れ

て
い

る
ト

ラ
ウ

マ
に

焦
点
化
し
た
認
知
行
動
療
法
を
日
本
で
初
め
て
実
施
し
た
。

（
「

女
性
総
合
外
来
」
と
「
安
心
し
て
産
め
る
か
ら
だ
健
診
」
）

当
セ

ン
タ

ー
の

母
性

診
療

の
一

環
と

し
て

、
我

が
国

に
お

け
る

母
性
医

療
の

標
準

化
を

推
進

す
る

た
め

「
女

性
総

合
外

来
」

（
平

成
2
4
年

度
約

1
0
0
名

）
を

設
置

し
て

お
り

、
平

成
2
5
年

3
月

か
ら

「
安

心
し

て
産

め
る

か
ら

だ
健

診
」

を
開

始
し

て
、

女
性

の
健

康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
を
提
供
し
た
。

（
重

症
痙
性
麻
痺
に
対
す
る
治
療
）

バ
ク

ロ
フ

ェ
ン

髄
腔

内
投

与
療

法
を

開
始

し
た

。
こ

れ
は

、
脳

性
麻
痺

な
ど

種
々

の
原

因
に

起
因

す
る

重
症

な
痙

性
麻

痺
に

対
し

、
バ

ク
ロ

フ
ェ

ン
の

髄
腔

内
持

続
投

与
を

ポ
ン

プ
で

行
う

治
療

で
あ

る
。

実
施

可
能

な
施

設
が

少
な

く
、

全
国

か
ら

患
者

の
紹

介
が

あ
る

。
ま

た
、

磁
気

刺
激

を
用

い
た

大
脳

半
球

間
抑

制
の

解
析

か
ら

ジ
ス

ト
ニ

ア
治

療
薬

の
選

択
（

C
Z
P
,
バ

ク
ロ

フ
ェ

ン
）

を
す

る
と

い
う

医
療

、
ア

フ
ィ

ニ
ト

ー
ル

に
よ

る
結

節
性

硬
化

症
（

脳
腫

瘍
、

腎
腫

瘍
）

治
療

、
ス

テ
ィ

リ
ペ

ン
ト

ー
ル
に
よ
る
重
症
乳
児
ミ
オ
ク
ロ
ー
ヌ
ス
て
ん
か
ん
の
治
療
を
行
っ
て
い
る
。

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

ま
た

、
成

育
医

療
の

標
準

化
を

推
進

す
る

た
め

、
最

新
の

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

医
療

の
提

供
を

行
う

こ
と

。

②
　

医
療

の
標

準
化

を
推

進
す

る
た

め
の

、
最

新
の

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

医
療

の
提

供
②

　
医

療
の

標
準

化
を

推
進

す
る

た
め

の
、

最
新

の
　

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

医
療

の
提

供
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（
劇
症
型
心
筋
炎
に
対
す
る
治
療
）

　
小
児
劇
症
型
心
筋
炎
に
対
し
て
、
体
外
補
助
循
環
(
E
C
M
O
)
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
予
後
改
善
が
可
能
な
こ
と
を
示
し

た
。
ま
た
、
E
C
M
O
を
行
う
こ
と
で
、
劇
症
型
心
筋
炎
で
は
心
筋
浮
腫
が
重
要
で
あ
り
、
心
停
止
と
な
っ
て
も
２
ー
３
日
間
E
C
M
O

を
行
う
こ
と
で
、
心
機
能
が
復
活
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
E
C
M
O
症
例
は
非
E
C
M
O
症
例
よ
り
長
期
予
後
の
い
い
こ
と
を

示
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
救
急
搬
送
が
可
能
な
地
域
か
ら
の
患
者
を
可
能
な
限
り
収
容
し
、
救
命
し
て
い
る
。

（
超
・
極
低
出
生
体
重
児
の
心
臓
手
術
治
療
）

　
1
,
0
0
0
g
未
満
の
超
低
出
生
体
重
児
を
含
む
体
重
1
,
5
0
0
g
未
満
の
極
低
体
重
児
の
動
脈
管
開
存
閉
鎖
術
、
大
動
脈
縮
窄
症
手
術

を
行
い
、
全
例
生
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手
術
に
つ
い
て
他
施
設
の
N
I
C
U
か
ら
の
手
術
依
頼
も
増
加
し
て
い
る
。
最
近
は
、

手
術
だ
け
行
い
、
循
環
動
態
が
落
ち
着
い
た
後
に
紹
介
元
N
I
C
U
へ
戻
す
こ
と
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
N
I
C
U
医
療
に
貢
献
し
て

い
る
。

患
者

・
家

族
に

必
要

な
説

明
を

行
い

、
情

報
の

共
有

化
に

努
め

る
こ

と
に

よ
り

、
患

者
と

の
信

頼
関

係
を

構
築

し
、

ま
た

、
患

者
・

家
族

が
治

療
の

選
択

、
決

定
を

医
療

者
と

と
も

に
主

体
的

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
支

援
す
る
こ
と
に

加
え

、

①
　

患
者

等
参

加
型

医
療

の
推

進
①

　
患

者
等

参
加

型
医

療
の

推
進

①
　

患
者

等
参

加
型

医
療

の
推

進

良
質

か
つ

安
全

な
医

療
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

患
者

・
家

族
と

の
信

頼
関

係
を

構
築

し
、

患
者

・
家

族
が

治
療

の
選

択
、

決
定

を
医

療
者

と
と

も
に

主
体

的
に

行
う

た
め

に
必

要
な

説
明

と
情

報
開

示
を

行
う

等
の

情
報

の
共

有
化

に
努

め
る

。
患

者
・

家
族

の
医

療
に

対
す

る
理

解
の

向
上

の
為

に
、

相
談

支
援

窓
口

等
の
設
置
に
努
め
る
。

ま
た

、
患

者
・

家
族

の
医

療
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
た

め
に

、
情

報
提

供
や

支
援

体
制

の
整

備
等

に
努
め
る
。

こ
の

た
め

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

実
施

件
数

を
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
平

成
2
1
年

度
に

比
べ

5
％
以
上
増
加
さ
せ
る
。

さ
ら

に
、

患
者

・
家

族
の

視
点

に
立

っ
た

医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

患
者

満
足

度
調

査
を

定
期

的
に

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
も

っ
て

業
務

の
改

善
に

努
め

る
。

　
患

者
・

家
族

と
の

信
頼

関
係

を
構

築
し

、
患

者
・

家
族

が
病

態
の

理
解

及
び

治
療

法
を

医
療

者
と

と
も

に
選

択
で

き
る

環
境

を
整

え
、

情
報

の
共

有
化

に
努

め
る

。
ま

た
、

前
方

及
び

後
方

医
療

連
携

業
務

に
お

け
る

紹
介

元
医

療
機

関
へ

の
返

書
な

ど
の

進
捗

管
理

及
び

紹
介

元
医

療
機

関
リ

ス
ト

の
作

成
・

管
理

に
努

め
る

。
　

平
成

2
4
年

度
は

、
高

度
在

宅
医

療
の

対
象

者
へ

の
在

宅
移

行
支

援
や

育
児

・
子

育
て

支
援

を
中

心
と

し
た

患
者

相
談

窓
口

、
情

報
コ

ー
ナ

ー
を

整
備

す
る

。
　

ま
た

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

の
充

実
を

図
り

、
5
0
件

以
上

の
実

施
を

目
指

す
。

 
 
さ

ら
に

、
患

者
・

家
族

の
視

点
に

立
っ

た
医

療
を

提
供

す
る

た
め

、
患

者
満

足
度

調
査

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

分
析

す
る

こ
と

に
よ

り
、

業
務

の
改

善
に

努
め

る
。

各
医

療
機

関
か

ら
の

紹
介

ケ
ー

ス
へ

の
返

書
管

理
の

仕
組

み
を

検
討
し

、
紹

介
ケ

ー
ス

の
患

者
の

受
診

後
の

速
や

か
な

返
書

管
理

及
び

返
書

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
そ

の
ス

ム
ー

ス
な

運
用

に
向

け
た

取
り

組
み

を
行

っ
た

。
紹

介
元

医
療

機
関

の
登

録
数

は
、
各
診
療
科
等
も
含
め
約
6
千
件
と
な
っ
て
い
る
。

平
成

2
4
年

度
の

初
め

に
患

者
相

談
窓

口
を

開
設

し
た

。
こ

れ
に

よ
り
、

在
宅

移
行

支
援

や
育

児
支

援
の

相
談

の
他

、
医

療
費

助
成

制
度

等
の

案
内

に
つ

い
て

、
す

ぐ
に

窓
口

で
対

応
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ま

た
情

報
コ

ー
ナ

ー
の

設
営

に
よ

り
、

患
者

向
け
の
情
報
を
い
つ
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
患
者
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
相

談
環

境
が

で
き

た
。

さ
ら

に
、

2
5
年

2
月

よ
り
小
児
が
ん
相
談
窓
口
も
開
設
し
て
、
専
門
的
に
対
応
す
る
た
め
の
、
窓
口
の
後
方
の
し
く
み
も
整
備
し
た
。

平
成

2
4
年

度
の

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
総

件
数

は
1
4
5
件

と
な

り
、
2
1
年
度

と
比

較
し

て
4
0
0
％
の

増
加

と
な

っ
た

。
患

者
・

家
族

と
の

信
頼

関
係

を
構

築
し

、
患

者
・

家
族

が
病

態
の

理
解

及
び

治
療

法
を

医
療

者
と

と
も

に
選

択
で

き
る

環
境

を
整

え
情

報
の

共
有

化
に

努
め

る
た

め
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
に

関
し

て
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

再
改

訂
を

行
い

、
利

用
者

に
と

っ
て

分
か

り
や

す
く

、
利

用
し

や
す

い
よ

う
に

し
た

。
と

く
に

、
小

児
が

ん
関

連
の

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
が

多
数

開
設
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
利
用
者
の
便
宜
を
考
え
て
小
児
が
ん
関
連
の
再
掲
欄
を
設
け
た
。

　
平

成
2
1
年
度
と
比
べ
4
0
0
％
以
上
の
増
加
し
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

（
1
）

平
成
2
2
年
度
～
2
4
年
度
に
か
け
て
医
療
連
携
室
が
全
て
の
診
療
科
へ
の
働

き
か

け
を

継
続

し
て

行
っ

た
結

果
、

平
成

2
1
年

度
の

対
応
診
療
科
5
か
ら
2
3
年
度
ま
で
に
3
2
診
療
科
に
大
幅
に
増
設
し
た
こ
と

（
2
）

院
内
周
知
に
よ
り
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
は
一
般
診

療
で

は
な

く
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

に
案

内
し

た
こ
と

（
3
）

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
使
命
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
意
図
を
全
病
院
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と

な
ど

に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
増
加
を
生
む
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
総
件
数
1
4
5
件
の
う
ち
、
依
頼
の
多
か
っ
た
診
療

科
は

脳
神

経
外

科
2
4
件
、

血
液

腫
瘍

科
1
8
件
、

腎
リ

ウ
マ
チ
膠
原
病
科
1
5
件
、
産
科
1
4
件
、
神
経
内
科
1
3
件
等
で
あ
っ
た
。
2
3
年

度
に

は
、

上
位

の
3
つ
の

診
療

科
が

全
体

の
約

5
0
％

を
占

め
て

い
た

こ
と

と
比

較
し

て
、

2
4
年

度
は

上
位

3
科

で
4
0
%
と
な

っ
て

お
り

、
2
4
年
度

に
は

よ
り

多
く

の
診

療
科

に
広

が
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
セ
カ
ン
ド
ピ
オ
ン
外
来
の
実
績
時
間
数
は
平
均
6
0
分
で
、
総
収
入
額
は
約
2
5
0
万
円
で
あ
っ
た
。

2
4
年

度
に

患
者

相
談

窓
口

を
開

設
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

在
宅

移
行
支

援
や

育
児

支
援

の
相

談
の

他
、

医
療

費
助

成
制

度
等

の
案

内
を

す
ぐ

に
窓

口
で

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ま

た
情

報
コ

ー
ナ

ー
の

設
営

に
よ

り
、

患
者

向
け

の
情

報
を

い
つ
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
患
者
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
相
談
環
境
が
で
き
た
と
言
え
る
。

患
者

満
足

度
調

査
に

つ
い

て
は

、
従

来
よ

り
実

施
し

て
い

る
調

査
を
、

よ
り

患
者

・
家

族
の

声
を

反
映

で
き

る
よ

う
調

査
対

象
者

を
拡

大
さ

せ
て

実
施

し
集

計
等

を
行

っ
た

。
今

後
、

調
査

結
果

を
全

職
員

に
周

知
し

業
務

の
改

善
に

努
め

、
満

足
度

の
向

上
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
２

）
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

良
質

か
つ

安
心

で
き

る
医

療
の

提
供

（
２

）
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

良
質

か
つ

安
心

で
き

る
　

　
医

療
の

提
供

（
２

）
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

良
質

か
つ

安
心

で
き

る
医

療
の

提
供

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
実
施
件
数

平
成
2
1
年
度

平
成
2
2
年
度

平
成
2
3
年
度

平
成
2
4
年
度

2
9
件

3
9
件

9
9
件

1
4
5
件

対
平
成
2
1
年
度
増
減

1
1
6
件

(
4
0
0
.
0
%
増
)
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

多
診

療
科

、
多

職
種

に
わ

た
る

チ
ー

ム
で

複
雑

な
病

態
を

持
つ

小
児
と

妊
産

婦
の

患
者

を
診

療
す

る
こ

と
が

、
当

院
の

診
療

姿
勢
の
基
本
で
あ
る
。
こ
の
基
本
姿
勢
を
堅
持
す
る
た
め
に
、
以
下
の
方
策
を
と
っ
て
い
る
。

１
．
総
合
診
療
部
の
設
置

　
　
内
科
系
、
外
科
系
の
各
専
門
診
療
部
を
横
に
つ
な
ぐ
総
合
診
療
部
を
置
き
、
チ
ー
ム
医
療
の
土
台
を
つ
く
る
機
能
を
担
わ

　
せ
て
い
る
。
実
際
、
小
児
の
入
院
患
者
の
約
6
5
%
に
は
総
合
診
療
部
が
担
当
医
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
て
お
り
、
各
臓
器
系
統
別

　
の
専
門
医
の
強
力
な
ま
と
め
役
、
あ
る
い
は
黒
衣
と
な
っ
て
、
看
護
部
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
共
に
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
て

　
い
る
。

２
．
中
央
診
療
部
門
の
強
化

　
　
質
の
良
い
チ
ー
ム
医
療
を
行
う
た
め
に
は
、
高
い
能
力
を
持
つ
中
央
診
療
部
門
（
麻
酔
、
集
中
治
療
、
放
射
線
、
病
理
、

　
検
査
、
感
染
管
理
）
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
。
当
院
は
わ
が
国
で
未
だ
数
少
な
い
小
児
I
C
U
2
0
床
を
有
し
、
集
中
治
療
専
門

　
医
と
臓
器
系
統
別
専
門
医
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
重
症
患
者
を
治
療
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
放
射
線
診
療
部
門
は
2
4
時

　
間
体
制
で
全
て
の
画
像
診
断
（
読
影
）
を
行
い
、
感
染
症
科
は
同
じ
く
2
4
時
間
体
制
で
各
科
か
ら
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

　
ン
を
受
け
て
チ
ー
ム
医
療
を
支
え
て
い
る
。

３
．
教
育
研
修
の
充
実

　
　
若
手
医
師
が
各
科
を
ロ
ー
テ
ー
ト
す
る
こ
と
は
、
人
材
を
育
成
す
る
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
各
科
間
の
信
頼
関
係
、

　
緊
張
関
係
を
維
持
し
、
“
風
通
し
”
を
良
く
し
て
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
す
る
う
え
で
も
意
義
深
い
と
考
え
て
い
る
。
当
院

　
の
小
児
医
療
系
レ
ジ
デ
ン
ト
（
各
学
年
1
4
名
、
3
学
年
制
で
合
計
4
2
名
）
は
、
質
量
と
も
に
わ
が
国
有
数
の
小
児
科
後
期

　
研
修
医
で
、
当
院
の
チ
ー
ム
医
療
の
底
支
え
を
し
て
い
る
。

チ
ー

ム
医

療
の

具
体

的
な

姿
で

あ
る

多
診

療
科

、
多

職
種

に
よ

る
カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
は

合
計

6
6
あ

り
、

今
年

度
の

定
例

で
の

開
催
回
数
は
5
0
0
回
以
上
で
あ
っ
た
。
当
院
に
特
徴
的
な
診
療
チ
ー
ム
、
カ
ン
フ

ァ
レ

ン
ス

と
し

て
、

川
崎

病
ボ

ー
ド

、
胎

児
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
腫
瘍
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
S
C
A
N
チ
ー
ム
を
挙
げ
て
お
く
。

川
崎
病
ボ
ー
ド
と
は
、
年
間
1
2
0
例
以
上
の
川
崎
病
患
者
の
診
療
に
関
与
す
る

小
児

期
・

思
春

期
科

、
循

環
器

科
、

腎
臓

・
リ

ウ
マ

チ
・

膠
原

病
科

、
消

化
器

・
肝

臓
科

、
免

疫
療

法
研

究
室

（
研

究
所

の
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

研
究

部
）

の
チ

ー
ム

で
あ

る
。

患
者

の
担

当
科

と
な

る
小

児
期

・
思

春
期

診
療

科
を

中
心

に
、

毎
月

ボ
ー

ド
・

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
開

催
し

て
、

ガ
ン

マ
グ

ロ
ブ

リ
ン

大
量

療
法

の
効

果
と

血
中

サ
イ

ト
カ

イ
ン

動
態

と
の

相
関

や
難

治
例
に

対
す

る
イ

ン
フ

リ
キ

シ
マ

ブ
（

抗
T
N
F
-
α
抗

体
製

剤
）

の
投

与
や

血
漿

交
換

と
い

っ
た

先
進

的
な

治
療

の
効

果
を

検
討

し
、

川
崎

病
診

療
の

標
準

化
と

新
た

な
治

療
法

の
開

発
に

努
め
て
い
る
。

胎
児

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
と

は
、

出
生

前
に

診
断

さ
れ

た
胎

児
疾

患
に

対
し

て
、

胎
児

診
療

科
を

中
心

に
、

産
科

、
新

生
児

科
、

必
要

に
応

じ
て

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
循

環
器

科
、

心
臓

血
管

外
科

、
泌

尿
器

科
、

麻
酔

科
、

遺
伝

科
、

こ
こ

ろ
の

診
療

部
を

加
え

て
行

っ
て

い
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
診

療
科

の
医

師
と

看
護

師
、

助
産

師
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
が
胎
児
診
療
チ
ー
ム
を
作
り
、
出
生
前
か
ら
母
児
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
と

は
、

固
形

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
、

血
液
腫

瘍
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

、
脳

脊
髄

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に
分
け
て
腫
瘍
患
者
に
対
す
る
適
切
な
集
学
的
治
療
を
提
供
す
る
た
め
の
議
論

、
合

意
形

成
を

目
的

に
そ

れ
ぞ

れ
2
週
間

に
一

度
開

催
し

て
い

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
あ

る
。

腫
瘍

科
、

病
理

診
断

科
、

外
科

、
放

射
線

診
療

部
、

研
究

所
の

小
児

血
液

・
腫

瘍
研

究
部

を
軸

に
、

必
要

に
応

じ
て

脳
神

経
外

科
、

耳
鼻

科
、

泌
尿

器
科

、
移

植
外

科
な

ど
が

参
加

す
る

。
臨

床
研

究
も

含
む

高
度

先
進

的
な

診
療

が
で

き
る

こ
と

と
、

ド
ナ

ー
を

用
意

し
て

臓
器

移
植

を
視

野
に

入
れ

た
思

い
切

っ
た

腫
瘍

摘
出

手
術

を
選

択
肢
に
で
き
る
こ
と
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
チ
ー
ム
に
よ
る
腫
瘍
診
療
の
特
徴
で
あ
る
。

S
C
A
N
（

S
u
s
p
e
c
t
e
d

C
h
i
l
d

A
b
u
s
e

a
n
d

N
e
g
l
e
c
t
）

チ
ー

ム
と

は
、

虐
待

が
疑

わ
れ

る
症

例
に

対
応

す
る

チ
ー

ム
で

、
M
S
W

を
中

心
に

、
こ

こ
ろ

の
診

療
部

、
看

護
部

、
放

射
線

診
断

科
、

眼
科

、
小

児
期

・
思

春
期

診
療

科
を

軸
に

、
必

要
に

応
じ

て
脳

外
科

や
救

急
診

療
科

、
集

中
治

療
科

を
入

れ
て

構
成

し
て

い
る

。
疑

い
症

例
が

来
院

す
る

と
す

ぐ
に

小
児

期
・

思
春

期
科

の
オ

ン
・

コ
ー

ル
医

を
通

し
て

S
C
A
N
チ

ー
ム

に
連

絡
が

入
り

、
患

者
担

当
医

を
支
援

す
る

と
と

も
に

、
児

童
相

談
所

と
の

連
携

の
も

と
に

家
族

へ
の

告
知

も
行

う
。

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
は

毎
月

の
定

例
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
症

例
の

検
討

を
行

っ
て

お
り

、
今

年
度

は
1
0
5
例
に
対
応
し
た
。

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

チ
ー
ム
医
療
の

推
進

、
②

　
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
②

　
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
②

　
チ

ー
ム

医
療

の
推

進

成
育

医
療

に
数

多
く

見
ら

れ
る

複
数

科
が

横
断

的
に

関
係

す
る

疾
患

を
克

服
す

る
た

め
、

セ
ン

タ
ー

の
特

色
を

活
か

し
た

多
職

種
連

携
及

び
診

療
科

横
断

的
な
診
療
体
制
の
確
立
に
取
り
組
む

。

　
診

療
科

の
枠

を
超

え
た

複
数

科
に

よ
る

横
断

的
な

診
療

体
制

を
更

に
推

進
す

る
と

と
も

に
、

様
々

な
職

種
と

の
連

携
を

行
い

、
発

達
に

関
す

る
リ

ス
ク

を
抱

え
た

小
児

を
継

続
的

に
評

価
（

フ
ォ

ロ
ー

）
す

る
た

め
の

発
達

評
価

外
来

の
充

実
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

チ
ー

ム
医

療
を

推
進

す
る

。
　

ま
た

、
複

数
の

職
種

か
ら

構
成

さ
れ

る
院

内
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
年

に
4
0
0
回

以
上

実
施

す
る

。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

医
療
安
全
管
理

体
制

の
充

実
、

④
　

医
療

安
全

管
理

体
制

の
充

実
④

　
医

療
安

全
管

理
体

制
の

充
実

④
　

医
療

安
全

管
理

体
制

の
充

実

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

医
療

安
全

を
担

保
す

る
た

め
、

統
括

、
監

督
す

る
体

制
と

し
て

医
療

安
全

管
理

委
員

会
を

構
築

し
、

医
療

事
故

の
報

告
の

有
無

に
関

わ
ら
ず

、
医

療
安

全
管

理
委

員
会

を
最

低
月

1
回

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
、

病
院

の
安

全
管

理
に

必
要

な
事

項
を

調
査

す
る

と
と

も
に

対
策

を
立

案
し

、
各

部
門

に
対
し
て
助
言
、
勧
告
、
指
導
を

行
う

。

　
医

療
安

全
管

理
委

員
会

を
毎

月
開

催
し

、
病

院
に

お
け

る
安

全
管

理
に

必
要

な
調

査
を

行
う

と
と

も
に

、
各

部
門

に
対

し
助

言
、

勧
告

、
指

導
を

積
極

的
に

行
う

。
　

ま
た

、
医

療
安

全
研

修
を

見
直

す
と

と
も

に
、

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
研

修
を

含
め

た
研

修
受

講
率

を
8
0
％

以
上

と
す

る
よ

う
努

め
る

。

医
療
安
全
管
理
委
員
会
を
月
1
回
開
催
し
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
集
計
・
分
析
報
告

を
も

と
に

病
院

に
お

け
る

安
全

管
理

に
必

要
な

調
査

を
行

い
、

対
策

（
検

体
ラ

ベ
ル

の
再

印
刷

禁
止

の
再

徹
底

、
輸

血
検

体
認

証
徹

底
の

た
め

の
カ

ル
テ

記
載

機
能

追
加

、
ア

ラ
ー

ム
対

応
の

徹
底

等
）

を
立

案
、

各
部

署
に

周
知

し
た

。
ま

た
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

術
前

・
術

後
指

示
の
運
用
、
院
内
の
緊
急
事
態
の
連
絡
・
対
応
シ
ス
テ
ム
）
を
改
訂
し
、
院
内
に
周
知
し
た
。

全
職

員
対

象
に

医
療

安
全

研
修

会
を

7
回

実
施

す
る

と
と

も
に

、
「

医
療

安
全

ポ
ケ

ッ
ト

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

テ
ス

ト
を
2
回
（
6
月
、
1
2
月
）
実
施
し
、
受
講
率
は
6
月
8
3
.
6
％
、
1
1
月
9
8
.
5
％
で
あ

っ
た

。
ま

た
、

「
医

療
安

全
ポ

ケ
ッ

ト
マ

ニ
ュ

ア
ル
」
の
見
直
し
を
実
施
、
第
2
版
を
作
成
・
配
布
し
、
医
療
安
全
へ
の
意
識
向
上
を
図
っ
た
。

退
院
支
援
チ
ー
ム
が
関
与
し
た
退
院
困
難
な
ケ
ー
ス
数

平
成
2
1
年
度

平
成
2
2
年
度

平
成
2
3
年
度

平
成
2
4
年
度

2
0
件

2
2
件

2
2
件

2
2
件

入
院
時
か
ら
地
域

ケ
ア

を
見

通
し

た
医

療
の
提
供
、

③
　

入
院

時
か

ら
地

域
ケ

ア
を

見
通

し
た

医
療

の
提

供
③

　
入

院
時

か
ら

地
域

ケ
ア

を
見

通
し

た
医

療
の

提
供

③
　

入
院

時
か

ら
地

域
ケ

ア
を

見
通

し
た

医
療

の
提

供

患
者

に
対

し
て

、
入

院
か

ら
退

院
後

の
地

域
に

お
け

る
ケ

ア
ま

で
、

切
れ

目
な

く
適

切
な

医
療

を
提

供
で

き
る

よ
う

、
医

療
連

携
を

扱
う

人
材

を
配

置
し

、
他
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
に
努

め
る

。
ま

た
、

連
携

医
療

機
関

等
と

の
定

期
的

な
情

報
交

換
を

進
め

、
良

好
で

継
続

的
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る
。

こ
の

た
め

、
退

院
支

援
チ

ー
ム

が
関

与
し

た
退

院
困

難
な

ケ
ー

ス
数

を
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

平
成
2
1
年
度
に
比
べ
5
％
以
上
増

加
さ

せ
る

。

　
患

者
に

対
し

て
、

入
院

か
ら

退
院

後
の

地
域

に
お

け
る

ケ
ア

ま
で

行
う

医
療

連
携

・
退

院
ケ

ア
チ

ー
ム

（
退

院
支

援
チ

ー
ム

）
の

充
実

を
図

り
、

平
成

2
4
年

度
は

退
院

支
援

チ
ー

ム
が

関
与

し
た

退
院

困
難

な
ケ

ー
ス

数
を

平
成

2
1
年

度
に

比
し

て
、

3
％

増
加

さ
せ

る
。

　
ま

た
、

重
複

の
障

害
を

も
つ

患
者

や
高

度
在

宅
医

療
を

必
要

と
す

る
患

者
・

家
族

へ
の

在
宅

移
行

支
援

を
推

進
す

る
。

退
院

支
援

チ
ー

ム
は

、
退

院
後

の
地

域
に

お
け

る
継

続
し

た
医

療
や
在

宅
ケ

ア
へ

の
適

切
な

移
行

を
支

援
す

る
た

め
に

、
医

療
連

携
室

員
お

よ
び

入
退

院
支

援
看

護
師

を
含

む
退

院
支

援
に

関
係

す
る

部
門

の
ス

タ
ッ

フ
に

よ
っ

て
、

ケ
ー

ス
ご

と
に

メ
ン

バ
ー

編
成

し
退

院
支

援
を

実
施

し
た

。
チ

ー
ム

は
、

主
に

高
度

在
宅

医
療

を
必

要
と

す
る

ケ
ー

ス
、

退
院

後
に

地
域

と
医

療
連

携
、

看
看

連
携

を
必

要
と

す
る

ケ
ー

ス
に

対
し

て
支

援
を

実
施

し
た

。
N
I
C
U
に

入
室

し
た

患
者

は
、

退
院

支
援

の
必

要
が

あ
る

か
否

か
を

知
る

た
め

に
、

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
シ

ー
ト

を
活

用
し

て
入

院
の

早
期

に
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

在
宅

医
療

ケ
ア

を
必

要
と

す
る

ケ
ー

ス
や

育
児

支
援

を
必

要
と

す
る

退
院

困
難

な
ケ

ー
ス

に
対

し
て

、
退

院
支

援
チ

ー
ム

を
発

足
し

対
応

し
た

。
関

与
し

た
退

院
支

援
ケ

ー
ス

で
実

際
に

退
院

に
至

っ
た

件
数

は
、

2
2
件

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

こ
れ

と
は

別
に

、
入

院
期

間
が

2
年

以
上

に
及

び
、

退
院

の
目

途
が

立
っ

て
い

な
い

6
件

を
対
象

に
し

て
家

族
や

関
連

医
療

機
関

・
療

育
機

関
へ

ア
プ

ロ
ー

チ
を

開
始
し
た
。

対
平
成
2
1
年
度
増
減

2
件

(
1
0
.
0
%
増
)

⑤
　

客
観

的
指

標
等

を
用

い
た

医
療

の
質

の
評

価
⑤

　
客

観
的

指
標

等
を

用
い

た
医

療
の

質
の

評
価

⑤
　

客
観

的
指

標
等

を
用

い
た

医
療

の
質

の
評

価

客
観

的
指

標
等

を
用

い
た

医
療

の
質

の
評

価
等

に
よ

り
、

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
良

質
か

つ
安

心
な

医
療

の
提
供
を
行
う
こ
と

。

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
良

質
か

つ
安

心
な

医
療

の
提

供
を

行
う

た
め

、
セ

ン
タ

ー
で

提
供

す
る

医
療

に
つ

い
て

の
客

観
的

指
標

等
を

開
発

し
、

そ
れ

を
用

い
た
質
の
評
価
を
試
行
す
る
。

　
病

院
機

能
評

価
の

受
審

に
つ

い
て

検
討

を
開

始
す

る
と

と
も

に
、

国
立

病
院

機
構

と
同

様
の

患
者

満
足

度
調

査
の

他
、

小
児

科
及

び
産

科
を

対
象

と
し

た
当

セ
ン

タ
ー

独
自

の
患

者
満

足
度

調
査

に
つ

い
て

も
引

き
続

き
実

施
し

、
調

査
結

果
に

つ
い

て
分

析
を

行
う

。

患
者

・
家

族
の

視
点

に
立

っ
た

医
療

の
提

供
に

つ
い

て
、

さ
ら

な
る
充

実
を

図
る

た
め

、
医

療
連

携
・

患
者

支
援

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
セ

ン
タ

ー
内

に
患

者
相

談
専

門
職

、
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

及
び

専
任

の
窓

口
対

応
職

員
を

加
え

た
常

設
の

相
談

窓
口

を
設

け
、

診
療

に
関

す
る

心
理

的
・

経
済

的
諸

問
題

な
ど

に
つ

い
て

の
相

談
に

応
じ

解
決

へ
の

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
相

談
受

付
電

話
に

つ
い

て
は

2
4
年

度
に

窓
口

を
一

本
化

し
、

院
内

外
か

ら
の

受
け

付
け

を
ス

ム
ー
ズ
に
し
た
。

ま
た

、
家

族
の

視
点

に
立

っ
た

よ
り

き
め

細
や

か
な

対
応

を
す

る
た

め
に

、
従

来
よ

り
実

施
し

て
い

る
患

者
満

足
度

調
査

を
、

よ
り

患
者

・
家

族
の

声
を

反
映

で
き

る
よ

う
調

査
対

象
者

を
拡

大
し

実
施

す
る

と
と

も
に

、
意

見
箱

を
設

置
し

、
意

見
等

に
対
す
る
改
善
策
の
実
践
と
、
改
善
事
項
の
掲
示
に
よ
り
患
者
等
へ
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
病
院
機
能
評
価
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
6
年
2
月
の
受
診
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

（
３

）
そ

の
他

医
療

政
策

の
一

環
と

し
て

、
セ

ン
タ

ー
で

実
施

す
べ

き
医

療
の

提
供

（
３

）
そ

の
他

医
療

政
策

の
一

環
と

し
て

、
セ

ン
タ

ー
　

　
で

実
施

す
べ

き
医

療
の

提
供

（
３

）
そ

の
他

医
療

政
策

の
一

環
と

し
て

、
セ

ン
タ

ー
で

実
施

す
べ

き
医

療
の

提
供

②
　

周
産

期
・

小
児

医
療

に
お

け
る

中
核

的
な

役
割

②
　

周
産

期
・

小
児

医
療

に
お

け
る

中
核

的
な

役
割

②
　

周
産

期
・

小
児

医
療

に
お

け
る

中
核

的
な

役
割

周
産

期
・

小
児

医
療

に
お

い
て

、
関

係
医

療
機

関
と

連
携

し
、

妊
産

婦
、

周
産

期
に

お
け

る
母

児
、

小
児

の
広

範
な

救
急

医
療

に
対

し
て

、
質

の
高

い
医

療
の

提
供

を
行
う
こ
と
。

周
産

期
医

療
に

お
い

て
、

関
係

医
療

機
関

が
連

携
し

て
分

娩
の

リ
ス

ク
に

応
じ

た
医

療
を

適
切

に
提

供
す

る
体

制
を

構
築

す
る

た
め

、
セ

ン
タ

ー
は

、
母

体
又

は
児

に
お

け
る

リ
ス

ク
の

高
い

妊
娠

に
対

す
る

医
療

、
高

度
な

新
生

児
医

療
、

地
域

医
療

機
関

か
ら

の
救

急
搬

送
の

受
入

れ
等

、
周

産
期

医
療

体
制

に
お

け
る
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
。

小
児

医
療

に
お

い
て

、
セ

ン
タ

ー
は

、
高

度
な

小
児

医
療

、
地

域
医

療
機

関
か

ら
の

救
急

搬
送

の
受

入
れ

等
、

小
児

救
急

医
療

体
制

に
お

け
る

中
核

的
な

役
割
を
果
た
す
。

M
F
I
C
U
（

母
体

胎
児

集
中

治
療

室
）

、
N
I
C
U
（

新
生

児
集

中
治

療
室

）
の

活
用

並
び

に
G
C
U
（

新
生

児
強

化
治

療
室

）
の

増
床

を
行

い
、

母
児

に
対

す
る

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

娠
を

よ
り

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
適

切
な

周
産

期
医

療
の

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

他
医

療
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
、

周
産

期
医

療
体

制
の

中
核

的
な

役
割

を
果

た
す

。
　

小
児

医
療

に
お

い
て

は
、

高
度

先
進

的
な

小
児

医
療

の
提

供
を

行
う

と
と

も
に

、
他

医
療

機
関

と
の

連
携

を
強

化
し

、
小

児
救

急
医

療
に

お
け

る
中

核
的

な
役

割
を

果
た

し
て

社
会

問
題

と
な

っ
て

い
る

小
児

救
急

医
療

体
制

の
強

化
を

図
る

。
ま

た
、

小
児

医
療

の
進

歩
に

よ
り

増
加

し
て

い
る

、
慢

性
的

な
病

態
を

抱
え

た
患

児
に

対
す

る
医

療
体

制
の

モ
デ

ル
構

築
に

向
け

て
検

討
を

開
始

す
る

。

１
．

周
産
期
医
療
の
提
供

　
　

G
C
U
（
新
生
児
強
化
治
療
室
）
1
2
床
の
増
床
を
行
い
、
平
成
2
5
年
5
月
に
総
合
周
産
期
セ
ン
タ
ー
の
認
可
を
受
け
、
M
F
I
C
U

　
（

母
体
胎
児
集
中
治
療
室
）
、
N
I
C
U
（
新
生
児
集
中
治
療
室
）
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
母
児
に
対

　
す

る
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
適
切
な
周
産
期
医
療
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
他
医
療
機
関
と
の
連

　
携

を
行
い
、
周
産
期
医
療
体
制
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

２
．

小
児
医
療
の
提
供

　
　

高
度
な
小
児
医
療
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
小
児
救
急
医
療
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

　
中

核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

・
救

急
患
者
数

　
　

平
成
2
4
年
度
は
、
3
2
,
9
7
5
名
の
小
児
救
急
患
者
を
診
療
し
、
3
,
5
9
8
台
の
救
急
車
搬
送
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
日
本
で
も

　
一

、
二
を
争
う
数
の
小
児
救
急
患
者
を
診
療
し
て
い
る
。
3
2
,
9
7
5
名
の
来
院
患
者
の
中
で
、
“
蘇
生
”
お
よ
び
“
緊
急
”

　
と

ト
リ
ア
ー
ジ
さ
れ
た
患
者
は
合
計
で
4
,
9
8
2
名
（
1
5
.
1
％
）
、
入
院
と
な
っ
た
患
者
は
4
,
2
0
4
名
（
1
2
.
7
％
）
で
、
こ
れ

　
ら

は
い
ず
れ
も
小
児
救
急
医
療
と
し
て
高
い
数
字
で
あ
り
、
緊
急
度
、
重
症
度
の
高
い
患
者
が
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

　
示

し
て
い
る
。

・
重

症
患
者
の
緊
急
“
迎
え
”
搬
送

　
　

他
院
か
ら
の
搬
送
要
請
に
応
え
て
、
緊
急
で
他
院
ま
で
“
搬
送
チ
ー
ム
”
を
派
遣
し
、
患
児
の
状
態
を
安
定
さ
せ
て
か

　
ら

当
院
ま
で
搬
送
転
院
さ
せ
る
と
い
う
緊
急
“
迎
え
”
搬
送
を
行
い
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
小
児
救
急
医
療
の

　
中

核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
平
成
2
4
年
度
は
9
4
名
の
重
傷
患
者
を
搬
送
し
、
平
成
2
3
年
度
の
4
0
名
か
ら
大
幅
に
増

　
加

し
た
。

・
東

京
都
こ
ど
も
救
命
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　

平
成
2
2
年
9
月
に
開
始
し
た
事
業
が
3
年
目
に
入
り
、
平
成
2
4
年
度
に
は
こ
の
事
業
に
則
っ
て
他
施
設
か
ら
6
0
2
名
の

　
患

者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
小
児
重
症
患
者
の
集
約
化
が
進
ん
で
い
る
。

・
地

域
医
療
機
関
と
連
携
し
た
初
期
救
急
医
療

　
　

平
成
2
3
年
6
月
よ
り
世
田
谷
区
医
師
会
と
協
定
を
結
び
、
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
小
児
科
医
3
名
が
当
院
と
協
力
し
て
夜

　
間

の
初
期
救
急
医
療
患
者
の
診
療
に
携
わ
っ
て
お
り
、
重
症
救
急
患
者
の
集
約
化
と
と
も
に
、
小
児
救
急
医
療
体
制
の
モ

　
デ

ル
を
構
築
し
て
い
る
。

子
ど

も
の

心
の

問
題

、
児

童
虐

待
、

発
達

障
害

等
に

対
応

す
る

医
療

体
制

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

全
国

の
拠

点
病
院
等
と
の

連
携

を
推

進
す

る
こ

と
。

①
　

子
ど

も
の

心
の

診
療

①
　

子
ど

も
の

心
の

診
療

①
　

子
ど

も
の

心
の

診
療

子
ど

も
の

心
の

問
題

、
児

童
虐

待
、

発
達

障
害

等
に

対
応

す
る

医
療

体
制

を
構

築
す

る
た

め
、

全
国

の
拠

点
病

院
等

と
連

携
し

て
、

情
報

収
集

及
び

発
信

、
専

門
家

派
遣

、
研

修
、

調
査

研
究

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

域
の

保
健

福
祉

関
係

機
関

と
連

携
し

、
心

の
問

題
の

症
例

に
対

す
る

モ
デ

ル
的

な
医

療
を

提
供
す
る
。

　
子

ど
も

の
心

の
診

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
に

参
加

し
て

い
る

地
域

及
び

病
院

と
の

連
携

を
密

に
し

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

医
師

や
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
に

対
し

て
研

修
を

行
う

。
　

ま
た

、
東

日
本

大
震

災
に

よ
り

被
災

し
転

出
を

余
儀

な
く

さ
れ

た
児

童
へ

の
心

の
ケ

ア
や

心
の

問
題

及
び

そ
の

支
援

の
あ

り
方

に
つ

い
て

研
修

や
提

言
を

行
う

。

子
ど
も
の
心
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
連
絡
会
議
を
2
回
行
っ
た
。
「

平
成

2
3
年

度
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

補
助

金
成

育
疾

患
克

服
次

世
代

育
成

基
盤

研
究

事
業

子
ど

も
の

心
の

診
療

拠
点

病
院
に

お
け

る
診

療
と

そ
の

シ
ス

テ
ム

の
効

果
的

あ
り

方
、

お
よ

び
多

職
種

人
材

育
成

に
関

す
る

研
究

(
研

究
代

表
者

奥
山

眞
紀

子
）

分
担

研
究

子
ど

も
の

心
の

診
療

お
よ

び
そ

の
拠
点
病
院
シ
ス
テ
ム
の
費
用
と
効
果
に
関
す
る
研
究
（
分
担
研
究
者

植
田
紀

美
子

）
」

に
よ

っ
て

事
業

全
体

の
評

価
が

な
さ

れ
た

が
、

当
該

事
業

に
お

け
る

目
標

値
を

設
け

る
こ

と
よ

り
病

院
ご

と
に

時
系

列
に

て
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
項

目
を

追
っ

て
い

く
こ

と
が

、
そ

の
時

点
で

の
患

者
動

向
や

子
ど

も
の

心
の

診
療

の
周

知
度

合
を

概
観

す
る

た
め

の
指

標
と

し
て

重
要

で
あ

る
と

の
研

究
結

果
を

う
け

、
研

究
の

調
査

項
目

を
参

考
に

当
該

事
業

と
し

て
各

拠
点

病
院

の
基

礎
デ

ー
タ

お
よ

び
事

業
項

目
を

調
査

す
る

こ
と

に
至

っ
た

。
平

成
2
3
年

度
分

よ
り

遡
り

調
査

を
行

っ
た

が
、

会
議
内

で
議

論
を

重
ね

た
結

果
、

研
究

で
の

調
査

項
目

に
加

え
、

子
ど

も
の

心
の

診
療

に
従

事
す

る
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
の

項
目

を
増

や
し

、
か

つ
事

業
項

目
を

整
理

し
、

再
度

調
査

す
る

こ
と

に
よ

り
本

事
業

が
地

域
で

ど
の

様
に

機
能

し
て

い
る

の
か

見
て

い
く

こ
と

と
な

っ
た

。
ま

た
、

当
該

事
業

の
普

及
お

よ
び

連
携

に
使
用
で
き
る
ツ
ー
ル
が
必
要
と
の
こ
と
か
ら
、
試
験
的
に
発
達
障
害
や
摂
食

障
害

が
診

療
で

き
る

医
療

機
関

M
A
P
や

市
内

の
子

ど
も
の
心
の
診
療
に
関
連
す
る
医
療
機
関
や
教
育
、
福
祉
機
関
な
ど
の
M
A
P
が
中

央
拠

点
病

院
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

、
作

成
で
き
な
い
か
検
討
中
で
あ
る
。

東
日

本
大

震
災

に
関

す
る

研
修

は
、

現
在

研
究

中
の

た
め

、
研

究
の
結

果
を

受
け

て
研

修
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
平

成
2
4

年
度

よ
り

開
始

さ
れ

た
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
モ

デ
ル

開
発

ナ
シ

ョ
ナ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

あ
る

、
“

慢
性

疾
患

を
も

つ
子

ど
も

の
う

つ
へ
の
ケ
ア
”
に
関
し
て
、
日
本
小
児
科
学
会
と
共
催
で
研
修
会
を
実
施
し
、
1
4
6
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

ま
た

、
中

央
拠

点
病

院
と

し
て

、
全

国
の

研
修

会
や

子
ど

も
の

心
の

診
療

に
関

す
る

情
報

を
メ

ー
ル

に
て

月
1
～
2
回
程

度
配

信
を
実
施
し
た
。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

３
．

人
材

育
成

に
関

す
る

事
項

３
．

人
材

育
成

に
関

す
る

事
項

３
．

人
材

育
成

に
関

す
る

事
項

３
．

人
材

育
成

に
関

す
る

事
項

　

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

（
１

）
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

活
躍

で
き

る
人

材
の

育
成

（
１

）
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

活
躍

で
き

る
人

材
の

育
成

（
１

）
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

活
躍

で
き

る
人

材
の

育
成

モ
デ

ル
的

な
研

修
及

び
講

習
の

実
施

及
び

普
及

に
努

め
る
こ
と
。

成
育

医
療

の
均

て
ん

化
の

推
進

を
目

的
と

し
て

、
成

育
医

療
に

携
わ

る
セ

ン
タ

ー
内

外
の

医
療

従
事

者
を

対
象

と
し

た
モ

デ
ル

研
修

等
を

企
画

・
実

施
す

る
。 こ

の
た

め
、

セ
ン

タ
ー

外
の

医
療

従
事

者
等

に
向

け
た

各
種

研
修

・
講

演
会

等
を

年
に

2
0
回

以
上

開
催

す
る
。

　
成

育
医

療
の

均
て

ん
化

の
推

進
を

目
的

と
し

て
、

成
育

医
療

に
携

わ
る

セ
ン

タ
ー

内
外

の
医

療
従

事
者

を
対

象
と

し
た

最
新

の
成

育
医

療
情

報
を

発
信

す
る

研
修

・
講

習
を

企
画

・
実

施
す

る
。

　
成

育
医

療
全

域
に

お
け

る
最

新
の

医
療

情
報

を
積

極
的

に
提

供
す

る
各

種
研

修
・

講
演

会
等

を
、

セ
ン

タ
ー

外
の

医
療

従
事

者
等

を
対

象
に

年
間

2
0
回

以
上

開
催

す
る

。

成
育

医
療

の
均

て
ん

化
の

推
進

を
目

的
と

し
て

、
成

育
医

療
に

携
わ
る

セ
ン

タ
ー

内
外

の
医

療
従

事
者

を
対

象
と

し
た

情
報

発
信

に
関

す
る

モ
デ

ル
研

修
等

を
年

2
4
回

企
画

・
実

施
し

た
。

臨
床

研
究

中
核

病
院

指
定

に
先

立
っ

て
、

U
C
S
F
の

T
a
k
a
y
a
m
a
教

授
と

ネ
ッ

ト
回

線
を

結
ん

で
D
e
s
i
g
n
i
n
g

C
l
i
n
i
c
a
l

R
e
s
e
a
r
c
h
に

つ
い

て
研

修
会

を
行

っ
た

。
2
0
1
2
/
9
/
1
～

1
2
/
1
1
に

合
計

7
回

実
施
し
、
の
べ
7
6
名
が
受
講
生
お
よ
び
メ
ン
タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
最

新
の

成
育

医
療

情
報

を
用

い
た

、
各

種
研
修

・
講

演
会

等
を

セ
ン

タ
ー

外
の

医
療

従
事

者
等

を
対

象
に

年
間
2
4
回
開
催
し
、
成
育
医
療
の
均
て
ん
化
を
推
進
し
た
。

人
材

育
成

は
、

セ
ン

タ
ー

が
医

療
政

策
を

牽
引

す
る

上
で

特
に

重
要

な
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
セ

ン
タ

ー
が

国
内

外
の

有
為

な
人

材
の

育
成

拠
点

と
な

る
よ

う
、

成
育

医
療

及
び

そ
の

研
究

を
推

進
す

る
に

あ
た

り
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

活
躍

で
き

る
人

材
の

育
成

を
行

う
と

と
も

に
、

成
育

医
療

に
対

す
る

研
究

・
医

療
の

専
門

家
（

看
護

師
、

薬
剤

師
等

の
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
部

門
も

含
む
。
）
の
育
成
を
積
極
的
に
行
う

。
セ

ン
タ

ー
で

の
研

修
・

人
材

育
成

に
つ

い
て

は
、

国
際
的
に
も
活
躍
で
き
る
人
材
の

輩
出

に
努

め
る

。
ま

た
、

関
係

学
会

や
都

道
府

県
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
医

療
の

地
域

へ
の

均
て

ん
化

に
資

す
る

地
域

の
指
導
者
の
育
成
に
努
め
る
。

　
研

究
所

は
成

育
医

療
研

究
に

お
け

る
優

れ
た

人
材

育
成

を
目

指
し

、
セ

ン
タ

ー
内

外
か

ら
長

期
的

か
つ

統
括

的
観

点
か

ら
幅

広
い

育
成

を
図

る
と

と
も

に
、

積
極

的
に

人
材

育
成

の
場

を
提

供
す

る
。

　
ま

た
、

病
院

は
成

育
医

療
に

精
通

し
た

先
駆

者
的

か
つ

リ
ー

ダ
ー

的
人

材
の

育
成

を
図

り
、

こ
れ

ら
人

材
を

全
国

に
輩

出
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

日
本

に
お

け
る

成
育

医
療

の
均

て
ん

化
を

推
進

す
る

。

病
院

で
は

成
育

医
療

研
修

会
を

通
じ

て
多

く
の

研
修

生
を

受
け

入
れ
た

。
医

師
、

薬
剤

師
、

看
護

師
、

栄
養

士
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
、

視
能

訓
練

士
等

に
つ

い
て

、
大

学
や

病
院

等
か

ら
幅

広
く

実
習

生
を

受
け

入
れ

、
成

育
医

療
に

関
す

る
育

成
を

積
極

的
に

行
っ

た
。

日
本

救
急

看
護

学
会

ト
リ

ア
ー

ジ
ナ

ー
ス

教
育

コ
ー

ス
、

小
児

看
護

専
門

看
護

師
教

育
課

程
，

理
学

療
法

士
学

生
臨

床
実

習
、

作
業

療
法

士
学

生
臨

床
実

習
、

言
語

聴
覚

療
法

士
学

生
臨

床
実

習
、

診
療

放
射

線
技

師
コ

ー
ス

の
研

修
生

を
受

け
入

れ
た

。
さ

ら
に

、
救

急
診

療
科

で
は

看
護

師
、

臨
床

工
学

技
士

、
救

急
救

命
士

に
対

し
て

、
多

数
の

シ
ナ

リ
オ

を
作

製
し

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

教
育

を
行

っ
た

。
東

京
医

療
セ

ン
タ

ー
お

よ
び

関
東

中
央

病
院

の
初

期
研

修
医

に
対
し
て
小
児
医
療
研
修
を
そ
れ
ぞ
れ
1
～
3
か
月
間
行
っ
た
。

平
成

2
4
年

度
は

留
学

期
間

延
長

1
件

、
新

規
申

請
2
件

の
審

査
を

行
い

、
い

ず
れ

も
優

秀
な

業
績

を
残

し
、

帰
国

後
の

セ
ン

タ
ー
の
貢
献
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
承
認
と
し
た
。
平
成
2
5
年
4
月
現
在
、
ト
ロ

ン
ト

大
学

に
2
名
、

ハ
ワ

イ
大

学
1
名
が

留
学

し
て
い
る
。
他
に
小
児
科
医
師
が
、
公
益
財
団
法
人

万
有
生
命
科
学
振
興
国
際

交
流

財
団

海
外

留
学

助
成

に
応

募
し

受
賞

、
平

成
2
5
年
6
月
よ
り
留
学
予
定
で
あ
る
。

（
２

）
モ

デ
ル

的
研

修
・

講
習

の
実

施
（

２
）

モ
デ

ル
的

研
修

・
講

習
の

実
施

（
２

）
モ

デ
ル

的
研

修
・

講
習

の
実

施
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

（
１

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

推
進

（
１

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

推
進

（
１

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

推
進

セ
ン

タ
ー

及
び

都
道

府
県

に
お

け
る

中
核

的
な

医
療

機
関

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

、
高

度
先

駆
的

医
療

の
普
及
及
び
医

療
の

標
準

化
に

努
め

る
こ
と
。

成
育

医
療

の
均

て
ん

化
等

の
た

め
、

国
や

都
道

府
県

の
中

核
的

医
療

機
関

等
と

の
連

携
の

も
と

、
情

報
交

換
、

技
術

助
言

等
を

行
う

と
と

も
に

、
標

準
的

医
療
等
の
普
及
を
図
る
。

　
国

内
全

域
の

中
核

的
医

療
機

関
等

と
の

診
療

科
を

超
え

た
継

続
的

な
連

携
と

協
力

を
保

ち
な

が
ら

、
最

新
情

報
や

技
術

を
セ

ミ
ナ

ー
等

に
お

い
て

全
国

に
発

信
・

公
開

す
る

こ
と

に
よ

り
、

確
固

た
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
維

持
を

図
る

。

臨
床

研
究

セ
ミ

ナ
ー

、
小

児
整

形
外

科
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

、
小

児
病
院

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

を
通

じ
て

、
標

準
的

医
療

等
の

普
及
を
図
っ
た
。

P
I
C
U
に

専
従

医
の

少
な

い
施

設
へ

診
療

支
援

を
行

い
、

標
準

的
な

医
療

が
当

院
以

外
で

も
行

わ
れ

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

作
り

を
平
成
2
2
年
度
か
ら
引
き
続
き
行
っ
て
い
る
。

看
護

部
で

は
、

日
本

小
児

総
合

医
療

施
設

協
議

会
看

護
部

長
部

会
の
下

に
専

門
領

域
で

活
動

す
る

看
護

師
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
作

っ
て

い
る

（
感

染
管

理
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

医
療

安
全

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
地

域
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

皮
膚

排
泄

ケ
ア

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
小
児
が
ん
看
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
小
児
周
術
期
看
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
小
児
集
中
治
療
看
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
。

耳
鼻

咽
喉

科
で

は
，

定
期

的
に

小
児

病
院

耳
鼻

咽
喉

科
の

合
同

カ
ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
成

育
、

千
葉

、
さ

い
た

ま
、

神
奈

川
）

を
行
い
、
都
立
ろ
う
学
校
（
大
塚
、
永
福
、
立
川
な
ど
）
と
定
期
的
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
て
い
る
。

消
費

者
庁

・
国

民
生

活
セ

ン
タ

ー
と

の
「

医
療

機
関

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
事

業
」

を
行

っ
て

お
り

、
事

故
情

報
の

収
集

を
行

い
、

再
発
防
止
対
策
の
作
成
に
役
立
て
て
い
る
。

ま
た

、
地

域
の

療
育

の
拠

点
で

あ
る

世
田

谷
区

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー
の

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
、

ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
と
定
期
的
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
て
い
る
。

小
児

炎
症

性
腸

疾
患

研
究

会
の

中
心

施
設

と
し

て
、

患
者

診
療

や
臨

床
研

究
の

連
携

を
都

道
府

県
を

越
え

て
推

進
し

て
い

る
。
ま
た
，
聴
力
測
定
技
術
講
習
会
や
補
聴
器
相
談
医
委
嘱
の
た
め
の
講
習
会
に
講
師
と
し
て
協
力
し
て
い
る
。

世
田

谷
区

医
師

会
と

の
協

定
に

よ
り

地
域

連
携

体
制

を
構

築
し

、
小
児

夜
間

・
休

日
診

療
に

地
域

の
開

業
医

等
３

名
が

当
セ

ン
タ

ー
の

小
児

夜
間

・
休

日
診

療
に

当
た

っ
て

い
る

。
ま

た
、

レ
ジ

デ
ン

ト
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、

世
田

谷
・

玉
川

区
医

師
会
と
の
協
定
に
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
医
師
が
地
域
の
開
業
医
で
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
の
医
師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
等
を
対
象
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
講
演
者
と
な
っ
て
以
下
の
懇
話
会
を
開
催
し
た
。

　
　
・
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
ん
で
い
る
新
し
い
医
療

　
　
・
小
児
の
V
P
D
（
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
疾
患
）
の
疫
学

　
　
・
小
児
が
ん
の
こ
ど
も
と
家
族

　
　
・
在
宅
人
工
呼
吸
器
を
使
用
す
る
子
ど
も
の
呼
吸
管
理

小
児

と
薬

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

室
を

新
設

し
、

全
国

の
小

児
医

療
機
関

等
か

ら
な

る
小

児
医

療
機

関
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

、
副

作
用

情
報

や
投

与
量

情
報

等
を

収
集

す
る

体
制

の
整

備
を

開
始

し
た

。
情

報
収

集
に

あ
た

っ
て

は
、

日
本

小
児

総
合

医
療

施
設

協
議

会
（

J
A
C
H
R
I
）

加
盟

施
設

等
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
人

的
・

機
能

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

基
盤

と
し
て
活
用
す
る
。
同
時
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
I
T
化
に
よ
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
と
情
報
処
理
環
境
整
備
を
実
現
す
る
。

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

４
．

医
療

の
均

て
ん

化
並

び
に

情
報

の
収

集
及

び
発

信
に

関
す

る
事

項
４

．
医

療
の

均
て

ん
化

と
情

報
の

収
集

･
発

信
に

関
す

る
事

項
４

．
医

療
の

均
て

ん
化

と
情

報
の

収
集

･
発

信
に

関
す

る
　

事
項

４
．

医
療

の
均

て
ん

化
と

情
報

の
収

集
･
発

信
に

関
す

る
事

項

（
２

）
情

報
の

収
集

・
発

信
（

２
）

情
報

の
収

集
・

発
信

（
２

）
情

報
の

収
集

・
発

信

情
報

発
信

に
あ

た
っ

て
は

、
医

療
従

事
者

や
患

者
・

家
族

が
成

育
医

療
に

関
し

て
信

頼
の

お
け

る
情

報
を

分
か

り
や

す
く

入
手

で
き

る
よ

う
、

国
内

外
の

成
育

医
療

に
関

す
る

知
見

を
収

集
、

整
理

及
び

評
価

し
、

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
診

断
及

び
治

療
法

等
に

つ
い

て
、

国
民

向
け
及
び
医
療
機

関
向

け
の

情
報

提
供

を
行
う
こ
と
。

成
育

疾
患

に
つ

い
て

、
医

療
従

事
者

や
患

者
・

家
族

が
信

頼
の

お
け

る
情

報
を

分
か

り
や

す
く

入
手

で
き

る
よ

う
、

国
内

外
の

知
見

の
定

期
的

な
収

集
、

整
理

及
び

評
価

体
制

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

セ
ン

タ
ー

の
行

っ
た

研
究

成
果

等
や

収
集

し
た

国
内

外
の

最
新

知
見

等
の

情
報

を
迅

速
か

つ
分

か
り

易
く

、
国

民
及

び
医

療
機

関
に

提
供

す
る

仕
組

み
を

構
築

す
る
。

　
成

育
疾

患
に

つ
い

て
、

医
療

従
事

者
や

患
者

・
家

族
が

信
頼

の
お

け
る

情
報

を
入

手
で

き
る

よ
う

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
等

を
通

じ
て

、
小

児
が

ん
等

の
最

新
の

治
療

方
法

及
び

研
究

成
果

を
公

開
す

る
等

、
国

内
外

の
最

新
知

見
等

の
医

療
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
日

本
語

版
・

英
語

版
の

セ
ン

タ
ー

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
充

実
を

図
る

。
　

成
育

疾
患

の
均

て
ん

化
の

た
め

、
平

成
2
3
年

度
ま

で
に

整
備

が
進

ん
だ

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
等

を
活

用
し

た
情

報
発

信
を

一
層

充
実

さ
せ

る
。

成
育

医
療

に
関

す
る

情
報

は
、

各
部

門
で

開
催

す
る

講
演

・
セ

ミ
ナ
ー

・
グ

ラ
ン

ド
ラ

ウ
ン

ド
等

を
通

じ
て

収
集

・
評

価
さ

れ
て
い
る
。

　
医
療
者
向
け
、
一
般
市
民
向
け
の
公
開
講
座
は
、
平
成
2
4
年
に
1
1
回
の
開
催
実
績
が
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
の
W
e
b
サ
イ
ト
内
で
、
平
成
2
4
年
度
W
e
b
サ
イ
ト
の
年
間
ペ
ー
ジ

更
新

数
1
,
0
7
3
件
（

前
年

度
比

3
2
減

）
と

、
引

き
続

き
最

新
情

報
の

積
極

的
提

供
を

推
進

し
た

結
果

、
サ

イ
ト

全
体

の
平

均
ペ

ー
ジ

ビ
ュ

ー
は

4
7
,
0
8
0
件

／
日

（
前

年
度

比
2
.
4
9

倍
）

で
あ

っ
た

。
年

度
後

半
の

「
無

侵
襲

的
出

生
前

遺
伝

学
的

検
査

」
に

つ
い

て
の

豊
富

な
情

報
発

信
が

ア
ク

セ
ス

数
の

伸
び

に
貢

献
し

た
。

最
新

知
見

等
を

情
報

発
信

す
る

専
門

的
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と

し
て

は
、

小
児

が
ん

情
報

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
子

ど
も

の
心

の
診
療
拠
点
病
院
事
業
等
の
サ
イ
ト
が
あ
り
、
各
分
野
の
専
門
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

新
た

な
広

報
戦

略
を

図
る

た
め

の
広

報
戦

略
部

を
設

置
し

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

つ
い

て
、

大
幅

に
見

直
し

を
行

い
製

作
し

た
。 メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

は
2
4
年

度
に

は
1
1
本

配
信

し
、

配
信

先
は

4
8
0
（

前
年

比
3
8
増

）
、

す
こ

や
か

ジ
ャ

ー
ナ

ル
は

1
2
本

配
信

し
、

配
信
先
は
1
,
8
5
9
（
前
年
比
7
6
増
）
で
あ
っ
た
。

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
機

器
の

管
理

を
情

報
管

理
部
が

担
当

し
て

、
各

部
署

が
手

軽
に

利
用

で
き

る
よ

う
な

環
境

を
整

え
た

結
果

、
毎

週
1
回

程
度

の
利

用
実

績
が

定
着

し
、

装
置

の
予

約
を

伴
っ

た
利

用
は

、
平

成
2
3
年

度
の

1
1
件

に
対

し
、

平
成
2
4
年
度
は
4
8
件
と
増
加
し
て
い
る
。

医
師

・
小

学
校

教
師

・
療

育
関

係
者

・
難

聴
児

家
族

を
対

象
に

軽
・
中

等
度

難
聴

児
へ

の
支

援
や

補
聴

器
装

用
の

必
要

性
な

ど
に

関
す
る
第
2
回
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
、
院
外
か
ら
大
勢
の
参
加
者
が
集
ま
り
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

５
．

国
へ

の
政

策
提

言
に

関
す

る
事

項
５

．
国

へ
の

政
策

提
言

に
関

す
る

事
項

５
．

国
へ

の
政

策
提

言
に

関
す

る
事

項
５

．
国

へ
の

政
策

提
言

に
関

す
る

事
項

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

医
療

政
策

を
よ

り
強

固
な

科
学

的
根

拠
に

基
づ

き
、

か
つ

、
医

療
現

場
の

実
態

に
即

し
た

も
の

に
す

る
た

め
、
科
学
的
見

地
か

ら
専

門
的

提
言

を
行

う
こ
と
。

我
が

国
に

お
い

て
、

医
療

政
策

の
企

画
が

よ
り

強
固

な
科

学
的

裏
づ

け
を

持
ち

、
か

つ
、

実
情

に
即

し
た

も
の

に
な

る
よ

う
、

国
と

連
携

し
つ

つ
、

担
当

領
域

に
お

い
て

事
業

に
取

り
組

む
中

で
明

ら
か

と
な

っ
た

課
題

の
解

決
策

等
に

つ
い

て
、

科
学

的
見

地
か

ら
専

門
的

提
言

を
行
う
。

成
育

疾
患

に
お

い
て

、
事

業
に

取
り

組
む

中
で

明
ら

か
と

な
っ

た
課

題
の

収
集

・
分

析
に

引
き

続
き

取
り

組
む

と
と

も
に

、
関

連
医

療
機

関
及

び
学

会
等

と
協

力
し

、
科

学
的

見
地

か
ら

専
門

的
提

言
を

行
う

。

平
成

2
4
年

度
に

お
い

て
、

成
育

疾
患

に
関

す
る

研
究

に
精

力
的

に
取

り
組

ん
だ

。
特

に
長

年
に

わ
た

り
国

立
成

育
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
が

独
自

に
行

っ
て

き
た

コ
ホ

ー
ト
研

究
の

資
産

を
有

効
活

用
し

、
ゲ

ノ
ム

及
び

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
解

析
に

よ
る

成
育

疾
患

の
解

析
を

精
力

的
に

行
っ

た
。

こ
れ

ら
の

ゲ
ノ
ム

解
析

お
よ

び
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

解
析

は
、

本
セ

ン
タ

ー
で

行
う

遺
伝

子
治

療
や

再
生

医
療

に
貢

献
で

き
た

。
ま

た
、

追
随

す
る

他
の
医

療
機

関
の

遺
伝

子
治

療
や

再
生

医
療

の
貴

重
な

参
考

デ
ー

タ
と

し
て

活
用

、
あ

る
い

は
厚

生
労

働
行

政
の

指
針

等
に

活
用

で
き
る

。
本

研
究

に
よ

り
そ

れ
ら

の
基

盤
を

確
立

し
、

再
生

医
療

に
か

か
る

法
律

制
定

に
向

け
た

政
策
提
言
に
資
す
る
科
学
的
見
地
を
提
示
で
き
た
。

　
国

が
行
う
i
P
S
・
E
S
細
胞
の
承
認
や
治
療
に
関
す
る
委
員
会
に
参
画
し
、
専
門
的
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
小

児
慢
性
特
定
疾
患
事
業
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
日
本
小
児
学
会
と
協
力
し
て
見
直
し
作
業
に
貢
献
し
た
。

６
．

そ
の

他
我

が
国

の
医

療
政

策
の

推
進

等
に

関
す

る
事

項
６

．
そ

の
他

我
が

国
の

医
療

政
策

の
推

進
等

に
関

す
る

事
項

６
．

そ
の

他
我

が
国

の
医

療
政

策
の

推
進

等
に

関
す

る
　

事
項

６
．

そ
の

他
我

が
国

の
医

療
政

策
の

推
進

等
に

関
す

る
事

項

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

（
２

）
国

際
貢

献
（

２
）

国
際

貢
献

（
２

）
国

際
貢

献
（

２
）

国
際

貢
献

我
が

国
に

お
け

る
成

育
医

療
の

中
核

的
機

関
と

し
て
、
そ
の
特
性

に
応

じ
た

国
際

貢
献

を
行
う
こ
と
。

研
究

成
果

の
諸

外
国

へ
の

発
表

、
外

国
人

研
究

者
等

の
受

入
れ

や
技

術
支

援
等

、
成

育
医

療
分

野
に

お
け

る
我

が
国

の
中

核
的

機
関

と
し

て
求

め
ら

れ
る

国
際
貢
献
を
行
う
。

　
国

際
共
同
研
究
を
推
進
す
る
た
め
米
国
の
C
h
i
l
d
r
e
n
'
s
 
N
a
t
i
o
n
a
l
 
M
e
d
i
c
a
l
 
C
e
n
t
e
r

（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
h
i
l
d
r
e
n
s
n
a
t
i
o
n
a
l
.
o
r
g
/
r
e
s
e
a
r
c
h
/
O
u
r
R
e
s
e
a
r
c
h
/
）

と
の

協
議
を
開
始
し
た
。
英
文
論
文
数
は
2
2
4
件
と
過
去
最
高
で
あ
っ
た
前
年
に
比
し
て
も
1
1
件
増
加
し
た
。
I
F
3
0
以
上
の
雑
誌

へ
の

原
著
論
文
が
4
編
で
あ
っ
た
(
平
成
2
2
年
度
、
2
3
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
1
編
）
こ
と
な
ど
内
容
と
し
て
も
充
実
し
て
い
た
。
平
成

2
4
年
度
に
研
究
所
で
受
け
入
れ
た
外
国
人
研
究
者
の
数
は
、
1
5
名
で
あ
っ
た
。

　
医

療
連
携
・
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
平
成
2
3
年
度
に
設
置
し
た
医
療
連
携
開
発
室
を
基
点
と
し
て
成
育
医
療
に
お
け
る
渉

外
、

外
事
を
担
う
機
能
を
開
始
し
た
。
渉
外
活
動
と
し
て
、
海
外
研
修
者
受
け
入
れ
に
関
連
す
る
連
絡
業
務
を
行
い
、
2
4
年
度

に
6
か

月
の
長
期
の
海
外
研
修
生
1
名
の
受
け
入
れ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
受
診
希
望
や
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ

ン
の
依
頼
に
つ
い
て
英
語
対
応
が
可
能
な
事
務
職
員
を
複
数
配
置
し
、
速
や
か
な
連
絡
・
調
整
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

　
2
4
年
度
に
海
外
か
ら
診
療
を
依
頼
さ
れ
た
件
数
は
、
2
3
年
度
の
6
件
に
対
し
て
4
1
件
と
大
幅
に
増
加
し
た
（
問
い
合
わ
せ
の
国

は
、

ロ
シ
ア
・
グ
ル
ジ
ア
・
ア
ル
ゼ
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
中
国
な
ど
で
あ
っ
た
）
。
案
件
ご
と
に
頻
繁
な
情
報
の

や
り

取
り
が
行
わ
れ
た
が
、
実
際
の
診
療
件
数
は
1
件
（
肝
移
植
）
で
あ
っ
た
。

　
平

成
2
5
年
3
月
に
北
京
日
中
友
好
病
院
と
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。

（
１

）
公

衆
衛

生
上

の
重

大
な

危
害

へ
の

対
応

（
１

）
公

衆
衛

生
上

の
重

大
な

危
害

へ
の

対
応

（
１

）
公

衆
衛

生
上

の
重

大
な

危
害

へ
の

対
応

（
１

）
公

衆
衛

生
上

の
重

大
な

危
害

へ
の

対
応

公
衆

衛
生

上
重

大
な

危
害

が
発

生
し

又
は

発
生

し
よ

う
と

し
て

い
る

場
合

に
は

、
国

の
要

請
に

応
じ

、
迅
速
か
つ
適
切

な
対

応
を

行
う

こ
と

。

国
の

要
請

に
応

じ
て

、
国

内
外

の
公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

害
が

発
生

し
又

は
発

生
し

よ
う

と
し

て
い

る
場

合
に

は
、

迅
速

か
つ

適
切

な
対

応
を

行
う

。
ま

た
そ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
準
備

す
る

。

　
セ

ン
タ

ー
内

の
危

機
管

理
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
災

害
対

応
）

の
更

新
を

行
う

。
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
災

害
対

応
）

の
改

訂
を

行
う

と
と

も
に

、
災

害
想

定
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
院

内
全

体
で

反
復

し
、
セ
ン
タ
ー
内
の
危
機
管
理
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

D
M
A
T
隊

を
保

有
し

運
用

し
て

お
り

、
常

設
は

小
児

専
門

施
設

と
し

て
は

全
国

唯
一

で
あ

る
。

他
隊

が
携

行
し

な
い

小
児

用
資

機
材
を
常
備
し
て
小
児
災
害
医
療
へ
対
応
し
重
篤
小
児
患
者
を
救
命
す
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

災
害

時
に

全
国

の
小

児
専

門
施

設
お

よ
び

小
児

診
療

に
熟

練
し

た
救
急

施
設

の
病

床
状

況
を

一
括

把
握

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
東

日
本

大
震

災
時

に
稼

働
さ

せ
た

後
も

維
持

し
て

お
り

、
災

害
時

に
重

篤
小

児
患

者
の

域
外

搬
出

先
の

選
定

を
支

持
す

る
情

報
提
供
を
可
能
と
し
て
い
る
。

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
を

始
め

と
し

た
感

染
症

の
発

生
に

適
切

に
対
応

す
る

た
め

、
感

染
防

御
の

実
習

を
反

復
す

る
と

と
も

に
、
感
染
症
患
者
の
院
外
搬
送
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
を
通
し
て
、
事
象
発
生
時
の
診
療
体
制
を
整
備
し
た
。

　
研

究
成

果
を

諸
外

国
に

発
信

す
る

た
め

英
文

で
の

論
文

、
海

外
で

の
研

究
発

表
、

海
外

と
の

共
同

研
究

を
行

う
。

　
ま

た
、

外
国

人
研

究
者

等
の

受
入

れ
を

行
う

。
　

海
外

か
ら

の
入

院
・

治
療

の
紹

介
及

び
依

頼
に

対
応

す
る

た
め

、
諸

外
国

と
の

英
語

に
よ

る
連

携
対

応
窓

口
の

整
備

に
努

め
る

。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

１
．

効
率

的
な

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

１
．

効
率

的
な

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

１
．

効
率

的
な

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

１
．

効
率

的
な

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

第
３

　
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
第

２
　

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

取
る

べ
き

措
置

第
２

　
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
　

　
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置
第

２
　

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

取
る

べ
き

措
置

①
　

副
院

長
複

数
制

の
導

入
①

　
副

院
長

複
数

制
の

導
入

①
　

副
院

長
複

数
制

の
導

入

特
命

事
項

を
担

う
副

院
長

の
設

置
を

可
能

と
す

る
と

と
も

に
、

副
院

長
の

役
割

と
院

内
で

の
位

置
付

け
を
明
確
化
す
る
。

　
平

成
2
2
年

度
に

設
置

し
た

特
命

事
項

を
担

う
副

院
長

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
そ

の
体

制
を

維
持

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

特
命

事
項

を
担

う
副

院
長

が
必

要
か

の
検

討
を

行
う

。

適
切

か
つ

効
率

的
な

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

資
す

る
た

め
、

特
命

事
項
を

担
う

副
院

長
複

数
制

を
強

化
す

る
こ

と
と

し
、

従
来

の
「

看
護

・
環

境
整

備
」

に
「

入
院

診
療

（
除

周
産

期
）

」
、

「
教

育
・

研
究

・
外

来
診

療
」

、
「

経
営

・
財

務
」

、
「

医
療

安
全
・
入
院
診
療
（
周
産
期
）
」
の
担
当
を
加
え
、
５
人
体
制
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
平
成
2
5
年
4
月
1
日
か
ら
配
置
）
。

（
１

）
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制
（

１
）

効
率

的
な

業
務

運
営

体
制

（
１

）
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制

業
務

の
質

の
向

上
及

び
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
強

化
を

目
指

し
、

か
つ

、
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制
と

す
る

た
め

、
定

期
的

に
事

務
及

び
事

業
の

評
価

を
行

い
、

役
割

分
担

の
明

確
化

及
び

職
員

の
適

正
配

置
等

を
通

じ
、

弾
力

的
な

組
織
の
再
編
及

び
構

築
を

行
う

こ
と

。

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

使
命

を
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

組
織

内
の

企
画

立
案

、
調

整
、

分
析

機
能

を
高

め
る

と
と

も
に

、
人

的
・

物
的

資
源

を
有

効
に

活
用

し
、

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

強
化

を
目

指
し

た
体

制
を

構
築
す
る
。

さ
ら

に
セ

ン
タ

ー
の

使
命

に
応

じ
て

、
よ

り
効

率
的

に
成

果
を

生
み

出
せ

る
よ

う
、

各
部

門
の

再
編

を
行
う
。

　
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
強

化
及

び
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
使

命
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

平
成

2
3
年

度
に

見
直

し
を

行
っ

た
組

織
配

置
に

よ
り

、
組

織
内

の
企

画
立

案
、

調
整

、
分

析
機

能
を

高
め

る
と

と
も

に
、

セ
ン

タ
ー

の
使

命
に

応
じ

て
、

よ
り

効
率

的
に

成
果

を
生

み
出

せ
る

よ
う

に
運

営
を

行
う

。

セ
ン

タ
ー

の
使

命
で

あ
る

研
究

・
医

療
等

の
充

実
に

真
に

資
す

る
事
業

計
画

策
定

や
的

確
か

つ
迅

速
な

意
思

決
定

等
を

行
う

こ
と
、
及
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
以
下
の
事
項
を
考
慮
し
つ
つ
、
引
き
続
き
適
切
な
運
営
を
行
っ
た
。

　
・
　
理
事
会
規
程
を
整
備
し
て
理
事
会
を
設
置
し
、
法
人
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
理
事
会
の
議
事

　
　
を
経
た
上
で
執
行

　
・
　
理
事
は
、
セ
ン
タ
ー
の
外
部
よ
り
病
院
・
企
業
等
の
経
営
・
運
営
の
経
験
及
び
実
績
が
あ
る
、
又
は
会
計
に

　
　
関
す
る
経
験
、
実
績
を
有
す
る
人
材
を
引
き
続
き
採
用

　
・
　
理
事
会
の
他
に
、
各
部
門
の
責
任
者
等
で
構
成
す
る
執
行
役
員
会
議
を
設
置
し
、
理
事
会
決
定
事
項
を
各
部

　
　
門
に
お
い
て
適
切
に
遂
行

　
・
　
理
事
長
直
属
の
企
画
戦
略
室
を
設
置
し
、
理
事
長
の
企
画
・
立
案
等
を
具
体
的
に
実
行
に
移
す

　
・
　
監
事
に
よ
る
法
人
業
務
の
適
切
な
監
査
と
と
も
に
、
監
査
室
を
設
置
し
専
任
の
職
員
を
配
置
。
ま
た
、
監
事

　
　
は
そ
の
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
理
事
会
で
意
見
を
述
べ
、
法
人
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
調
査

　
　
等
を
行
う

総
人

件
費

に
つ

い
て

は
、

技
能

職
の

退
職

後
非

常
勤

職
員

へ
の

切
替
を

行
う

一
方

で
、

地
域

医
療

計
画

を
踏

ま
え

た
小

児
救

急
医

療
、

周
産

期
医

療
等

へ
の

対
応

に
伴

う
人

材
確

保
の

他
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
、

医
療

安
全

の
確

保
及

び
患

者
の

処
遇
の
改
善
等
に
も
留
意
し
つ
つ
、
必
要
な
人
材
確
保
を
行
っ
た
。

　
総
人
件
費
は
平
成
2
4
年
度
7
0
.
6
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
2
1
年
度
比
で
2
4
.
5
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

今
般

の
人

件
費

の
増

加
は

、
周

産
期

医
療

を
始

め
と

す
る

成
育

医
療
に

関
す

る
高

度
先

駆
的

医
療

の
開

発
・

普
及

・
提

供
の

人
材
確
保
な
ど
、
N
C
の
役
割
を
着
実
に
果
た
す
た
め
に
、
医
師
・
看
護
師
等
の
増
員
等
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
後

の
対

応
と

し
て

、
引

き
続

き
、

技
能

職
の

退
職

後
不

補
充

等
に
よ

り
、

事
務

・
技

能
職

の
人

件
費

の
更

な
る

削
減

に
努

め
る

。
ま

た
、

救
急

医
や

産
科

医
の

適
切

な
配

置
等

に
よ

り
病

院
収

支
の

更
な

る
向

上
に

努
め

、
外

部
研

究
費

等
の

獲
得

に
つ

い
て

も
努

力
す

る
。

研
究

体
制

の
強

化
に

つ
い

て
も

、
治

験
・

臨
床

研
究

の
数

や
研

究
成

果
等

に
つ

い
て

、
国

民
に

対
す

る
説

明
責
任
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
。

な
お

、
現

在
政

府
と

し
て

研
究

開
発

法
人

の
創

設
が

検
討

さ
れ

て
い
る

こ
と

や
、

独
立

行
政

法
人

等
の

人
件

費
の

在
り

方
に

係
る

議
論

も
踏

ま
え

、
そ

の
方

向
性

を
注

視
し

な
が

ら
、

国
策

と
し

て
の

研
究

を
担

う
当

セ
ン

タ
ー

が
、

よ
り

一
層

の
成

果
を

発
揮
で
き
る
よ
う
、
研
究
・
病
院
部
門
の
人
件
費
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

人
件

費
率

に
つ

い
て

は
平

成
2
4
年

度
実

績
は

3
7
.
7
％

と
な

り
、

平
成

2
3
年

度
実

績
3
8
.
8
％

に
対

し
1
.
2
％

の
減

と
な

っ
て

い
る

。

総
人

件
費

に
つ

い
て

は
、

セ
ン

タ
ー

の
果

た
す

べ
き

役
割

の
重

要
性

を
踏

ま
え

つ
つ

、
簡

素
で

効
率

的
な

政
府

を
実

現
す

る
た

め
の

行
政

改
革

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

1
8
年

法
律

第
4
7
号

）
や

「
経

済
財

政
運

営
と

構
造
改
革
に
関
す

る
基

本
方

針
2
0
0
6
」

（
平
成

1
8
年

7
月

7
日
閣
議
決
定

）
に

基
づ

い
て

人
件

費
改

革
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
給

与
水

準
に

関
し

て
国

民
の

理
解

が
十

分
得

ら
れ

る
よ

う
必

要
な

説
明

や
評

価
を

受
け

る
も

の
と

す
る
こ
と
。

そ
の

際
、

併
せ

て
、

医
療

法
（

昭
和

2
3
年

法
律

第
2
3

号
）

及
び

診
療

報
酬

上
の

人
員

基
準

に
沿

っ
た

対
応

を
行

う
こ

と
は

も
と

よ
り

、
国

の
制

度
の

創
設

や
改

正
に

伴
う

人
材

確
保

も
含

め
高

度
先

駆
的

医
療

の
推

進
の

た
め

の
対

応
や

医
療

安
全

を
確

保
す

る
た

め
の

適
切

な
取

組
を
行
う
こ
と
。

ま
た

、
独

立
行

政
法

人
に

関
す

る
制

度
の

見
直

し
の

状
況
を
踏
ま
え
適

切
な

取
組

み
を

行
う

こ
と
。

総
人

件
費

に
つ

い
て

は
、

セ
ン

タ
ー

の
果

た
す

べ
き

役
割

の
重

要
性

を
踏

ま
え

つ
つ

、
簡

素
で

効
率

的
な

政
府

を
実

現
す

る
た

め
の

行
政

改
革

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

1
8
年

法
律

第
4
7
号

）
に

基
づ

き
平

成
2
2
年

度
に

お
い

て
１

％
以

上
を

基
本

と
す

る
削

減
に

取
り

組
み

、
「

経
済

財
政

運
営

と
構

造
改

革
に

関
す

る
基

本
方

針
2
0
0
6
」

（
平

成
1
8
年

7
月

7
日

閣
議

決
定

）
に

基
づ

き
、

人
件

費
改

革
の

取
組

を
平

成
2
3
年

度
ま

で
継

続
す

る
と

と
も

に
、

給
与

水
準

に
関

し
て

国
民

の
理

解
が

十
分

得
ら

れ
る

よ
う

必
要

な
説

明
や

評
価
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

そ
の

際
、

併
せ

て
、

医
療

法
（

昭
和

2
3
年

法
律

第
2
3
号

）
及

び
診

療
報

酬
上

の
人

員
基

準
に

沿
っ

た
対

応
を

行
う

こ
と

は
も

と
よ

り
、

国
の

制
度

の
創

設
や

改
正

に
伴

う
人

材
確

保
も

含
め

高
度

先
駆

的
医

療
の

推
進

の
た

め
の

対
応

や
医

療
安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
適
切
な
取
組
を
行
う
。

ま
た

、
独

立
行

政
法

人
に

関
す

る
制

度
の

見
直

し
の
状
況
を
踏
ま
え
適
切
な
取
組
み

を
行

う
。

②
　

事
務

部
門

の
改

革
②

　
事

務
部

門
の

改
革

②
　

事
務

部
門

の
改

革

事
務

部
門

に
つ

い
て

は
、

配
置

を
見

直
し

、
効

率
的
・
効
果
的
な
運
営
体
制
と
す
る

。
　

事
務

部
門

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
3
年

度
途

中
に

見
直

し
た

配
置

に
よ

り
、

さ
ら

な
る

効
率

的
・

効
果

的
な

運
営

に
努

め
る

。
業
務
内
容
に
応
じ
た
4
部
門
（
総
務
部
、
人
事
部
、
企
画
経
営
部
、
財
務
経
理

部
）

に
よ

り
、

引
き

続
き

責
任

の
明

確
化

と
効

率
的
な
運
営
を
図
っ
た
。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

②
共

同
購

入
等

に
よ

る
医

薬
品

医
療

材
料

等
購

入
費

用
の

適
正

化
②

　
材

料
費

の
節

減
②

　
材

料
費

の
節

減
②

　
材

料
費

の
節

減

医
薬

品
医

療
材

料
等

の
購

入
方

法
、

契
約

単
価

の
見
直
し
に
よ
り
、
材
料
費
率
の
抑

制
に

努
め

る
。

　
材

料
費

率
の

抑
制

を
図

る
た

め
、

医
薬

品
及

び
医

療
材

料
の

共
同

購
入

を
行

う
と

と
も

に
、

同
種

同
効

医
薬

品
の

整
理

な
ど

、
使

用
医

薬
品

の
集

約
に

一
層

取
り

組
む

。
さ

ら
に

在
庫

定
数

の
見

直
し

な
ど

在
庫

管
理

の
適

正
化

を
推

進
し

費
用

の
節

減
を

図
る

。

１
．

医
薬
品
等
の
共
同
購
入

医
薬

品
、

検
査

試
薬

及
び

医
療

材
料

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
4
年

度
よ
り

Ｎ
Ｃ

に
加

え
独

立
行

政
法

人
国

立
病

院
機

構
と

と
も

に
共

同
入
札
を
行
い
、
共
同
購
入
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
購
入
を
行
っ
た
。

セ
ン

タ
ー

の
特

性
や

機
能

を
考

慮
し

た
運

営
方

針
に

応
じ

、
職

員
の
適

正
配

置
を

行
う

等
に

よ
り

診
療

報
酬

上
の

上
位

基
準

取
得

等
を

図
る

と
と

も
に

、
人

件
費

及
び

材
料

費
等

に
係

る
コ

ス
ト

縮
減

に
努

め
る

こ
と

に
よ

り
、

全
体

と
し

て
収

支
改

善
を

推
進

し
た
。

結
果

と
し

て
、

経
常

収
支

は
7
9
9
百

万
円

の
黒

字
、

経
常

収
支

率
は

1
0
3
.
5
％

と
な

り
、

平
成

2
2
年

度
以

降
３

期
連

続
の

黒
字

を
達
成
し
た
。

①
給

与
水

準
に

つ
い

て
、

セ
ン

タ
ー

が
担

う
役

割
に

留
意

し
つ

つ
、

適
切

な
給

与
体

系
と

な
る

よ
う

見
直

し
①

　
給

与
制

度
の

適
正

化
①

　
給

与
制

度
の

適
正

化
①

　
給

与
制

度
の

適
正

化

給
与

水
準

等
に

つ
い

て
は

、
社

会
一

般
の

情
勢

に
適

合
す

る
よ

う
、

民
間

の
従

業
員

の
給

与
等

を
踏

ま
え

、
業

務
の

内
容

・
実

績
に

応
じ

た
も

の
と

な
る

よ
う
見
直
す
。

　
給

与
水

準
等

に
つ

い
て

は
、

社
会

一
般

の
情

勢
に

適
合

す
る

よ
う

、
民

間
の

従
業

員
の

給
与

等
を

踏
ま

え
、

業
務

の
内

容
・

実
績

に
応

じ
た

も
の

と
な

る
よ

う
更

に
検

討
を

行
う

。

職
員

給
与

に
お

け
る

基
本

給
に

つ
い

て
、

独
法

移
行

を
機

に
職

務
給
の

原
則

に
従

い
、

国
時

代
の

特
徴

で
あ

る
年

功
的

要
素

の
影

響
を

抑
制

す
る

こ
と

と
し

、
一

般
職

員
に

つ
い

て
若

年
層

の
給

与
水

準
は

変
え

ず
、

民
間

の
給

与
水

準
を

勘
案

し
て

中
高

年
の
年
功
的
な
給
与
水
準
を
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
と
す
る
等
、
給
与
制
度
を
見
直
し
、
そ
の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

ま
た

、
「

国
家

公
務

員
の

給
与

改
定

及
び

臨
時

特
例

に
関

す
る

法
律

」
と

同
水

準
の

給
与

改
定

を
平

成
2
4
年
5
月
と

9
月

に
役

員
及
び
管
理
職
を
対
象
に
実
施
し
た
。

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

セ
ン

タ
ー

の
効

率
的

な
運

営
を

図
る

た
め

、
以

下
の

取
組
を
進
め
る

こ
と

。
（

２
）

効
率

化
に

よ
る

収
支

改
善

（
２

）
効

率
化

に
よ

る
収

支
改

善
（

２
）

効
率

化
に

よ
る

収
支

改
善

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

使
命

を
果

た
す

た
め

の
経

営
戦

略
や

毎
年

の
事

業
計

画
を

通
じ

た
経

営
管

理
に

よ
り

収
支

相
償

の
経

営
を

目
指

す
こ

と
と

し
、

５
年

間
を

累
計

し
た

損
益

計
算

に
お

い
て

、
経

常
収

支
率

を
1
0
0
％
以
上
と
な
る
よ
う
経
営

改
善

に
取

り
組

む
。

　
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
使

命
を

果
た

す
た

め
の

経
営

戦
略

や
事

業
計

画
を

通
じ

た
経

営
管

理
に

よ
り

平
成

2
4
年

度
の

損
益

計
算

に
お

い
て

、
経

常
収

支
率

を
1
0
1
％

以
上

と
す

る
よ

う
経

営
改

善
に

取
り

組
む

。

【
後

発
医
薬
品
採
用
率
】

・
品
目
ベ
ー
ス
　
　
　
　
平
成
2
3
年
度
　
1
1
.
2
％
　
→
　
平
成
2
4
年
度
　
　
1
1
.
3
％

【
共

同
入
札
の
品
目
数
及
び
割
合
】

・
医
 
薬
 
品
：
　
8
,
3
2
4
品
目
（
総
契
約
品
目
数
　
8
,
4
5
8
品
目
）
　
9
8
.
4
％
　
（
平
成
2
3
年
度
　
9
8
.
6
％
）

・
検
査
試
薬
：
　
3
,
0
7
2
品
目
（
総
契
約
品
目
数
　
3
,
0
7
7
品
目
）
　
9
9
.
8
％
　
（
平
成
2
3
年
度
　
9
8
.
9
％
）

・
診
療
材
料
：
　
　
4
3
1
品
目
（
総
契
約
品
目
数
　
3
,
3
0
8
品
目
）
　
1
3
.
0
％
　
（
平
成
2
3
年
度
　
1
2
.
7
％
）

※
総
契
約
品
目
数
に
つ
い
て
は
、
常
時
使
用
を
予
定
し
て
い
る
品
目
数
。

２
．
使
用
医
薬
品
の
集
約
、
後
発
医
薬
品
の
促
進

薬
剤

委
員

会
を

通
じ

て
同

種
同

効
医

薬
品

の
整

理
に

よ
る

使
用

医
薬
品

の
集

約
や

後
発

医
薬

品
の

採
用

・
使

用
促

進
に

よ
り

医
薬
品
費
の
削
減
に
努
め
た
。

・
購
入
数
量
ベ
ー
ス
　
　
平
成
2
3
年
度
　
2
2
.
1
％
　
→
　
平
成
2
4
年
度
　
　
1
8
.
9
％

【
材
料
費
率
　
　
平
成
2
3
年
度
　
2
6
.
8
％
　
→
　
　
平
成
2
4
年
度
　
2
5
.
6
％
（
1
.
2
％
減
）
】

材
料

費
率

に
つ

い
て

は
、

医
薬

品
等

の
共

同
入

札
に

よ
る

購
入

単
価

の
引

き
下

げ
、

診
療

報
酬

上
の

上
位

施
設

基
準

の
取
得
等
に
よ
る
医
業
収
益
の
増
等
に
よ
り
、
2
5
.
6
％
と
な
っ
た
。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

２
．

電
子

化
の

推
進

２
．

電
子

化
の

推
進

２
．

電
子

化
の

推
進

２
．

電
子

化
の

推
進

④
　

建
築

コ
ス

ト
の

適
正

化
④

　
建

築
コ

ス
ト

の
適

正
化

④
　

建
築

コ
ス

ト
の

適
正

化

建
築

単
価

の
見

直
し

等
を

進
め

る
と

と
も

に
、

コ
ス
ト
削
減
を
図
り
、
投
資
の
効
率

化
を

図
る

。
　

建
設

資
材

等
の

仕
様

が
適

正
で

あ
る

か
の

検
証

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
コ

ス
ト

の
削

減
に

取
り

組
む

。
建

築
工

事
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
過

剰
な

仕
様

と
な

っ
て

い
な

い
か

施
設

・
医

療
機

器
整

備
委

員
会

等
で

検
証

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

予
定

価
格

の
積

算
は

、
建

設
物

価
、

積
算

資
料

等
市

場
単

価
等

の
資

料
を

参
考

に
行

い
、

適
正

な
コ

ス
ト

と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
だ
。

【
平
成
2
4
年
度
に
実
施
し
た
工
事
】

　
①
教
育
研
修
棟
新
築
工
事

　
②
バ
イ
オ
バ
ン
ク
棟
増
築
工
事

　
③
院
内
保
育
所
改
修
工
事

③
　

一
般

管
理

費
（

退
職

手
当

を
除

く
。

）
　

に
つ

い
て

、
平

成
2
1
年

度
に

比
し

、
中

期
　

目
標

期
間

の
終

年
度

に
お

い
て

1
5
％

以
上

　
の

削
減

③
　

一
般

管
理

費
の

節
減

③
　

一
般

管
理

費
の

節
減

③
　

一
般

管
理

費
の

節
減

平
成

2
1
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

の
最

終
年

度
に

お
い

て
、

一
般

管
理

費
（

退
職

手
当

を
除

く
。
）
に
つ
い
て
、
1
5
％
以
上

節
減

を
図

る
。

　
平

成
2
4
年

度
に

お
い

て
も

引
き

続
き

一
般

管
理

費
（

退
職

手
当

を
除

く
。

）
の

経
費

節
減

に
努

め
る

こ
と

と
し

、
平

成
2
1
年

度
に

比
し

て
、

1
5
％

以
上

の
節

減
に

努
め

る
。

一
般

管
理

費
（

退
職

手
当

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
は

、
委

託
内

容
の
見

直
し

に
よ

る
委

託
費

の
削

減
、

消
耗

品
等

の
費

用
削

減
な
ど
、
経
費
の
縮
減
、
見
直
し
を
図
り
、
平
成
2
1
年
度
に
比
し
て
2
6
.
2
％
（
1
6
9
百
万
円
）
節
減
を
図
っ
た
。

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

（
２

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
導

入
に

よ
る

月
次

決
算

の
実

施
（

２
）

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

導
入

に
よ

る
月

次
決

算
の

　
　

実
施

（
２

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
導

入
に

よ
る

月
次

決
算

の
実

施

企
業

会
計

原
則

に
基

づ
く

独
立

行
政

法
人

会
計

基
準

へ
の

移
行

に
伴

い
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

月
次

決
算

を
行

い
、

財
務

状
況

を
把

握
す

る
と

と
も
に
経
営
改
善
に
努
め
る
。

　
引

き
続

き
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

確
実

な
稼

働
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

月
次

決
算

を
行

い
、

毎
月

の
財

務
状

況
を

把
握

し
、

そ
の

経
営

状
況

の
分

析
を

行
う

。

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
適

切
な

稼
働

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
企

業
会
計

原
則

に
基

づ
く

事
務

処
理

を
行

い
、

月
次

及
び

年
次

で
の
決
算
処
理
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

月
次

決
算

で
は

、
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
か

ら
作

成
さ

れ
る

財
務

諸
表
の

数
値

（
収

支
状

況
、

人
権

費
率

等
）

の
ほ

か
、

シ
ス

テ
ム

か
ら

作
成

さ
れ

る
数

値
（

患
者

数
、

診
療

点
数

、
平

均
在

院
日

数
等

）
を

組
み

合
わ

せ
、

多
角

的
な

観
点

か
ら

詳
細

な
分

析
を
行
っ
た
。

ま
た

、
月

次
決

算
に

よ
り

、
早

い
段

階
で

の
問

題
点

把
握

と
そ

の
対
応

策
の

検
討

を
行

い
、

幹
部

を
対

象
と

し
た

執
行

役
員

会
議

や
職

員
を

対
象

と
し

た
診

療
管

理
連

絡
会

議
等

に
お

い
て

報
告

し
、

セ
ン

タ
ー

全
体

と
し

て
経

営
に

参
加

す
る

意
識

を
高

め
る
て
い
る
。

業
務

の
効

率
化

及
び

質
の

向
上

を
目

的
と

し
た

電
子

化
を

費
用

対
効

果
を

勘
案

し
つ

つ
推

進
し

、
情

報
を

経
営

分
析

等
に

活
用

す
る

こ
と

。
推

進
に

あ
た

っ
て

は
職

員
の

利
便

性
に

配
慮

し
つ

つ
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
向

上
に
努
め
る
こ

と
。

（
１

）
電

子
化

の
推

進
に

よ
る

業
務

の
効

率
化

（
１

）
電

子
化

の
推

進
に

よ
る

業
務

の
効

率
化

（
１

）
電

子
化

の
推

進
に

よ
る

業
務

の
効

率
化

業
務

の
効

率
化

を
図

る
た

め
に

職
員

に
対

す
る

通
報

等
の

文
書

の
電

子
化

を
、

費
用

対
効

果
を

勘
案

し
つ

つ
取

り
組

む
よ

う
努

め
る

と
と

も
に

、
情

報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
る
。

　
セ

ン
タ

ー
内

外
で

利
用

す
る

文
書

の
電

子
化

・
管

理
強

化
を

図
る

。
　

ま
た

、
平

成
2
3
年

度
に

設
置

し
た

情
報

管
理

部
を

適
切

に
運

営
す

る
こ

と
に

よ
り

、
引

き
続

き
情

報
解

析
及

び
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
体

制
の

充
実

を
図

る
。

平
成

2
4
年

度
に

、
情

報
管

理
部

に
新

た
に

診
療

情
報

管
理

士
1
名
、

シ
ス

テ
ム

管
理

専
門

職
1
名
を

増
員

し
、

情
報

の
解

析
や

文
書

管
理

の
強

化
に

対
応

で
き

る
体

制
を

強
化

し
た

。
病

院
内

で
利

用
す

る
患

者
向

け
の

文
書

や
診

療
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

を
文

書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
管
理
化
に
置
く
こ
と
に
よ
り
、
患
者
向
け
の
登
録
文
書
は

4
6
2
件

、
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
手

順
書

の
文

書
は

8
0
1
件

が
電
子
的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

と
し

て
は

、
情

報
シ

ス
テ

ム
利

用
時

パ
ス
ワ

ー
ド

の
利

用
文

字
種

や
最

低
文

字
数

と
い

っ
た

ポ
リ

シ
ー
の
厳
格
化
や
、
パ
ス
ワ
ー
ド
有
効
期
限
設
定
の
見
直
し
、
退
職
者
の
使
用
権
削
除
の
基
準
遵
守
な
ど
を
強
化
し
た
。

④
医

業
未

収
金

の
発

生
防

止
及

び
徴

収
の

改
善

並
び

に
診

療
報

酬
請

求
業

務
の

改
善

等
収

入
の

確
保

⑤
　

収
入

の
確

保
⑤

　
収

入
の

確
保

⑤
　

収
入

の
確

保

医
業

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
新

規
発

生
の

防
止

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

定
期

的
な

支
払

案
内

等
の

督
促

業
務

を
行

う
な

ど
回

収
に

努
め

る
こ

と
で

、
平

成
2
1
年

度
に

比
し

て
（

※
）

医
業

未
収

金
比

率
の

縮
減

に
取
り
組
む
。

ま
た

、
診

療
報

酬
請

求
業

務
に

つ
い

て
は

、
院

内
の

レ
セ

プ
ト

点
検

体
制

の
確

立
等

に
よ

り
適

正
な

診
療
報
酬
請
求
事
務
の
推
進
に
努
め

る
。

※
 
 
 
平
成
2
1
年
度
（
平
成
2
1
年

4
月

～
平

成
　
　
　
 
2
2
年
1
月
）
医
業
未
収
金

比
率

0
.
0
5
％

　
医

業
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

新
規

発
生

の
防

止
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
定

期
的

な
支

払
案

内
等

の
督

促
業

務
を

行
う

な
ど

回
収

に
努

め
る

。
　

ま
た

、
診

療
報

酬
請

求
業

務
に

つ
い

て
は

、
診

療
報

酬
委

員
会

に
お

け
る

レ
セ

プ
ト

点
検

体
制

の
充

実
を

図
り

、
引

き
続

き
適

正
な

診
療

報
酬

請
求

事
務

の
推

進
に

努
め

る
。

医
業

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
定

期
的

な
支

払
案

内
等

の
督

促
業

務
を

精
力

的
に

行
い

、
新

規
発

生
の

防
止

と
い

う
観

点
か

ら
、

分
娩

入
院

の
患

者
を

対
象

と
し

た
事

前
の

預
か

り
金

制
度

や
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
に

よ
る

支
払

い
を

前
年

度
に

引
き

続
き

行
っ

た
。

ま
た

、
平

成
2
4
年

度
は

、
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
の

取
引

会
社
を

増
や

す
こ

と
に

よ
り

、
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
未
収
金
の
新
規
発
生
の
防
止
に
努
め
た
。
そ
の
結

果
、

医
業

未
収

金
比

率
は

0
.
0
4
5
％

と
な

り
、

中
期

計
画
の
数
値
目
標
（
0
.
0
5
％
）
を
上
回
る
低
減
が
で
き
た
。

レ
セ

プ
ト

点
検

に
つ

い
て

は
、

診
療

報
酬

委
員

会
に

よ
る

チ
ェ

ッ
ク
体

制
の

徹
底

及
び

高
額

レ
セ

プ
ト

に
対

す
る

再
チ

ェ
ッ

ク
実
施
で
適
正
な
請
求
事
務
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

３
．

法
令

遵
守

等
内

部
統

制
の

適
切

な
構

築
３

．
法

令
遵

守
等

内
部

統
制

の
適

切
な

構
築

３
．

法
令

遵
守

等
内

部
統

制
の

適
切

な
構

築
３

．
法

令
遵

守
等

内
部

統
制

の
適

切
な

構
築

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

法
令

遵
守

（
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
）

等
内

部
統

制
を

適
切
に
構
築
す

る
こ

と
。

特
に

契
約

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
一

般
競

争
入

札
等

に
よ

る
も

の
と

し
、

競
争

性
及

び
透

明
性

が
十

分
確

保
さ

れ
る

方
法

に
よ

り
実

施
す

る
と

と
も

に
、

随
意

契
約
の
適
正
化

を
図

る
こ

と
。

法
令

遵
守

（
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
）

等
の

内
部

統
制

の
た
め
、
内
部
監
査
等
の
組
織
を

構
築

す
る

。
契

約
業

務
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

一
般

競
争

入
札

等
に

よ
る

も
の

と
し

、
競

争
性

、
公

正
性

、
透

明
性

を
確

保
し

、
適

正
に

契
約

業
務

を
遂

行
す

る
と

と
も

に
、

随
意

契
約

に
つ

い
て

は
、

従
前

の
「

随
意

契
約

見
直

し
計

画
」

を
踏

ま
え

た
適

正
化

を
図

り
、

そ
の

取
組

状
況
を
公
表
す
る
。

法
令

遵
守

（
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
）

等
の

内
部

統
制

確
立

の
た

め
、

監
査

室
に

よ
る

内
部

監
査

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

監
事

に
よ

る
業

務
監

査
及

び
監

査
法

人
に

よ
る

外
部

監
査

を
実

施
し

連
携

強
化

を
図

る
。

契
約

業
務

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
一

般
競

争
入

札
等

に
よ

る
も

の
と

し
、

競
争

性
、

公
正

性
、

透
明

性
を

確
保

し
、

適
正

に
契

約
業

務
を

遂
行

す
る

と
と

も
に

、
随

意
契

約
に

つ
い

て
は

、
従

前
の

「
随

意
契

約
見

直
し

計
画

」
を

踏
ま

え
た

適
正

化
の

強
化

を
図

り
、

そ
の

取
組

状
況

を
公

表
す

る
。

(
１

)
 
 
内
部
監
査
の
実
施

独
立

行
政

法
人

化
し

た
平

成
2
2
年

度
当
初

か
ら

、
総

長
の

下
に

独
立

し
た

組
織

と
し

て
監

査
室

を
設

置
し

、
監

事
及

び
会

計
監

査
人

と
連
携
の
う
え
、
事
業
年
度
毎
に
定
め
た
内
部
監
査
計
画
に
基
づ
き
監
査
を
実
施
し
て
い
る
。

セ
ン

タ
ー

の
業

務
の

適
正

か
つ

能
率

的
な

執
行

及
び

会
計

処
理

の
適

正
を

期
す

こ
と

を
目

的
と

し
、

業
務

活
動

の
諸

規
程

に
対

す
る

合
規

性
、

業
務

運
営

の
適

正
性

及
び
効

率
性

を
監

査
し

問
題

点
の

検
討

及
び

改
善

を
図

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
平

成
2
4
年
度

は
、

内
部
監
査
細
則
に
基
づ
き
内
部
監
査
実
施
基
準
を
定
め
、
監
査
手
続
き
の
明
確
化
を
図
っ
た
。

そ
の

う
え

で
、

①
外

部
資

金
に

よ
る

研
究

費
等

の
経

理
に

関
す

る
事

項
、

②
契

約
に

関
す

る
事

項
、

③
収

入
管

理
・

債
権

管
理

に
関

す
る

事
項

、
④

給
与

、
勤

務
時

間
管
理

に
関

す
る

事
項

、
⑤

法
人

文
書

管
理

に
関

す
る

事
項

、
⑥

倫
理

規
程

・
行

動
規

範
の

遵
守

状
況
及
び
内
部
通
報
事
務
の
実
施
状
況
を
重
点
事
項
と
す
る
内
部
監
査
計
画
を
策
定
し
、
監
査
を
実
施
し
て
い
る
。

(
２

)
　

監
事
に
よ
る
業
務
監
査
の
実
施

監
事

は
、

監
査

室
及

び
会

計
監

査
人

と
連

携
の

う
え

、
当

セ
ン

タ
ー

の
業

務
の

適
正

か
つ

効
率

的
な

運
営

に
資

す
る

と
と

も
に

、
会

計
経

理
の

適
正

を
期

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
セ

ン
タ

ー
の

業
務

が
そ

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
合

理
的

か
つ

効
率

的
に

運
営

さ
れ

、
ま

た
セ

ン
タ

ー
の

会
計
に

関
す

る
事

務
処

理
が

法
令

そ
の

他
諸

規
程

等
に

従
い

適
正

に
行

わ
れ

て
い

る
か

監
査

し
て

い
る
。

監
査

事
項

は
、

①
関

係
諸

法
令

及
び

諸
規

程
等

の
実

施
状

況
、

②
中

期
計

画
そ

の
他

重
要

事
項

の
実

施
状

況
、

③
高

度
専

門
医

療
に

関
す

る
研

究
等

を
行

う
独

立
行

政
法
人

に
関

す
る

法
律

に
規

定
す

る
セ

ン
タ

ー
の

業
務

の
運

営
状

況
、

④
組

織
及

び
人

事
管

理
の

状
況

、
⑤

予
算

実
施

計
画

、
収

支
計
画

及
び

資
金

計
画

の
執

行
状

況
、

⑥
現

金
等

の
出

納
及

び
保

管
の

状
況

、
⑦

資
産

の
取

得
、

管
理

及
び

処
分

の
状

況
、

⑧
財

務
諸
表

及
び

決
算

報
告

書
に

関
す

る
事

項
、

⑨
契

約
の

締
結

及
び

執
行

の
状

況
、

⑩
そ

の
他

監
査

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
い
る
。

平
成

2
4
年

度
は

、
そ

の
中

で
特

に
、

①
科

学
研

究
費

に
関

す
る

物
品

購
入

手
続

き
の

妥
当

性
等

、
②

契
約

に
関

す
る

審
査

・
監

視
体

制
を
重
点
事
項
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

(
３

)
　

会
計
監
査
人
に
よ
る
外
部
監
査
の
実
施

独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
3
9
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
諸
表
、
決
算
報
告
書
及
び
事
業
報
告
書
等
に
つ
い

て
会

計
監

査
人

(
公

認
会

計
士
)
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
の
監
査
の
基
準
に
準
拠
し
た
監
査
を
受
審
し
て
い
る
。

ま
た

、
会

計
実

務
担

当
者

の
能

力
向
上

を
目

的
と

し
た

簿
記

研
修

会
(
基
礎

編
及

び
習

熟
編

)
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
意

識
高

揚
を

図
る
た
め
の
研
修
会
を
会
計
監
査
人
が
講
師
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
る
。

(
４

)
　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
の
活
動

独
立

行
政

法
人

化
し

た
平

成
2
2
年

度
当
初

か
ら

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

室
を

設
置

し
て

お
り

、
外

部
か

ら
弁

護
士

を
室

長
に

選
任

し
て

い
る
。

平
成

2
3
年

度
か

ら
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
を

開
設

し
、

セ
ン

タ
ー

で
勤

務
し

て
い

る
職

員
等

が
弁

護
士

に
相

談
し

や
す

い
環
境
整
備
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
2
4
年
度
か
ら
相
談
時
間
を
更
に
増
加
さ
せ
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た

、
予

防
に

重
点

を
置

い
た

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

活
動

の
推

進
や

、
問

題
ご

と
に

発
生

か
ら

解
決

ま
で

の
手

続
き

の
流

れ
の

シ
ス

テ
ム
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

(
５

)
　

契
約
監
視
委
員
会
に
よ
る
点
検
・
見
直
し

「
独

立
行

政
法

人
の

契
約

状
況

の
点
検

・
見

直
し

に
つ

い
て

」
(
平
成

2
1
年

1
1
月

1
7
日

閣
議

決
定

)
に

基
づ

き
、

契
約

の
点

検
・

見
直

し
を

行
う

た
め

、
監

査
室

を
事

務
局
と

し
監

事
及

び
外

部
有

識
者

で
構

成
す

る
「

契
約

監
視

委
員

会
」

を
設

置
し

、
①

競
争

性
の

な
い

随
意

契
約

の
妥

当
性

、
②

一
者

応
札

・
一

者
応

募
が

続
い

た
場

合
の

競
争

性
を

確
保

す
る

た
め

の
改

善
方

策
の

妥
当

性
、

③
落
札
率
が
1
0
0
％
と
な
っ
て
い
る
契
約
の
予
定
価
格
設
定
に
関
す
る
妥
当
性
、
等
の
点
検
・
見
直
し
を

実
施

し
、

関
係

部
門

へ
の

提
言
を
行
っ
て
い
る
。

平
成

2
4
年

度
は

、
平

成
2
3
年

1
2
月

か
ら

平
成

2
4
年

1
2
月

ま
で

に
締

結
さ

れ
た

2
2
5
件

の
契

約
に

つ
い

て
審

議
を

行
い

、
一

者
応

札
・

応
募
等
事
案
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
票
を
作
成
の
う
え
委
員
会
で
報
告
し
、
事
後
点
検
を
受
け
て
い
る
。

　
委

員
会
審
議
の
議
事
概
要
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
票
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
。

(
６

)
　

契
約
業
務
の
競
争
性
、
公
平
性
、
透
明
性
の
確
保

契
約

業
務

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
1
件
の

契
約

予
定

金
額

が
1
0
0
万
円

を
超

え
る

案
件

に
つ

い
て

は
、

一
般

競
争

入
札

に
よ

る
も

の
と

し
、

一
定

金
額

以
上

の
契

約
に
つ

い
て

は
、

外
部

有
識

者
を

含
む

契
約

審
査

委
員

会
に

お
い

て
あ

ら
か

じ
め

契
約

に
関

す
る

重
要
事
項
の
審
議
を
行
っ
て
い
る
。

契
約
金
額
が
1
0
0
万
円
を
超
え
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
契
約
方
法
に
関
わ
ら
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
す

る
こ

と
に

よ
り

競
争

性
、

公
平
性
、
透
明
性
を
確
保
し
、
適
正
に
契
約
業
務
を
遂
行
し
た
。

(
７

)
　

そ
の
他

株
式
会
社
メ
ド
城
取
が
当
セ
ン
タ
ー
に
対
し
3
.
8
億
円
の
債
権
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

同
社

か
ら

債
権

の
内

容
が

開
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
事
実
確
認
が
で
き
て
い
な
い
。
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

１
．

自
己

収
入

の
増

加
に

関
す

る
事

項
１

．
自

己
収

入
の

増
加

に
関

す
る

事
項

１
．

自
己

収
入

の
増

加
に

関
す

る
事

項
１

．
自

己
収

入
の

増
加

に
関

す
る

事
項

２
．

資
産

及
び

負
債

の
管

理
に

関
す

る
事

項
２

．
資

産
及

び
負

債
の

管
理

に
関

す
る

事
項

２
．

資
産

及
び

負
債

の
管

理
に

関
す

る
事

項
２

．
資

産
及

び
負

債
の

管
理

に
関

す
る

事
項

「
第

３
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
」

で
定

め
た

事
項

に
配

慮
し

た
中

期
計

画
の

予
算

を
作

成
し

、
当

該
予

算
に

よ
る

運
営

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
中

期
目

標
の

期
間

に
お

け
る

期
首

に
対

す
る

期
末

の
財
務
内
容
の
改

善
を

図
る

こ
と

。

「
第

２
業

務
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置
」

で
定

め
た

計
画

を
確

実
に

実
施
し
、
財
務
内
容
の
改
善
を

図
る

。

成
育

医
療

に
関

す
る

医
療

政
策

を
牽

引
し

て
い

く
拠

点
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
た

め
、

運
営

費
交

付
金

以
外

の
外
部
資
金
の

積
極

的
な

導
入

に
努

め
る
こ
と
。

民
間

企
業

等
か

ら
の

資
金

の
受

け
入

れ
体

制
を

構
築

し
、

寄
附

や
受

託
研

究
の

受
け

入
れ

等
、

外
部

資
金

の
獲
得
を
行
う
。

寄
附

や
受

託
研

究
の

受
け

入
れ

等
に

よ
る

外
部

資
金

の
獲

得
を

一
層

推
進

す
る

。
寄

附
受

け
入

れ
に

つ
い

て
は

、
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

上
で

、
担

当
部

署
の

明
確

化
、

具
体

的
な

目
的

及
び

税
制

上
の

優
遇

措
置

等
に

つ
い

て
案

内
を

し
、

そ
の

他
の

競
争

的
資
金

に
つ

い
て

は
、

事
業

を
実

施
す

る
省

庁
等

か
ら

研
究

内
容

や
応

募
に

か
か

る
情

報
を

入
手

し
、
職
員
に
対
し
情
報
提
供
や
手
続
き
に
か
か
る
助
言
を
行
う
等
、
そ
の
獲
得
に
努
め
た
。

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

第
４

　
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

第
３

　
予

算
、

収
支

計
算

書
及

び
資

金
計

画
第

３
　

予
算

、
収

支
計

算
書

及
び

資
金

計
画

第
３

　
予

算
、

収
支

計
算

書
及

び
資

金
計

画

　
な
し

　
な

し
　

平
成
2
4
年
度
に
お
け
る
重
要
な
財
産
の
処
分
、
又
は
担
保
に
供
し
た
実
績
は
な
い
。

第
６

　
剰

余
金

の
使

途
第

６
　

剰
余

金
の

使
途

第
６

　
剰

余
金

の
使

途

決
算

に
お

い
て

剰
余

を
生

じ
た

場
合

は
、

将
来

の
投

資
（

建
物

等
の

整
備

・
修

繕
、

医
療

機
器

等
の

購
入

等
）
及
び
借
入
金
の
償
還
に
充
て

る
。

決
算

に
お

い
て

剰
余

を
生

じ
た

場
合

は
、

将
来

の
投

資
（

建
物

等
の

整
備

・
修

繕
、

医
療

機
器

等
の

購
入

等
）

及
び

借
入

金
の

償
還

に
充

て
る

。

　
平

成
2
4
年
度
の
決
算
に
お
い
て
7
9
6
百
万
円
の
剰
余
が
生
じ
た
た
め
、
積
立
金
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
外

部
資
金
獲
得
状
況
】

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
2
4
年
度

　
　

寄
　
附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
3
4
件
　
3
9
,
7
5
4
千
円

　
　

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
　
　
　
1
2
2
件
 
8
3
0
,
5
1
1
千
円

　
　

文
部
科
学
研
究
費
　
　
　
　
　
1
3
0
件
 
2
0
2
,
4
5
4
千
円

　
　

そ
の
他
の
競
争
的
資
金
　
　
　
 
3
5
件
 
 
9
7
,
3
1
0
千
円

セ
ン

タ
ー

の
機

能
の

維
持

、
向

上
を

図
り

つ
つ

、
投

資
を

計
画

的
に

行
い

、
固

定
負

債
（

長
期

借
入

金
の

残
高

）
を

償
還

確
実

性
が

確
保

で
き

る
範

囲
と

し
、

運
営

上
、

中
・

長
期

的
に

適
正

な
も

の
と

な
る

よ
う

努
め

る
こ

と
。

セ
ン

タ
ー

の
機

能
の

維
持

・
向

上
を

図
り

つ
つ

、
投

資
を

計
画

的
に

行
い

、
中

・
長

期
的

な
固

定
負

債
（

長
期

借
入

金
の

残
高

）
を

償
還

確
実

性
が

確
保

で
き

る
範

囲
と
し
、
運
営
上
適
切
な
も
の

と
な

る
よ

う
努

め
る

。
そ

の
た

め
、

大
型

医
療

機
器

等
の

投
資

に
当

た
っ

て
は
、
原
則
、
償
還
確
実
性
を
確

保
す

る
。

（
１
）
予
 
 
 
 
算
　
別
紙
２

（
２
）
収
支
計
画
　
別
紙
３

（
３
）
資
金
計
画
　
別
紙
４

平
成

2
4
年

度
に

お
い

て
も

長
期

借
入

を
行

わ
ず

、
内

部
資

金
の

有
効

活
用

に
よ

り
、

セ
ン

タ
ー

の
機

能
の

維
持

・
向

上
を

図
り

つ
つ

、
セ

ン
タ

ー
の

固
定

負
債

（
長

期
借

入
金

の
残

高
）

を
減

少
さ

せ
る

。
（

１
）

予
 
 
 
 
算

　
別

紙
２

（
２

）
収

支
計

画
　

別
紙

３
（

３
）

資
金

計
画

　
別

紙
４

セ
ン

タ
ー

機
能

の
維

持
・

向
上

の
た

め
の

整
備

に
つ

い
て

は
長

期
借

入
を

行
わ

ず
、

内
部

資
金

等
を

活
用

す
る

事
に

よ
っ

て
行

っ
た

。
　

ま
た

、
固
定
負
債
（
長
期
借
入
金
の
残
高
）
に
つ
い
て
は
約
定
ど
お
り
償
還
を
行
い
、
そ
の
残
高
を
減
少
さ
せ
た
。

【
財

政
融
資
資
金
】

　
　

平
成
2
3
年
度
末
残
高
　
　
　
　
　
　
平
成
2
4
年
度
償
還
額
　
　
　
　
　
　
平
成
2
4
年
度
末
残
高

　
　

　
 
8
,
8
8
1
,
0
7
7
千
円
　
　
　
　
　
　
　
元
金
　
6
8
2
,
8
8
8
千
円
　
　
　
　
　
　
8
,
1
9
8
,
1
8
9
千
円

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
息
　
1
0
7
,
3
2
5
千
円

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
　
7
9
0
,
2
1
3
千
円

第
４

　
短

期
借

入
金

の
限

度
額

第
４

　
短

期
借

入
金

の
限

度
額

第
４

　
短

期
借

入
金

の
限

度
額

　
１
．
限
度
額
　
２
，
１
０
０
百

万
円

　
２
．
想
定
さ
れ
る
理
由

（
１
）
運
営
費
交
付
金
の
受
入
遅

延
等

に
よ

る
資

　
　
金
不
足
へ
の
対
応

（
２
）
業
績
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）

の
支

給
等

、
資

　
　
金
繰
り
資
金
の
出
費
へ
の
対

応
（
３
）
予
定
外
の
退
職
者
の
発
生

に
伴

う
退

職
手

　
　
当
の
支
給
等
、
偶
発
的
な
出

費
増

へ
の

対
応

　
１

．
限

度
額

　
２

，
１

０
０

百
万

円
　

２
．

想
定

さ
れ

る
理

由
（

１
）

運
営

費
交

付
金

の
受

入
遅

延
等

に
よ

る
資

　
　

金
不

足
へ

の
対

応
（

２
）

業
績

手
当

（
ボ

ー
ナ

ス
）

の
支

給
等

、
資

　
　

金
繰

り
資

金
の

出
費

へ
の

対
応

（
３

）
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

退
職

手
　

　
当

の
支

給
等

、
偶

発
的

な
出

費
増

へ
の

対
応

　
平

成
2
4
年
度
に
お
け
る
短
期
借
入
金
は
な
い
。

第
５

　
重

要
な

財
産

を
処

分
し

、
又

は
担

保
に

　
　

供
し

よ
う

と
す

る
時

は
そ

の
計

画
第

５
　

重
要

な
財

産
を

処
分

し
、

又
は

担
保

に
供

し
よ

　
　

う
と

す
る

時
は

そ
の

計
画

第
５

　
重

要
な

財
産

を
処

分
し

、
又

は
担

保
に

供
し

よ
う

と
す

る
時

は
そ

の
計

画
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独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

第
５

　
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

な
事

項

１
．

施
設

・
設

備
整

備
に

関
す

る
事

項
１

．
施

設
・

設
備

整
備

に
関

す
る

事
項

１
．

施
設

・
設

備
整

備
に

関
す

る
事

項
１

．
施

設
・

設
備

整
備

に
関

す
る

事
項

２
．

人
事

の
最

適
化

に
関

す
る

事
項

２
．

人
事

シ
ス

テ
ム

の
最

適
化

２
．

人
事

シ
ス

テ
ム

の
最

適
化

２
．

人
事

シ
ス

テ
ム

の
最

適
化

３
．

人
事

に
関

す
る

方
針

３
．

人
事

に
関

す
る

方
針

３
．

人
事

に
関

す
る

方
針

（
１

）
方

針
（

１
）

方
針

（
１

）
方

針

第
７

　
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

第
７

　
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
　

　
る

事
項

第
７

　
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

セ
ン

タ
ー

の
専

門
的

機
能

の
向

上
を

図
る

た
め

、
職

員
の

意
欲

向
上

及
び

能
力

開
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
人

事
評

価
を

適
切

に
行

う
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

。 ま
た

、
年

功
序

列
を

排
し

、
能

力
・

実
績

本
位

の
人

材
登

用
な

ど
の

確
立

に
努

め
、

さ
ら

に
、

優
秀

な
人

材
を

持
続

的
に

確
保

す
る

た
め

、
女

性
の

働
き

や
す

い
環

境
の

整
備

及
び

非
公

務
員

型
独

立
行

政
法

人
の

特
性

を
活

か
し
た
人
材

交
流

の
促

進
等

を
推

進
す

る
こ
と
。

職
員

が
業

務
で

発
揮

し
た

能
力

、
適

性
、

実
績

等
を

評
価

し
、

職
員

の
給

与
に

反
映

さ
せ

る
と

と
も

に
、

業
務

遂
行

意
欲

の
向

上
を

図
る

業
績

評
価

制
度

を
導

入
す

る
。

当
該

制
度

の
適

切
な

運
用

を
行

う
こ

と
に

よ
り

優
秀

な
人

材
の

定
着

を
図

り
、

人
事

制
度

へ
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
セ

ン
タ

ー
全

体
の

能
率

的
運

営
に

つ
な

げ
る
。 非

公
務

員
型

組
織

の
特

性
を

活
か

し
た

人
材

交
流

の
促

進
な

ど
、

優
秀

な
人

材
を

持
続

的
に

確
保

す
る

観
点

か
ら

人
材

の
適

切
な

流
動

性
を

有
し

た
組

織
を

構
築

す
る

た
め

、
国

、
国

立
病

院
機

構
等

独
立

行
政

法
人

、
国

立
大

学
法

人
、

民
間

等
と

円
滑

な
人

事
交

流
を

行
う

体
制
を
構
築
す
る
。

女
性

の
働

き
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

医
師

の
本

来
の

役
割

が
発

揮
で

き
る

よ
う

、
医

師
と

そ
の

他
医

療
従

事
者

と
の

役
割

分
担

を
見

直
し

、
職

員
に

と
っ

て
魅

力
的

で
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
に

努
め
る
。

課
長

相
当

職
以

上
の

業
績

評
価

制
度

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

一
般

職
員

、
年

俸
制

職
員

が
業

務
で

発
揮

し
た

能
力

、
適

性
、

実
績

等
を

評
価

す
る

。
ま

た
、

評
価

結
果

を
職

員
の

給
与

に
反

映
さ

せ
る

と
と

も
に

、
業

務
遂

行
意

欲
の

向
上

を
図

る
。

非
公

務
員

型
組

織
の

特
性

を
活

か
し

た
人

材
交

流
の

促
進

な
ど

、
国

、
国

立
病

院
機

構
等

独
立

行
政

法
人

、
国

立
大

学
法

人
、

民
間

等
と

円
滑

な
人

事
交

流
を

行
う

。
女

性
の

働
き

や
す

い
環

境
の

整
備

及
び

職
員

に
と

っ
て

魅
力

的
で

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

に
努

め
る

。

組
織

目
標

を
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

達
成

す
る

た
め

の
人

事
評

価
制

度
を

導
入

し
、

平
成

2
2
年

度
の

1
2
月

期
賞

与
の

支
給

に
お

い
て

一
部

管
理

職
に

対
し

て
評

価
結

果
の
反

映
を

実
施

し
、

平
成

2
3
年

度
は

看
護

部
門

に
お

い
て

一
般

職
員

で
あ

る
看

護
師

等
に

お
い

て
実
施
し
、
そ
の
他
職
員
に
つ
い
て
は
平
成
2
4
年
度
か
ら
実
施
し
た
。

国
立

病
院

機
構

と
の

人
事

交
流

に
つ

い
て

は
、

円
滑

な
交

流
を

進
め

ら
れ

る
よ

う
、

異
動

が
職

員
の

不
利

益
と

な
ら

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

、
給

与
制

度
の

基
本

と
な
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

国
の

制
度

を
踏

ま
え

て
国

立
病

院
機

構
と

同
じ

く
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

異
動

者
の

給
与

水
準

を
維
持

す
る

た
め

に
の

現
給

補
償

制
度

に
つ

い
て

お
互

い
に

決
定

し
た

。
さ

ら
に

、
退

職
手

当
の

期
間

通
算

を
設

け
る

こ
と

で
、

将
来
に

お
い

て
も

不
利

益
が

生
じ

な
い

よ
う

規
程

を
整

備
し

た
。

転
籍

出
向

や
在

籍
出

向
と

い
っ

た
制

度
を

構
築

し
適

切
に

運
用

を
図
り

、
平

成
2
4
年
度

中
の

国
、

国
立

病
院

機
構

、
他

の
N
C
と
の

人
事

交
流

は
転

出
入

併
せ

て
5
0
人
と
な
っ
た
。

女
性

の
働

き
や

す
い

環
境

整
備

に
つ

い
て

、
独

法
発

足
時

に
お

い
て

国
の

制
度

と
比

較
し

た
場

合
に

、
育

児
短

時
間

勤
務

制
度

の
対

象
範
囲
拡
大
及
び
3
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
の
請
求
に
よ
り
時
間
外
勤
務
を
制
限
す
る
な
ど
制
度

面
で

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に
、
平
成
2
5
年
4
月
に
院
内
保
育
所
を
開
設
し
た
。

医
師

の
業

務
軽

減
策

と
し

て
、

医
療

ク
ラ

ー
ク

の
導

入
を

平
成

2
2
年

度
か

ら
行

い
、

導
入

効
果

を
検

討
し

な
が

ら
計

画
的

な
増

員
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
2
3
年
度
に
引
き
続
い
て
平
成
2
4
年
度
も
1
2
名
と
し
た
。

良
質

な
医

療
を

効
率

的
に

提
供

し
て

い
く

た
め

、
医

師
、

看
護

師
等

の
医

療
従

事
者

に
つ

い
て

は
、

医
療

を
取

り
巻

く
状

況
の

変
化

に
応

じ
て

柔
軟

に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
経
営
に
十
分
配

慮
す

る
。

特
に

、
医

師
・

看
護

師
不

足
に

対
す

る
確

保
対

策
を

引
き

続
き

推
進

す
る

と
と

も
に

離
職

防
止

や
復

職
支
援
の
対
策
を
講
じ
る
。

ま
た

、
幹

部
職

員
な

ど
専

門
的

な
技

術
を

有
す

る
者

に
つ

い
て

は
、

公
募

を
基

本
と

し
、

優
秀

な
人

材
の
確
保
に
努
め
る
。

　
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
し

て
い

く
た

め
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
に

つ
い

て
は

、
医

療
を

取
り

巻
く

状
況

の
変

化
に

応
じ

て
柔

軟
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
経

営
に

十
分

配
慮

し
て

い
く

。
　

特
に

、
医

師
・

看
護

師
不

足
に

対
す

る
確

保
対

策
を

引
き

続
き

推
進

す
る

と
と

も
に

離
職

防
止

や
復

職
支

援
の

対
策

に
取

り
組

む
。

　
ま

た
、

幹
部

職
員

な
ど

専
門

的
な

技
術

を
有

す
る

者
に

つ
い

て
は

、
公

募
を

基
本

と
し

、
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。

良
質

な
医

療
を

効
率

的
に

提
供

し
て

い
く

と
と

も
に

、
人

件
費

率
の
高

騰
を

招
か

な
い

よ
う

、
収

支
相

償
の

原
則

の
も

と
、

医
療

安
全

や
労

働
基

準
法

等
各

種
法

令
を

遵
守

し
つ

つ
、

適
正

な
人

員
位

置
を

行
う

た
め

の
増

員
計

画
を

策
定

し
、

人
員

確
保

に
努
力
し
た
。

ま
た

、
職

員
人

事
規

程
を

整
備

し
、

医
長

職
以

上
の

管
理

職
員

に
つ
い

て
は

公
募

制
を

基
本

と
し

て
採

用
委

員
会

に
よ

り
優

秀
な
人
材
の
確
保
に
努
め
、
平
成
2
4
年
度
の
常
勤
職
員
の
公
募
を
2
9
件
行
っ
た
。

１
．
看
護
師
確
保
対
策
の
推
進

　
１
）
看
護
師
確
保
対
策

　
　
看
護
部
、
人
事
部
が
協
力
し
看
護
大
学
、
助
産
学
校
等
の
訪
問
や
各
種
就
職
説
明
会
へ
の
参
加
な
ど
、

　
　
セ
ン
タ
ー
外
で
の
活
動
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
内
見
学
説
明
会
　
　
３
回

　
　
　
　
　
業
者
に
よ
る
説
明
会
　
　
　
　
４
回

　
　
　
　
　
看
護
大
学
等
学
内
説
明
会
　
　
６
回

　
２
）
離
職
防
止
策

　
　
　
２
交
替
制
勤
務
を
推
進
し
、
平
成
2
4
年
度
は
２
看
護
単
位
で
導
入
し
た
。

　
３
）
看
護
師
の
処
遇
改
善

　
　
　
平
成
2
2
年
度
か
ら
、
看
護
師
の
勤
務
実
態
に
応
じ
た
諸
手
当
の
新
設
、
改
定
等
を
行
い
、
引
き
続
き

　
　
　
処
遇
改
善
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
専
門
看
護
手
当
、
夜
間
看
護
等
手
当

２
．
医
師
の
処
遇
改
善

　
　
　
平
成
2
2
年
度
に
行
っ
た
以
下
の
改
善
策
を
平
成
2
3
年
度
に
続
き
平
成
2
4
年
度
も
踏
襲
し
た
。

　
　
①
医
師
の
勤
務
実
態
に
応
じ
た
緊
急
呼
出
待
機
手
当
、
分
娩
手
当
、
救
急
医
療
体
制
確
保
手
当
等
の

　
　
　
諸
手
当
の
新
設
、
改
定
等
を
行
い
、
処
遇
改
善
に
努
め
た
。

　
　
②
医
長
以
上
は
年
俸
制
に
す
る
こ
と
で
、
業
務
実
績
を
業
績
年
俸
に
反
映
で
き
る
制
度
と
し
た
。

　
　
③
一
部
の
診
療
科
に
お
い
て
は
、
交
替
制
勤
務
を
導
入
す
る
こ
と
で
勤
務
時
間
の
改
善
を
図
っ
た
。

施
設

・
設

備
整

備
に

つ
い

て
は

、
セ

ン
タ

ー
の

機
能

の
維

持
、

向
上

の
他

、
費

用
対

効
果

及
び

財
務

状
況

を
総

合
的
に
勘
案
し

て
計

画
的

な
整

備
に

努
め
る
こ
と
。

中
期

目
標

の
期

間
中

に
整

備
す

る
施

設
・

設
備

整
備

に
つ
い
て
は
、
別
紙
５
の
と
お

り
と

す
る

。
自

己
資

金
を

活
用

し
て

、
長

期
債

務
の

縮
減

を
図

り
つ

つ
、

研
究

・
医

療
の

高
度

化
や

経
営

面
の

改
善

及
び

患
者

の
療

養
環

境
の

改
善

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

必
要

な
整

備
を

行
う

。

長
期

借
入

を
行

わ
ず

自
己

資
金

を
活

用
し

、
研

究
・

医
療

の
高

度
化

や
経

営
面

の
改

善
及

び
教

育
研

修
環

境
改

善
の

た
め

の
施

設
整

備
と
し
て
、

　
①

教
育
研
修
棟
新
築
工
事

　
②

バ
イ
オ
バ
ン
ク
棟
増
築
工
事

　
③

院
内
保
育
所
改
修
工
事

等
を

実
施
し
、
平
成
2
2
年
度
に
策
定
し
た
中
期
的
整
備
計
画
に
基
づ
く
保
守
及
び
修
繕
に
つ
い
て
も
必
要
な
整
備
を
行
っ
た
。

- 38 -



独
立

行
政

法
人

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

業
務

実
績

（
２

）
指

針
（

２
）

指
針

（
２

）
指

針

３
．

そ
の

他
の

事
項

４
．

そ
の

他
の

事
項

４
．

そ
の

他
の

事
項

４
．

そ
の

他
の

事
項

中
期

目
標

に
基

づ
き

セ
ン

タ
ー

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
理

解
し

、
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
と

し
て

中
期

計
画

を
立

て
、

具
体

的
な

行
動

に
移

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

努
め

る
こ

と
。

ま
た

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
や

セ
ン

タ
ー

の
成

果
に

つ
い

て
、

一
般

の
国

民
が

理
解

し
や

す
い

方
法

、
内

容
で

情
報

開
示
を
行
う
よ

う
に

努
め

る
こ

と
。

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

確
認

、
現

状
の

把
握

、
問

題
点

の
洗

い
出

し
、

改
善

策
の

立
案

、
翌

年
度

の
年

度
計

画
の

作
成

等
に

資
す

る
た

め
、

定
期

的
に

職
員

の
意

見
を

聞
く

よ
う
、
努
め
る
こ

と
。

セ
ン

タ
ー

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
理

解
し

、
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

立
て

、
具

体
的

な
行

動
に

移
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
努

め
る
。

ま
た

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
や

セ
ン

タ
ー

の
成

果
に

つ
い

て
、

一
般

の
国

民
が

理
解

し
や

す
い

方
法

、
内

容
で

情
報

開
示

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
行

う
よ

う
に

努
め

る
。 ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
確

認
や

現
状

の
把

握
、

問
題

点
の

洗
い

出
し

、
改

善
策

の
立

案
、

翌
年

度
の

年
度

計
画

の
作

成
等

に
資

す
る

よ
う

、
職

員
の

意
見

を
セ

ン
タ

ー
内

メ
ー

ル
・

シ
ス

テ
ム

等
に

て
聴

取
を

行
う

よ
う

努
め

る
。

セ
ン

タ
ー

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
理

解
し

、
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

作
成

し
、

セ
ン

タ
ー

内
の

周
知

を
図

る
。

ま
た

、
セ

ン
タ

ー
の

業
務

実
績

に
つ

い
て

の
情

報
開

示
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

行
う

。
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
確

認
や

現
状

の
把

握
、

問
題

点
の

洗
出

し
、

改
善

策
の

立
案

、
翌

年
度

の
年

度
計

画
の

作
成

等
に

資
す

る
よ

う
、

職
員

の
意

見
を

直
接

聞
く

場
を

設
け

る
。

平
成

2
3
年

度
に

お
い

て
、

各
職

場
の

一
般

職
員

等
を

対
象

に
セ

ン
タ
ー

が
抱

え
る

問
題

点
や

解
決

に
向

け
て

の
方

策
等

に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
て
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
選
定
。

　
・
重
要
性
が
高
く
早
急
に
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
事
項
、
又
は
迅
速
な
対
応
が
比
較
的
可
能
な
事
項

　
・
重
要
性
は
あ
る
が
人
員
の
増
強
や
予
算
等
が
関
係
し
時
間
が
か
か
る
事
項
、
又
は
緊
急
性
が
そ
れ
ほ
ど

　
　
高
く
な
い
事
項

と
に

区
分

し
た

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

を
作

成
し

た
。

こ
れ

に
基

づ
き

緊
急

性
が

高
い

項
目

を
優

先
に

取
り

組
み

を
実

施
し

て
い

る
。 平

成
2
4
年

度
は

、
理

事
長

自
ら

若
手

医
師

と
の

意
見

交
換

を
実

施
し
、

更
な

る
問

題
点

の
洗

い
出

し
、

改
善

策
の

立
案

に
努

め
て
い
る
。

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
４

年
度

計
画

平
　

成
　

２
４

　
年

　
度

　
の

　
業

　
務

　
の

　
実

　
績

セ
ン

タ
ー

の
平

成
2
2
年

度
期

首
に

お
け

る
職

員
数

を
7
5
1
人
と

す
る

も
の

の
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
は

、
医

療
ニ

ー
ズ

に
適

切
に

対
応

す
る

た
め

に
、

変
動

が
見

込
ま

れ
る

も
の

で
あ

り
、

中
期

目
標

の
期

間
に

お
い

て
は

、
安

全
で

良
質

な
医

療
の

提
供

に
支

障
が

生
じ

な
い

よ
う

適
正

な
人

員
配

置
に

努
め

る
。 特

に
、

技
能

職
に

つ
い

て
は

、
外

部
委

託
の

推
進

に
努
め
る
。

（
参

考
）

中
期

目
標

の
期

間
中

の
人

件
費

総
額

見
込

み
　
３
１
，
５
２
４
百
万
円

　
安

全
で

良
質

な
医

療
の

提
供

に
支

障
が

生
じ

な
い

よ
う

、
適

正
な

人
員

配
置

に
努

め
る

。
　

技
能

職
に

つ
い

て
は

、
外

部
委

託
の

推
進

に
努

め
る

。

平
成

2
2
年

度
か

ら
平

成
2
4
年

度
に

か
け

て
の

病
棟

再
編

計
画

を
立

て
、

現
在

の
病

棟
機

能
が

抱
え

る
問

題
点

を
整

理
し

、
年

齢
発

達
段

階
に

応
じ

た
療

養
環

境
の

提
供

と
い

う
基

本
的

な
考

え
方

に
、

安
全

・
感

染
管

理
、

専
門

診
療

・
看

護
の

視
点

か
ら

機
能
別
の
構
成
を
加
味
す
る
病
棟
構
成
と
し
た
。

平
成

2
2
年

度
は

、
病

棟
再

編
計

画
の

第
1
段

階
を

1
2
月

に
行

い
、
9
階
東

病
棟

を
ス

ム
ー

ズ
な

在
宅

ケ
ア

へ
の

移
行

等
を

目
的

と
し

た
専

用
病

床
8
床

を
設

置
し

た
こ

と
に

伴
い

、
非

常
勤

看
護
師

8
名

を
常

勤
看

護
師

と
し

て
採

用
し

、
3
人
夜

勤
体

制
か

ら
4

人
夜
勤
体
制
へ
と
変
更
し
た
。

平
成

2
3
年

度
は

、
第

2
段

階
と

し
て

救
急

入
院

病
床

8
床

を
設

置
し

、
夜

間
緊

急
入

院
の

受
入

病
床

を
確

保
す

る
こ

と
で

、
他

の
病
棟
の
夜
間
の
安
定
を
保
持
し
た
。
ま
た
、
周
産
期
病
床
3
0
床
の
増
床
、

M
F
I
C
U
の

設
置

な
ど

を
行

い
、

地
域

医
療

計
画

の
中

で
当
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
担
う
体
制
を
整
備
し
た
。

平
成

2
4
年

度
は

、
第

3
段

階
と

し
て

G
C
U
病

床
1
2
床

の
増

床
、

小
児

入
院

医
療

管
理

料
１

の
取

得
の

た
め

の
増

員
を

行
い

、
看

護
体
制
の
強
化
を
図
り
、
看
護
師
3
2
名
を
増
員
し
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

技
能

職
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
4
年

度
内

に
退

職
は

な
か

っ
た

が
、

退
職

が
あ

っ
た

場
合

は
引

き
続

き
非

常
勤

職
員

に
よ

る
後

補
充
を
行
い
、
業
務
の
集
約
が
は
か
ら
れ
て
き
た
段
階
で
、
そ
の
業
務
を
外
部
委
託
す
る
方
向
で
検
討
を
行
う
。
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